
 

 

学 校 推 薦 型 選 抜 

特 別 選 抜（11 月・12 月） 

総 合 型 選 抜〈英 語 資 格 型〉 
 

数数  学学  
 

 

「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」 

 
  

数学Ⅰ，数学Ⅱ 
数学Ａ，数学Ｂ 

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答



 

 

 

 

   

 

数数
学学
ⅠⅠ
，，
数数
学学
ⅡⅡ
，，
数数
学学
ＡＡ
，，
数数
学学
ＢＢ

 

マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 
～

 
 

33
22
  

 
 

記
述
式
解
答
記
号

 
 
 
アア

 
 
～

 
 
ウウ

 
  

マ
ー
ク
式
問
題
は
，
空
欄

  
 

11
 

 
～

  
33
22
  

 
に
つ
い
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
そ
れ
ぞ
れ
の

解
答
群
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

 
記
述
式
問
題
は
，

 
アア

 
 ～

 
 
ウウ

 
 
の
解
答
を
，
指
定
の
解
答
用
紙
の
解
答
欄
に
記
入
し
な

さ
い
。

 

  第第
11
問問

  
次
の
((
11
))
～
((
33
))
に
答
え
よ
。

 

  

((
11
))
  
  

36
 
の
正
の
約
数
は
 
  

11
  

 個
あ
り
，

54
0 
の
正
の
約
数
は

 
  

22
  

 個
あ
る
。

 

  ((
22
))
  
  
𝑘𝑘 
は
定
数
と
す
る
。

 2
 
次
関
数

 𝑦𝑦
=
𝑥𝑥2

−
3𝑘𝑘
𝑘𝑘+

1 (
1
≦
𝑥𝑥
≦

3)
 
の
軸
は
  

𝑥𝑥
=

    
44
  

 
   

33
  

  𝑘𝑘 
で
あ
る
。
 

こ
の

 2
 
次
関
数
が
，
𝑥𝑥

=
   

44
  

 
   

33
  

  𝑘𝑘 
で
の
み
最
小
値
を
と
り
，
𝑥𝑥

=
1 
で
の
み
最
大
値
を
と

る
場
合
，
𝑘𝑘 
の
値
の
範
囲
は

    
66
  

 

   
55
  

 <
𝑘𝑘
≦

   
77
  

 
で
あ
る
。

 

 

((
33
))
  
  
次
の
散
布
図
は
，
あ
る

 
15

 
人
の
生
徒
の
数
学
と
理
科
の
テ
ス
ト
の
点
数
の
関
係
を
表
し
た

も
の
で
あ
る
。
数
学
の
テ
ス
ト
の
点
数
を
横
軸
に
，
理
科
の
テ
ス
ト
の
点
数
を
縦
軸
に
と
っ
て

い
る
。
こ
の
と
き
，
次
の

 A
~E

 
の
箱
ひ
げ
図
の
う
ち
，
数
学
の
テ
ス
ト
の
点
数
に
対
応
し
た

箱
ひ
げ
図
は

 
  

88
  

 で
あ
り
，
理
科
の
テ
ス
ト
の
点
数
に
対
応
し
た
箱
ひ
げ
図
は

 
  

99
  

 

で
あ
る
。
 

− 2− − 3−



 

第第
22
問問

  
抽
選
箱
の
中
に
「
大
当
た
り
」

2 枚
，
「
当
た
り
」

4 枚
，
「
は
ず
れ
」

6 枚
の
く
じ
が
入
っ
て

い
る
。
く
じ
は
見
た
目
で
は
区
別
で
き
ず
，

4 人
が
順
に

 1 
枚
ず
つ
引
く
。
引
い
た
く
じ
は
箱

に
戻
さ
な
い
も
の
と
す
る
。
次
の
( (
11
))
～
((
55
))
に
答
え
よ
。
  

 
 

 

( (
11
))
 

4 人
と
も
「
は
ず
れ
」
を
引
く
確
率
は

   
11
11
 

 

 
11
00
 

 
で
あ
る
。
 

 

((
22
))
 

3 人
目
で
初
め
て
「
当
た
り
」
か
「
大
当
た
り
」
を
引
く
確
率
は

   
11
33
 

 

 
11
22
 

 
で
あ
る
。
 

 

((
33
))
 

3 人
が
「
は
ず
れ
」，

1 人
が
「
大
当
た
り
」
を
引
く
確
率
は

   
11
55
 

 

 
11
44
 

 
で
あ
る
。
 

 

( (
44
))
 

4 人
の
う
ち
少
な
く
と
も

 1
 人
が
「
大
当
た
り
」
を
引
く
確
率
は

   
11
77
 

 

 
11
66
 

 
で
あ
る
。
 

 

( (
55
))
 
最
初
の

 3 
人
が
「
大
当
た
り
」
，
「
当
た
り
」
，
「
は
ず
れ
」
を

 1
 枚
ず
つ
引
く
確
率
は

 
 

 

  
11
99
 

 

 
11
88
 

 
 

で
あ
る
。

 

 
 

 

11
 

 ①
 

5 
②

 
6 

③
 

7 
④

 
8 

⑤
 

9 
 

22
 

 ①
 

24
 

②
 

25
 

③
 

26
 

④
 

27
 

⑤
 

28
 

 
33
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
8 

⑤
 

9 
 

44
   

 ①
 

2 
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3 

③
 

4 
④
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⑤
 

9 
 

55
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
8 

⑤
 

9 
 

66
 

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
8 

⑤
 

9 
 

77
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
8 

⑤
 

9 
 

88
   

 ①
 

A 
②

 
B 

③
 

C 
④

 
D 

⑤
 

E 
 

99
 

 ①
 

A 
②

 
B 

③
 

C 
④

 
D 

⑤
 

E 
 

                                        

  
  

 

 

 

 

   

 

数数
学学
ⅠⅠ
，，
数数
学学
ⅡⅡ
，，
数数
学学
ＡＡ
，，
数数
学学
ＢＢ

 

マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 
～

 
 

33
22
  

 
 

記
述
式
解
答
記
号

 
 
 
アア

 
 
～

 
 
ウウ

 
  

マ
ー
ク
式
問
題
は
，
空
欄

  
 

11
 

 
～

  
33
22
  

 
に
つ
い
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
そ
れ
ぞ
れ
の

解
答
群
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

 
記
述
式
問
題
は
，

 
アア

 
 ～

 
 
ウウ

 
 
の
解
答
を
，
指
定
の
解
答
用
紙
の
解
答
欄
に
記
入
し
な

さ
い
。

 

  第第
11
問問

  
次
の
((
11
))
～
((
33
))
に
答
え
よ
。

 

  

((
11
))
  
  

36
 
の
正
の
約
数
は
 
  

11
  

 個
あ
り
，

54
0 
の
正
の
約
数
は

 
  

22
  

 個
あ
る
。

 

  ((
22
))
  
  
𝑘𝑘 
は
定
数
と
す
る
。

 2
 
次
関
数

 𝑦𝑦
=
𝑥𝑥2

−
3𝑘𝑘
𝑘𝑘+

1 (
1
≦
𝑥𝑥
≦

3)
 
の
軸
は
  

𝑥𝑥
=

    
44
  

 
   

33
  

  𝑘𝑘 
で
あ
る
。
 

こ
の

 2
 
次
関
数
が
，
𝑥𝑥

=
   

44
  

 
   

33
  

  𝑘𝑘 
で
の
み
最
小
値
を
と
り
，
𝑥𝑥

=
1 
で
の
み
最
大
値
を
と

る
場
合
，
𝑘𝑘 
の
値
の
範
囲
は

    
66
  

 

   
55
  

 <
𝑘𝑘
≦

   
77
  

 
で
あ
る
。

 

 

((
33
))
  
  
次
の
散
布
図
は
，
あ
る

 
15

 
人
の
生
徒
の
数
学
と
理
科
の
テ
ス
ト
の
点
数
の
関
係
を
表
し
た

も
の
で
あ
る
。
数
学
の
テ
ス
ト
の
点
数
を
横
軸
に
，
理
科
の
テ
ス
ト
の
点
数
を
縦
軸
に
と
っ
て

い
る
。
こ
の
と
き
，
次
の

 A
~E

 
の
箱
ひ
げ
図
の
う
ち
，
数
学
の
テ
ス
ト
の
点
数
に
対
応
し
た

箱
ひ
げ
図
は

 
  

88
  

 で
あ
り
，
理
科
の
テ
ス
ト
の
点
数
に
対
応
し
た
箱
ひ
げ
図
は

 
  

99
  

 

で
あ
る
。
 

− 2− − 3−



 

 

1 1
00
 

 ①
 

11
 

②
 

22
 

③
 

33
 

④
 

44
 

⑤
 

55
 

 
11
11
 

 ①
 

1 
②
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③
 

3 
④
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⑤
 

6 
 

11
22
 

 ①
 

11
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22
 

③
 

33
 

④
 

44
 

⑤
 

55
 

 
11
33
   

 ①
 

1 
②

 
2 

③
 

3 
④

 
5 

⑤
 

6 
 

11
44
   

 ①
 

11
 

②
 

33
 

③
 

55
 

④
 

99
 

⑤
 

16
5 

 
11
55
 

 ①
 

1 
②

 
2 

③
 

4 
④

 
8 

⑤
 

16
 

 
11
66
 

 ①
 

22
 

②
 

33
 

③
 

55
 

④
 

66
 

⑤
 

99
 

 
11
77
   

 ①
 

7 
②

 
14

 
③

 
19

 
④

 
26

 
⑤

 
28

 
 

11
88
   

 ①
 

11
 

②
 

33
 

③
 

55
 

④
 

99
 

⑤
 

16
5 

 
11
99
 

 ①
 

2 
②

 
6 

③
 

12
 

④
 

24
 

⑤
 

36
 

 
 

   
 

 

第第
33
問問

  
次
の
((
11
))
～
((
33
))
に
答
え
よ
。
な
お
解
答
は
，

 
アア

 
 ～

 
 
ウウ

 
 
の
欄
に
，
解
答
を

導
き
だ
す
過
程
も
含
め
て
答
え
よ
。
 

 ( (
11
))
 

2𝑥𝑥
+1

+
21

−𝑥𝑥
=

5 
の
解
は
，

 
アア

 
  で
あ
る
。
  

  ((
22
))
 

2𝑥𝑥
=

3𝑦𝑦
=
√6

 の
と
き
，

1 𝑥𝑥
+

1 𝑦𝑦
= 

 
イイ

 
  で
あ
る
。
  

  ((
33
))
 
あ
る
薬
物
は
空
気
中
の
酸
素
に
よ
り
分
解
さ
れ
る
。
こ
の
薬
物
の
最
初
の
量
を

 𝑋𝑋
0 
と
し
，
こ

の
薬
物
が
最
初
の
量
の
半
分
に
な
る
ま
で
の
時
間
を

 𝑇𝑇
 時
間
と
す
る
と
，
𝑡𝑡 
時
間
後
に
分
解

さ
れ
て
い
な
い
薬
物
の
量

 𝑋𝑋
 に
つ
い
て
，
関
係
式

 𝑋𝑋
=
𝑋𝑋 0

(1 2)
𝑡𝑡 𝑇𝑇  が
成
立
す
る
。

 

最
初
の
薬
物
量
が
半
分
に
な
る
の
に

 2
40

 時
間
か
か
る
薬
物
に
つ
い
て
，
最
初
の
量
の

 

10
%

 以
下
に
な
る
の
は

  
ウ

 
  時
間
後
で
あ
る
。
た
だ
し
，

lo
g 1

0
2

=
0.3

01
と
し
，

解
答
は
自
然
数
で
答
え
よ
。
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00
   

 ①
 

2 
②
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③
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④
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11
   

 ①
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③
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④
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④
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− √
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③
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④
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④

 
5 

⑤
 

6 
 

33
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④
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④
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④
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5 
 

    

− 4− − 5−
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第第
33
問問

  
次
の
((
11
))
～
((
33
))
に
答
え
よ
。
な
お
解
答
は
，

 
アア

 
 ～

 
 
ウウ

 
 
の
欄
に
，
解
答
を

導
き
だ
す
過
程
も
含
め
て
答
え
よ
。
 

 ((
11
))
 

2𝑥𝑥
+1

+
21

−𝑥𝑥
=

5 
の
解
は
，

 
アア

 
  で
あ
る
。
  

  ((
22
))
 

2𝑥𝑥
=

3𝑦𝑦
=
√6

 の
と
き
，

1 𝑥𝑥
+

1 𝑦𝑦
= 

 
イイ

 
  で
あ
る
。
  

  ((
33
))
 
あ
る
薬
物
は
空
気
中
の
酸
素
に
よ
り
分
解
さ
れ
る
。
こ
の
薬
物
の
最
初
の
量
を

 𝑋𝑋
0 
と
し
，
こ

の
薬
物
が
最
初
の
量
の
半
分
に
な
る
ま
で
の
時
間
を

 𝑇𝑇
 時
間
と
す
る
と
，
𝑡𝑡 
時
間
後
に
分
解

さ
れ
て
い
な
い
薬
物
の
量

 𝑋𝑋
 に
つ
い
て
，
関
係
式

 𝑋𝑋
=
𝑋𝑋 0

(1 2)
𝑡𝑡 𝑇𝑇  が
成
立
す
る
。

 

最
初
の
薬
物
量
が
半
分
に
な
る
の
に

 2
40

 時
間
か
か
る
薬
物
に
つ
い
て
，
最
初
の
量
の

 

10
%

 以
下
に
な
る
の
は

  
ウ

 
  時
間
後
で
あ
る
。
た
だ
し
，

lo
g 1

0
2

=
0.3

01
と
し
，

解
答
は
自
然
数
で
答
え
よ
。
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第第
44
問問

 
次
の
((
11
))
～
((
44
))
に
答
え
よ
。

 

((
11
))
 

co
s𝜃𝜃

=
2 3 (

0
<
𝜃𝜃

<
𝜋𝜋 2) 
の
と
き
，

 

ta
n𝜃𝜃 2

=
   

22
11
 

 
   

22
00
 

  で
あ
り
，

sin
2𝜃𝜃

=
   

22
33
 

 
  

22
22
 

 で
あ
る
。

 

 

((
22
))
 

sin
𝑥𝑥+

co
s𝑦𝑦

=
3 4 ，

sin
𝑦𝑦

+
co

s𝑥𝑥
=

1 2 の
と
き
，

 

sin
 (
𝑥𝑥

+
𝑦𝑦)

 の
値
は

    
22
55
 

 

   
22
44
 

  で
あ
る
。

 

 

( (
33
))
 
あ
る
直
線

 𝑙𝑙
: 5

𝑥𝑥−
3 √

3𝑦𝑦
+
√6

=
0 
に
つ
い
て
，
𝑙𝑙 
上
の
点

 (
3 √

6,
6 √

2)
 を
中
心
に
正

の
向
き
に

 𝜋𝜋 3 回
転
し
た
直
線
の
方
程
式
は
，

 

𝑦𝑦
=

   
22
77
 

 
   

22
66
 

 𝑥𝑥+
  

22
88
  

 で
あ
る
。

 

 

( (
44
))
 

0
<
𝜃𝜃

<
𝜋𝜋 
に
お
い
て
，

sin
3𝜃𝜃

+
sin

2𝜃𝜃
+

sin
𝜃𝜃

<
0 
を
満
た
す

 𝜃𝜃
 の
値
の
範
囲
は

 

   
33
00
 

 

   
22
99
 

 𝜋𝜋
≦
𝜃𝜃

<
   

33
22
 

 

   
33
11
 

 𝜋𝜋 
で
あ
る
。

 

  
 

− 4− − 5−



 

 

学 校 推 薦 型 選 抜 

特 別 選 抜（11 月・12 月） 

総 合 型 選 抜〈英 語 資 格 型〉 
 

理理  科科  
 

 

「化学基礎，化学」 

  

化学基礎，化学 

− 6−



 

 

学 校 推 薦 型 選 抜 

特 別 選 抜（11 月・12 月） 

総 合 型 選 抜〈英 語 資 格 型〉 
 

理理  科科  
 

 

「化学基礎，化学」 

  

化学基礎，化学 

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答− 6−



化化
学学
基基
礎礎
，，
化化
学学

  

マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 ～
 
 

22
00
 

 
記
述
式
解
答
番
号

 
 

 
アア

 
 ～

 
 
ソソ

 
 

  必
要
が
あ
れ
ば
，
原
子
量
，
各
定
数
は
以
下
の
数
値
を
用
い
る
こ
と
。

 

H
:1

.0
，

C
:1

2.
0，

N
:1

4.
0，

O
:1

6.
0，

F:
19

.0
，

N
a:

23
.0
，

M
g:

24
.0
，

S:
32

.0
，

C
l:3

5.
5，

C
a:

40
.0
，

Fe
:5

6.
0，

C
u:

64
.0
，

Zn
:6

5.
0，

A
g:

10
8，

Pb
:2

07
 

ア
ボ
ガ
ド
ロ
数

 
: 6

.0
×

10
23

/m
ol
，
気
体
定
数

 :
 8

.3
×

10
3  

L・
Pa

/(K
・

m
ol

) 

  第第
11
問問

 
次
の
問
い
（（
問問

11
～～

22
00
））
に
答
え
よ
。

 
  

問問
  
11
 
少
量
の
硫
酸
銅
（
Ⅱ
）
が
混
合
し
た
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
か
ら
，
純
粋
な
硝
酸
カ
リ
ウ
ム

を
得
る
た
め
の
最
も
適
当
な
操
作
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

 
1 1
 

 
 

①
 
蒸
留

 
②

 
再
結
晶

 

③
 
昇
華
法

 
④

 
分
留

 

⑤
 
抽
出

 
 

    

問問
  
22
 
共
有
結
合
の
結
晶
で
あ
る
物
質
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
 

 
 

①
 
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

 
②

 
ナ
フ
タ
レ
ン

 

③
 
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

 
④

 
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

 

⑤
 
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
 

        

 

問問
 
33
二
重
結
合
を
も
つ
直
線
分
子
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

33

①
H

2O
②

N
H

3

③
C

O
2

④
N

2

⑤
C

2H
2

問問
 
44
下
図
は
，
あ
る
物
質
の
状
態
図
を
示
し
て
い
る
。
図
中
，
点

A
 に
お
け
る
物
質
の

状
態
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

44
 

①
液
体

②
気
体

③
固
体

④
気
体
と
液
体

⑤
液
体
と
固
体

 
 

− 8− − 9−



 

 

問問
  
55
 

27
℃
，

3.
0×

10
5  P

a 
で

 8
.3

 L
 を
占
め
る
気
体
の
物
質
量
と
し
て
，
最
も
適
当
な

値
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
5 5
 

 m
ol

 
 

①
 

5.
0×

10
–2

 
②

 
1.

0×
10

–1
 

③
 

1.
0 

④
 

1.
5 

⑤
 

2.
0 

 

  問問
  
66
 
物
質
が
変
化
す
る
と
き
の
反
応
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
の
総
和
は
，
変
化
の
前
後
の
物
質

の
種
類
と
状
態
だ
け
で
決
ま
り
，
変
化
の
経
路
や
方
法
に
は
関
係
し
な
い
。
こ
の
法

則
名
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
66
 

 
  

①
 
ラ
ウ
ー
ル
の
法
則

 
②

 
ア
ボ
ガ
ド
ロ
の
法
則

 

③
 
ボ
イ
ル
の
法
則

 
④

 
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
法
則

 

⑤
 
ヘ
ス
の
法
則

 
 

      

問問
  
77
 
化
学
反
応
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
7 7
 

 
 

①
 
反
応
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
を
書
き
表
す
際
，
化
学
反
応
式
に
お
け
る
各
物
質
の
係
数

は
，
全
て
整
数
値
で
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
②

 
反
応
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
は
化
学
反
応
式
の
右
側
に
記
載
し
，
吸
熱
反
応
の
場
合
は

左
辺
と
右
辺
を
「
←
」
で
結
ぶ
。

 

③
 
発
熱
反
応
の
場
合
，
そ
の
反
応
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
は
正
の
値
と
な
る
。

 

④
 
酸
と
塩
基
が
中
和
し
て
水

 1
 m

ol
 を
生
じ
る
と
き
の
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
変
化
を
中

和
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
と
い
う
。

 
⑤

 
物
質
の
状
態
変
化
は
，
化
学
反
応
式
に
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
変
化
を
付
し
て
表
記
し

な
い
。

 
  

  

問問
 
88
下
図
の
よ
う
な
断
熱
容
器
に

10
.0
℃
の
水

20
0 

g 
を
入
れ
て
，
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
4.

00
 g

 を
溶
解
さ
せ
る
と
，
水
溶
液
の
温
度
は

15
.2
℃
に
な
っ
た
。
こ
の
実
験
よ

り
求
め
ら
れ
る
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
溶
解
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
と
し
て
，
最
も
適
当
な
値

を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し
，
水
の
比
熱
は

4.
2

J/
(g

∙K
)
と

す
る
。

8 8
kJ

/m
ol

 

①
－

88
.0

②
－

44
.0

③
22

.0
④

44
.0

⑤
88

.0

 
 

化化
学学
基基
礎礎
，，
化化
学学

  

マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 ～
 
 

22
00
 

 
記
述
式
解
答
番
号

 
 

 
アア

 
 ～

 
 
ソソ

 
 

  必
要
が
あ
れ
ば
，
原
子
量
，
各
定
数
は
以
下
の
数
値
を
用
い
る
こ
と
。

 

H
:1

.0
，

C
:1

2.
0，

N
:1

4.
0，

O
:1

6.
0，

F:
19

.0
，

N
a:

23
.0
，

M
g:

24
.0
，

S:
32

.0
，

C
l:3

5.
5，

C
a:

40
.0
，

Fe
:5

6.
0，

C
u:

64
.0
，

Zn
:6

5.
0，

A
g:

10
8，

Pb
:2

07
 

ア
ボ
ガ
ド
ロ
数

 
: 6

.0
×

10
23

/m
ol
，
気
体
定
数

 :
 8

.3
×

10
3  

L・
Pa

/(K
・

m
ol

) 

  第第
11
問問

 
次
の
問
い
（（
問問

11
～～

22
00
））
に
答
え
よ
。

 
  

問問
  
11
 
少
量
の
硫
酸
銅
（
Ⅱ
）
が
混
合
し
た
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
か
ら
，
純
粋
な
硝
酸
カ
リ
ウ
ム

を
得
る
た
め
の
最
も
適
当
な
操
作
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

 
11
 

 
 

①
 
蒸
留

 
②

 
再
結
晶

 

③
 
昇
華
法

 
④

 
分
留

 

⑤
 
抽
出

 
 

    

問問
  
22
 
共
有
結
合
の
結
晶
で
あ
る
物
質
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
22
 

 
 

①
 
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

 
②

 
ナ
フ
タ
レ
ン

 

③
 
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

 
④

 
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

 

⑤
 
ナ
ト
リ
ウ
ム

 
 

        

− 8− − 9−



 

 

問問
  
99
 
電
池
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
9 9
 

 
 

①
 
電
子
が
流
れ
こ
む
電
極
を
正
極
と
い
う
。

 

②
 
ダ
ニ
エ
ル
電
池
や
ボ
ル
タ
電
池
で
は
，
イ
オ
ン
化
傾
向
の
大
き
な
金
属
が
負
極

と
な
る
。

 

③
 
ダ
ニ
エ
ル
電
池
で
は
，
放
電
に
伴
い
亜
鉛
板
の
質
量
が
減
少
す
る
。

 

④
 
鉛
蓄
電
池
を
放
電
す
る
と
，
電
解
質
水
溶
液
の
密
度
は
小
さ
く
な
る
。

 

⑤
 
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
に
含
ま
れ
る
酸
化
マ
ン
ガ
ン
（
Ⅳ
）
は
，
放
電
時
に
還
元
剤
と

し
て
は
た
ら
く
。

 
 

       

問問
11
00
 
白
金
を
電
極
に
用
い
て
，
硫
酸
銅

(
Ⅱ

)
水
溶
液
を

 1
.5

0 
A

 の
電
流
で

 9
6分

30
秒

間
電
気
分
解
し
た
。
こ
の
と
き
，
陰
極
に
析
出
す
る
銅
の
質
量
と
し
て
，
最
も
適
当
な

値
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し
，
フ
ァ
ラ
デ
ー
定
数
は
，

 

F 
＝

 9
.6

5×
10

4 
C

/m
ol

 と
す
る
。

  
11
00
 

 g
 

 

①
 

1.
44

 
②

 
1.

92
 

③
 

2.
88

 
④

 
3.

84
 

⑤
 

5.
76

 
 

 

  
  

 

 

問問
11
11
 
密
度

 1
.1

0 
g/

cm
3 ，
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度

 1
5.

0%
の
塩
酸

 2
0.

0 
m

L 
を
純
水
で

希
釈
し
て

 3
00

 m
L 
に
し
た
。
こ
の
水
溶
液
の
モ
ル
濃
度
と
し
て
，
最
も
適
当
な
値
を
，

次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

1 1
11
 

 m
ol

/L
 

 

①
 

0.
03

00
 

②
 

0.
09

00
 

③
 

0.
30

0 
④

 
0.

90
0 

⑤
 

3.
00

 
 

  

 

問 問
11
22
 
あ
る
温
度
の
酢
酸
水
溶
液
の
電
離
定
数
は

 1
.4

4×
10

–5
 で
あ
る
。
こ
の
温
度
の

0.
10

 m
ol

/L
 の
酢
酸
水
溶
液
の
電
離
度
と
し
て
，
最
も
適
当
な
値
を
，
次
の
①
～
⑤
の

う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
22
 

 m
ol

/L
 

 

①
 

1.
20

×
10

–4
 

②
 

1.
44

×
10

–4
 

③
 

1.
20

×
10

–3
 

④
 

1.
20

×
10

–2
 

⑤
 

1.
44

×
10

–2
 

 

  

問問
11
33
 
平
衡
反
応
に
お
け
る
触
媒
の
作
用
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の

①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
33
 

 

 

①
 
触
媒
を
加
え
る
と
，
反
応
熱
は
減
少
す
る
。

 

②
 
触
媒
を
加
え
る
と
，
正
反
応
だ
け
で
な
く
，
逆
反
応
の
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
小

さ
く
な
る
。

 

③
 
触
媒
を
加
え
る
と
，
生
成
物
の
量
が
増
加
す
る
。

 

④
 
触
媒
を
加
え
る
と
，
平
衡
に
達
す
る
ま
で
の
時
間
は
長
く
な
る
。

 

⑤
 
触
媒
を
加
え
る
と
，
正
反
応
の
反
応
速
度
の
み
が
大
き
く
な
る
。

 

  

 

− 10 − − 11 −



 

 

問問
11
44
 
反
応
速
度
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
1 1
44
 

 
 

①
 
一
般
に
，
反
応
温
度
が

 1
0 

K
 上
昇
す
る
と
反
応
速
度
は

 1
0 
倍
大
き
く
な
る
。

 

②
 
気
体
反
応
で
は
，
分
圧
が
大
き
い
ほ
ど
，
反
応
速
度
は
大
き
く
な
る
。

 

③
 
反
応
速
度
は
，
反
応
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
不
変
で
あ
る
。

 

④
 
一
般
に
，
反
応
物
の
濃
度
が
濃
い
ほ
ど
，
反
応
速
度
は
小
さ
く
な
る
。

 

⑤
 
反
応
速
度
定
数
は
，
反
応
物
の
濃
度
に
比
例
す
る
。

 

   

問問
11
55
 
硝
酸
銀
水
溶
液

 1
00

 m
L 
と
ヨ
ウ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液

 1
00

 m
L 
を
混
合
し
た

場
合
，
ヨ
ウ
化
銀
の
沈
殿
が
生
成
す
る
濃
度
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，

次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し
，
ヨ
ウ
化
銀
の
溶
解
度
積
を

  

2.
1×

10
−1

4  (m
ol

/L
)2  と

す
る
。

  
11
55
 

 
 

 
硝
酸
銀
水
溶
液
の
濃
度

 
〔

m
ol

/L
〕

 
ヨ
ウ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
の
濃
度

 
〔

m
ol

/L
〕

 

①
 

2.
0×

10
−7

 
2.

0×
10

−7
 

②
 

1.
0×

10
−6

 
2.

0×
10

−8
 

③
 

3.
0×

10
−7

 
2.

0×
10

−8
 

④
 

2.
0×

10
−9

 
2.

0×
10

−5
 

⑤
 

4.
0×

10
−7

 
3.

0×
10

−7
 

  

  
 

 

 

問問
11
66
 
元
素
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。

  
1 1
66
 

 
  

①
 
遷
移
元
素
と
は
，

4 
〜

 1
2 
族
の
元
素
を
さ
す
。

 

②
 
遷
移
元
素
の
価
電
子
は
す
べ
て

 1
 個
で
あ
る
。

 

③
 
現
代
の
周
期
表
は
，
中
性
子
の
数
の
順
番
に
元
素
を
配
列
し
て
い
る
。

 

④
 
典
型
元
素
で
は
，
周
期
表
で
横
の
行
に
並
ん
だ
元
素
ど
う
し
が
よ
く
似
た
性
質
を

示
す
。

 

⑤
 
遷
移
元
素
は
す
べ
て
金
属
元
素
で
あ
る
。

 

      

問問
11
77
 
ア
ル
カ
リ
金
属
元
素
の
単
体
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～

⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
1 1
77
 

 
  

①
 
銀
白
色
の
固
体
で
あ
る
。

 

②
 
リ
チ
ウ
ム
は
黄
色
の
炎
色
反
応
を
示
す
。

 

③
 
空
気
中
で
速
や
か
に
還
元
さ
れ
る
。

 

④
 
海
水
中
や
鉱
物
中
に
存
在
す
る
。

 

⑤
 
最
も
密
度
が
小
さ
い
も
の
は
セ
シ
ウ
ム
で
あ
る
。
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問問
11
88
 
炭
素
ま
た
は
ケ
イ
素
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
88
 

 
  

①
 
一
酸
化
炭
素
は
有
色
・
特
異
臭
の
有
毒
な
気
体
で
あ
る
。

 

②
 
二
酸
化
炭
素
を
水
に
溶
解
さ
せ
た
と
き
，
そ
の
水
溶
液
は
弱
酸
性
を
示
す
。

 

③
 
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
電
気
を
通
さ
な
い
が
，
黒
鉛
は
電
気
を
通
す
。

 

④
 
ケ
イ
素
の
単
体
は
半
導
体
に
用
い
ら
れ
る
。

 

⑤
 
ケ
イ
酸
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
シ
リ
カ
ゲ
ル
と
い
う
。

 

            

問問
11
99
 
銀
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  

 
1 1
99
 

 
  

①
 
単
体
は
，
金
の
単
体
よ
り
高
い
展
性
を
示
す
。

 

②
 
単
体
の
熱
伝
導
性
は
，
金
属
中
で
最
小
で
あ
る
。

 

③
 
イ
オ
ン
化
傾
向
が
水
素
よ
り
大
き
い
た
め
，
単
体
は
塩
酸
や
希
硫
酸
と
反
応
す

る
。

 

④
 
硝
酸
銀
は
感
光
性
が
あ
る
。

 

⑤
 
臭
化
銀
は
，
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
に
は
ほ
と
ん
ど
溶
け
な
い
。

 

  

  
  

 

 

問問
22
00
 
金
属
イ
オ
ン
の
確
認
反
応
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
2 2
00
 

 
  

①
 
銅
イ
オ
ン
を
含
む
酸
性
水
溶
液
に
硫
化
水
素
を
通
じ
る
と
，
白
色
沈
殿
が
生
じ

る
。

 

②
 
鉛
イ
オ
ン
を
含
む
水
溶
液
に
希
塩
酸
を
加
え
る
と
白
色
沈
殿
が
生
じ
る
。

 

③
 
亜
鉛
イ
オ
ン
を
含
む
塩
基
性
水
溶
液
に
硫
化
水
素
を
通
じ
る
と
，
黒
色
沈
殿
が
生

じ
る
。

 

④
 
バ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
含
む
水
溶
液
に
硫
酸
を
加
え
る
と
，
黄
色
沈
殿
が
生
じ
る
。

 

⑤
 
鉄
イ
オ
ン
（
Ⅲ
）
を
含
む
水
溶
液
に
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
加
え
る
と
，

青
色
沈
殿
が
生
じ
る
。

 

      
  

− 12 − − 13 −



第第
22
問問

次
の
文
章
を
読
み
，
以
下
の
問
い
（（
問問

11
～～

33
））
に
答
え
よ
。

上
図
は
，
銅
の
結
晶
の
単
位
格
子
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
立
方
体
の
頂
点
に

8 
個
，
面
の

中
心
に

6 
個
の
原
子
が
配
列
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
単
位
格
子
か
ら
な
る
結
晶
格
子
を

ア ア
と
い
い
，
単
位
格
子
中
に
含
ま
れ
る
原
子
の
数
は

イイ
個
で
あ
る
。
ま
た
，

1 

個
の
銅
原
子
が
接
し
て
い
る
他
の
原
子
は

ウウ
個
で
あ
る
。

 問問
 
11

アア
～

ウウ
に
入
る
適
切
な
語
句
お
よ
び
数
値
を
記
せ
。

問問
 
22
単
位
格
子
の
一
辺
の
長
さ
を

a（
cm
）
と
し
た
と
き
，
原
子
半
径
を

a
を
用
い
て

記
せ
。

エ エ
cm

問問
 
33
単
位
格
子
の
一
辺
の
長
さ
を

a（
cm
）
，
銅
の
原
子
量
を

M
（

g/
m

ol
）
，
ア
ボ
ガ

ド
ロ
定
数
を

N（
/m

ol
）
と
し
た
と
き
，
銅
の
密
度
を

a，
M
，

N
を
用
い
て
記
せ
。

オ オ
g/

cm
3

 
 

 

 

第第
33
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
以
下
の
問
い
（（
問問

11
～～

33
））
に
答
え
よ
。

 
  

次
の
化
学
反
応
式
で
表
さ
れ
る
ヨ
ウ
化
水
素
の
生
成
反
応
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

H
2（
気
）
＋

 I
2（
気
）

  
 

 
 2

H
I（
気
）

 

下
図
の
曲
線
は
，
こ
の
生
成
反
応
の
進
行
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
化
を
表
し
た
も
の
で

あ
る
。
正
反
応
に
お
け
る
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
は

  
カ カ

 
 で
表
さ
れ
る
。
一
方
，

ヨ
ウ
化
水
素
の
生
成
に
伴
い
，
逆
反
応
が
同
時
に
進
行
す
る
よ
う
に
な
り
，
そ
の
活
性
化
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
は

, 
 
キ キ

 
 で
表
さ
れ
る
。
正
反
応
は
発
熱
反
応
で
あ
り
，
そ
の
反
応

エ
ン
タ
ル
ピ
ー
は

  
クク

 
 で
表
さ
れ
る
。

 
 

 
 問問

  
11
 

 
カカ

 
 ～

  
クク

 
 に
あ
て
は
ま
る
適
切
な
式
を

 E
1，

E 2
 ま
た
は

 E
3 
を
用
い

て
記
せ
。

 
 問 問

  
22
 
こ
の
反
応
の
平
衡
定
数

 K
 を

 [
H

2]
，

[I
2]
，

[H
I]

 を
用
い
て
記
せ
。

  
ケケ

 
 

 問 問
  
33
 
容
積

 2
.0

 L
 の
密
閉
容
器
に
水
素
を

 1
.2

 m
ol
，
ヨ
ウ
素
を

 1
.0

 m
ol

 加
え
て
，

一
定
温
度
に
保
っ
た
と
こ
ろ
平
衡
に
達
し
た
。
こ
の
時
，
容
器
内
に
は
ヨ
ウ
化
水
素
が

 

0.
60

 m
ol

 存
在
し
て
い
た
。
こ
の
反
応
の
平
衡
定
数
を
記
せ
。

  
コ コ

 
 

 
 

 

 

問問
11
88
 
炭
素
ま
た
は
ケ
イ
素
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
88
 

 
  

①
 
一
酸
化
炭
素
は
有
色
・
特
異
臭
の
有
毒
な
気
体
で
あ
る
。

 

②
 
二
酸
化
炭
素
を
水
に
溶
解
さ
せ
た
と
き
，
そ
の
水
溶
液
は
弱
酸
性
を
示
す
。

 

③
 
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
電
気
を
通
さ
な
い
が
，
黒
鉛
は
電
気
を
通
す
。

 

④
 
ケ
イ
素
の
単
体
は
半
導
体
に
用
い
ら
れ
る
。

 

⑤
 
ケ
イ
酸
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
シ
リ
カ
ゲ
ル
と
い
う
。

 

            

問問
11
99
 
銀
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  

 
11
99
 

 
  

①
 
単
体
は
，
金
の
単
体
よ
り
高
い
展
性
を
示
す
。

 

②
 
単
体
の
熱
伝
導
性
は
，
金
属
中
で
最
小
で
あ
る
。

 

③
 
イ
オ
ン
化
傾
向
が
水
素
よ
り
大
き
い
た
め
，
単
体
は
塩
酸
や
希
硫
酸
と
反
応
す

る
。

 

④
 
硝
酸
銀
は
感
光
性
が
あ
る
。

 

⑤
 
臭
化
銀
は
，
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
に
は
ほ
と
ん
ど
溶
け
な
い
。
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学 校 推 薦 型 選 抜 

特 別 選 抜（11 月） 

総 合 型 選 抜〈英 語 資 格 型〉 
 

理理  科科  
 

 

「生物基礎，生物」 

  

生物基礎，生物 

 

 

第第
44
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
以
下
の
問
い
（（
問問

11
～～

55
））
に
答
え
よ
。

 
 

周
期
表
の

 1
7 
族
に
属
す
る
元
素
を
ハ
ロ
ゲ
ン
元
素
と
い
う
。
ハ
ロ
ゲ
ン
元
素
の
原
子
は

 

 
サ サ

 
 価
の
陰
イ
オ
ン
に
な
り
や
す
い
。
ハ
ロ
ゲ
ン
元
素
の
単
体
は
常
温
で
の
①
状
態
は
異

な
る
も
の
の
，
有
色
で
強
い
毒
性
を
も
つ
。
ま
た
，
ハ
ロ
ゲ
ン
の
単
体
は
酸
化
力
が
あ
り
，
そ

の
強
さ
は

  
シシ

 
 の
順
で
あ
る
。

 

ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
は
我
々
の
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
と
活
用
さ
れ
て
い
る
。
湿
っ
た
水
酸
化

カ
ル
シ
ウ
ム
に
塩
素
を
通
じ
る
と
，
さ
ら
し
粉
が
で
き
る
。
こ
の
さ
ら
し
粉
か
ら
塩
化
カ
ル
シ

ウ
ム
の
成
分
を
減
ら
し
た
高
度
さ
ら
し
粉
は
消
毒
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
フ
ッ
化
水
素
の
水
溶

液
で
あ
る
②
フ
ッ
化
水
素
酸
は
，
ガ
ラ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
二
酸
化
ケ
イ
素
を
溶
か
す
た
め
，

ガ
ラ
ス
に
目
盛
り
を
付
け
る
こ
と
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 
  

問問
  
11
  

 
ササ

 
 に
入
る
適
切
な
数
値
を
記
せ
。

 
 

問問
  
22
  

 
シシ

 
 に
，
塩
素
，
臭
素
，
フ
ッ
素
お
よ
び
ヨ
ウ
素
を
，
酸
化
力
の
強
い
順
に
記
せ
。

 
  問問

  
33
  
下
線
部
①
に
関
し
て
，
常
温
に
お
け
る
塩
素
，
臭
素
，
フ
ッ
素
お
よ
び
ヨ
ウ
素
の
単

体
の
状
態
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。

  
ス ス

 
 

 

問 問
  
44
  
さ
ら
し
粉
の
主
成
分
で
あ
る
物
質
の
化
学
式
を
記
せ
。

  
セセ

 
 

 問 問
  
55
 
下
線
部
②
に
関
し
て
，
こ
の
現
象
の
化
学
反
応
式
を
記
せ
。

  
ソソ
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学 校 推 薦 型 選 抜 

特 別 選 抜（11 月） 

総 合 型 選 抜〈英 語 資 格 型〉 
 

理理  科科  
 

 

「生物基礎，生物」 

  

生物基礎，生物 

 

 

第第
44
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
以
下
の
問
い
（（
問問

11
～～

55
））
に
答
え
よ
。

 
 

周
期
表
の

 1
7 
族
に
属
す
る
元
素
を
ハ
ロ
ゲ
ン
元
素
と
い
う
。
ハ
ロ
ゲ
ン
元
素
の
原
子
は

 

 
ササ

 
 価
の
陰
イ
オ
ン
に
な
り
や
す
い
。
ハ
ロ
ゲ
ン
元
素
の
単
体
は
常
温
で
の
①
状
態
は
異

な
る
も
の
の
，
有
色
で
強
い
毒
性
を
も
つ
。
ま
た
，
ハ
ロ
ゲ
ン
の
単
体
は
酸
化
力
が
あ
り
，
そ

の
強
さ
は

  
シシ

 
 の
順
で
あ
る
。

 

ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
は
我
々
の
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
と
活
用
さ
れ
て
い
る
。
湿
っ
た
水
酸
化

カ
ル
シ
ウ
ム
に
塩
素
を
通
じ
る
と
，
さ
ら
し
粉
が
で
き
る
。
こ
の
さ
ら
し
粉
か
ら
塩
化
カ
ル
シ

ウ
ム
の
成
分
を
減
ら
し
た
高
度
さ
ら
し
粉
は
消
毒
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
フ
ッ
化
水
素
の
水
溶

液
で
あ
る
②
フ
ッ
化
水
素
酸
は
，
ガ
ラ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
二
酸
化
ケ
イ
素
を
溶
か
す
た
め
，

ガ
ラ
ス
に
目
盛
り
を
付
け
る
こ
と
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 
  

問問
  
11
  

 
ササ

 
 に
入
る
適
切
な
数
値
を
記
せ
。

 
 

問問
  
22
  

 
シシ

 
 に
，
塩
素
，
臭
素
，
フ
ッ
素
お
よ
び
ヨ
ウ
素
を
，
酸
化
力
の
強
い
順
に
記
せ
。

 
  問問

  
33
  
下
線
部
①
に
関
し
て
，
常
温
に
お
け
る
塩
素
，
臭
素
，
フ
ッ
素
お
よ
び
ヨ
ウ
素
の
単

体
の
状
態
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。

  
スス

 
 

 

問問
  
44
  
さ
ら
し
粉
の
主
成
分
で
あ
る
物
質
の
化
学
式
を
記
せ
。

  
セセ

 
 

 問問
  
55
 
下
線
部
②
に
関
し
て
，
こ
の
現
象
の
化
学
反
応
式
を
記
せ
。

  
ソソ

 
 

 

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答− 14 −



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

生生
物物
基基
礎礎
，，
生生
物物

  

ママ
ーー
クク
式式
解解
答答
番番
号号

 
 
 
１１

 
 ～

 
 

33
00
 

 

記記
述述
式式
解解
答答
番番
号号

 
 

 
 
アア

 
 ～

 
 
トト

 
 

  第第
11
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
問
い
（
問問

11
～～

88
）
に
答
え
よ
。

 

 
生
物
の
か
ら
だ
の
基
本
単
位
で
あ
る
細
胞
に
は
，
核
を
も
た
な
い

 
((
aa
))
  
原
核
細
胞
と
，
核
を

も
つ
真
核
細
胞
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

 
((
bb
))
  
リ
ン
脂
質
を
主
成
分
と
す
る

 
((
cc
))
  
脂
質
二

重
層
の
細
胞
膜
に
よ
っ
て
外
部
と
仕
切
ら
れ
て
お
り
，
そ
の
内
部
は
細
胞
質
基
質
で
満
た
さ
れ
て

い
る
。
真
核
細
胞
の
細
胞
内
部
に
は
，
核
に
加
え
，
膜
で
覆
わ
れ
た
様
々
な

 
((
dd
))
  
細
胞
小
器
官

と
共
に
，
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
な
る

 
((
ee
))
  
細
胞
骨
格
な
ど
，
様
々
な
構
造
体
が
存
在
し
て
お
り
，

((
ff
))
  
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
機
能
を
介
し
て
生
命
活
動
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。

 
 

 
細
胞
膜
は
，
物
質
の
特
性
に
応
じ
て
物
質
の
透
過
を
制
限
し
て
お
り
，
細
胞
膜
を
透
過
し
に
く

い
分
子
は
輸
送
タ
ン
パ
ク
質
を
介
し
て
細
胞
膜
を
通
過
す
る
。
輸
送
タ
ン
パ
ク
質
を
介
し
た
物
質

の
輸
送
で
は
，
細
胞
内
外
の
濃
度
勾
配
に
従
う
形
式
に
加
え
，

((
gg
))
  
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
伴
う
濃

度
勾
配
に
逆
ら
う
形
式
が
あ
る
。
ま
た
，
細
胞
膜
は
小
胞
を
介
し
て
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
高
分
子

を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
，
細
胞
外
へ
放
出
さ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
は
，
小
胞
体
上
の

   
  

  
  

  

  
アア

  
  
に
よ
り
合
成
さ
れ
，
小
胞
体
内
に
入
る
。
そ
の
後
，

  
イイ

  
  
へ
運
ば
れ
て
，
分
泌
小
胞

と
し
て
分
離
さ
れ
る
。
分
離
し
た
分
泌
小
胞
は
，
細
胞
膜
と
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
容
物
を

細
胞
外
に
放
出
す
る
。
こ
の
現
象
は
，

  
ウウ

  
  
と
よ
ば
れ
る
。

 
   
問問

  
11
  
文
章
中
の
空
欄

 
  
アア

  
 
〜

 
  
ウウ

  
 
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
語
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。
 

   
問問

  
22
  
下
線
部

 
((
aa
))
  
に
つ
い
て
，
原
核
生
物
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

 

①
〜
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

11
  

 
  

 
 
①

 
大
腸
菌
，
ア
メ
ー
バ

 
 

②
 
好
熱
菌
，
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア

 

 
 

 
③

 
ゾ
ウ
リ
ム
シ
，
好
塩
菌

 
 

④
 
シ
ャ
ジ
ク
モ
，
ミ
ド
リ
ム
シ

 

 
 

 
⑤

 
根
粒
菌
，
酵
母

 
 

 
⑥

 
ア
カ
パ
ン
カ
ビ
，
ヒ
ト
デ

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
問 問

  
33
  
下
線
部

 
((
bb
))
  
に
つ
い
て
，
次
に
リ
ン
脂
質
の
模
式
図
を
示
し
た
。
親
水
性
の
部
分
は
リ
ン

酸
と
グ
リ
セ
リ
ン
で
構
成
さ
れ
る
。
疎
水
性
の
部
分
を
構
成
す
る
成
分
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
，
次
の
①
〜
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

22
  

  

             
 

 
①

 
タ
ン
パ
ク
質

 
 

 
 

 
②

 
グ
リ
シ
ン

 
 
③

 
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン

 

 
 

 
④

 
核
酸

 
 

 
 

 
 

 
 
⑤

 
脂
肪
酸

  
 

 
 

 
⑥

 
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

 

      
問問

  
44
  
下
線
部

 
((
cc
))
  
に
つ
い
て
，
脂
質
二
重
層
を
容
易
に
透
過
す
る
物
質
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て

 

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
〜
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

33
  

 
  

 
 
①

 
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
，
水

 
 

 
 

 
 
②

 
リ
ゾ
チ
ー
ム
，
鉄
イ
オ
ン

 

 
 

 
③

 
イ
ン
ス
リ
ン
，
二
酸
化
炭
素

 
 

 
 

 
④

 
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
，
酸
素

 

 
 

 
⑤

 
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
，
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

 
 

    
問問

  
55
  
下
線
部

 
((
dd
))
  
に
つ
い
て
，
細
胞
小
器
官
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

の
①
〜
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

44
  

 
  

 
 
①

 
核
は
，
内
部
に
染
色
体
を
含
ん
で
お
り
，
二
重
の
生
体
膜
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
膜

は
通
常
時
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
が
，

m
RN

A
な
ど
が
核
外
に
移
動
す
る
際
に
核
膜
孔
が
出

現
す
る
。

 
 

 
 
②

 
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
，
細
胞
内
の
呼
吸
の
場
と
な
り
，

AT
P
を
合
成
す
る
。
外
膜
と
内

膜
の
二
枚
の
生
体
膜
か
ら
な
り
，
内
膜
と
外
膜
の
間
の
領
域
は
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
よ
ば
れ

る
。

 
 

 
 
③

 
葉
緑
体
は
，
光
合
成
に
よ
り
炭
酸
同
化
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
る
。
外
膜
と
内
膜
の
二
枚

の
生
体
膜
か
ら
な
り
，
内
膜
で
囲
わ
れ
た
部
分
に
は
チ
ラ
コ
イ
ド
が
存
在
す
る
。

 
 

 
 
④

 
液
胞
は
，
二
枚
の
生
体
膜
で
覆
わ
れ
て
お
り
，
そ
の
内
部
に
は
細
胞
の
代
謝
産
物
や
老

廃
物
な
ど
を
含
む
細
胞
液
に
加
え
，
ア
ン
ト
シ
ア
ン
を
含
む
も
の
も
あ
る
。

 

親
水
性
の
部
分

疎
水
性
の
部
分

図
：
リ
ン
脂
質
の
模
式
図

− 16 − − 17 −



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

問 問
  
66
  
下
線
部

 
((
ee
))
  
に
つ
い
て
，
細
胞
骨
格
は
微
小
管
・
ア
ク
チ
ン
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
・
中
間
径
フ

ィ
ラ
メ
ン
ト
に
分
け
ら
れ
る
。
中
間
径
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
直
径
と
そ
の
機
能
・
特
徴
の
組
合

せ
と
し
て
最
も
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
〜
⑨
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

55
  

 
 

 
直直
径径

  
機機
能能
・・
特特
徴徴

  

①
 

5 
~ 

9 
nm

 
細
胞
内
の
細
胞
小
器
官
の
移
動
や
細
胞
分
裂
時
の
染
色
体
の
分
配

 
②

 
5 

~ 
9 

nm
 

網
目
状
に
分
布
し
，
細
胞
や
核
の
形
態
を
保
持
す
る
こ
と

 
③

 
5 

~ 
9 

nm
 

筋
収
縮
や
細
胞
分
裂
時
の
く
び
れ
こ
み
の
形
成

 
④

 
8 

~ 
12

 n
m

 
細
胞
内
の
細
胞
小
器
官
の
移
動
や
細
胞
分
裂
時
の
染
色
体
の
分
配

 
⑤

 
8 

~ 
12

 n
m

 
網
目
状
に
分
布
し
，
細
胞
や
核
の
形
態
を
保
持
す
る
こ
と

 
⑥

 
8 

~ 
12

 n
m

 
筋
収
縮
や
細
胞
分
裂
時
の
く
び
れ
こ
み
の
形
成

 
⑦

 
約

25
 n

m
 

細
胞
内
の
細
胞
小
器
官
の
移
動
や
細
胞
分
裂
時
の
染
色
体
の
分
配

 
⑧

 
約

25
 n

m
 

網
目
状
に
分
布
し
，
細
胞
や
核
の
形
態
を
保
持
す
る
こ
と

 
⑨

 
約

25
 n

m
 

筋
収
縮
や
細
胞
分
裂
時
の
く
び
れ
こ
み
の
形
成

 
   

問問
  
77
  
下
線
部

 
((
ff
))
  
に
つ
い
て
，
古
く
な
っ
た
り
，
機
能
を
失
っ
た
り
し
て
，
不
要
に
な
っ
た
タ

ン
パ
ク
質
や
細
胞
小
器
官
を
分
解
し
，
一
部
を
再
利
用
す
る
し
く
み
が
あ
る
。
不
要
に
な
っ

た
物
質
は
，
ま
ず
膜
構
造
に
よ
り
取
り
込
ま
れ
る
。
そ
の
後
，
こ
の
膜
構
造
と
リ
ソ
ソ
ー
ム

が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
，
内
容
物
が
分
解
さ
れ
る
。
こ
の
一
連
の
細
胞
内
分
解
系
の
し
く

み
を
何
と
い
う
か
答
え
よ
。

 
  
エエ

  
 

     
問問

  
88
  
下
線
部

 
((
gg
))
  
に
つ
い
て
，
こ
の
形
式
の
輸
送
を
担
う
輸
送
タ
ン
パ
ク
質
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
，
次
の
①
〜
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

66
  

 

  
 

 
①

 
ナ
ト
リ
ウ
ム
ポ
ン
プ

 
 

②
 
ア
ク
ア
ポ
リ
ン

 

 
 

 
③

 
グ
ル
コ
ー
ス
輸
送
体

 
 

④
 
ナ
ト
リ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル

 

 
 

 
⑤

 
カ
リ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル

 
 

  

− 16 − − 17 −



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
問問

  
44
  
下
線
部

  ((
aa
))
  
に
お
い
て
，
遺
伝
子
組
換
え
技
術
で
最
も
よ
く
使
用
さ
れ
る
細
菌
は
何
か
答

え
よ
。

  
 
ササ

 
 

    

問問
  
55
  
下
線
部

  ((
bb
))
  
に
お
い
て
，
こ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
も
つ

D
N

A
は
，
何
と
呼
ば
れ
る
か

 
 

答
え
よ
。

 
シシ

 
 

    

問問
  
66
 
下
線
部

  ((
bb
))
  
の
目
的
遺
伝
子
を
得
る
た
め
に
，
微
量
の

D
N

A
を
効
率
よ
く
増
幅
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
遺
伝
子
操
作
技
術
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
〜
⑤
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
べ
。

  
11
66
 

 
 

①
 
細
胞
融
合
法

 
 

②
 
人
為
的
変
異
導
入
法

 
③

 
核
移
植
法

 
 

④
 
電
気
泳
動
法

 
⑤

 
PC

R
法
（
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
法
）

  

    

問問
  
77
 
下
線
部

  ((
cc
))
  
に
お
い
て
，

D
N

A
切
断
部
に
は

1
本
鎖
の
突
出
部
が
で
き
，
そ
の
部
分
の

 
塩
基
配
列
は

5’
側
か
ら
「

AT
C」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
配
列
に
対
し
て
相
補
的
な

5’
側

 
か
ら
の
配
列
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑧
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
77
 

 
 ①

 
AT

C
 

②
 

AC
T 

③
 

CA
T 

  
④

 
CT

A
 

⑤
 

G
AC

  
⑥

 
G

AT
  

⑦
 

TA
G

 
⑧

 
TC

A
 

  
問問

  
88
 
下
線
部

  ((
dd
))
  
に
お
い
て
，
遺
伝
子
組
換
え
食
品
を
作
り
出
す
に
あ
た
り
，
組組
みみ
込込
まま
れれ

るる
遺遺
伝伝
子子
とと
しし
てて
適適
当当
でで
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
〜
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
88
 

  

 
①

 
害
虫
に
対
す
る
抵
抗
性
遺
伝
子

 
②

 
干
ば
つ
に
対
す
る
耐
性
遺
伝
子

 
③

 
除
草
剤
に
対
す
る
耐
性
遺
伝
子

 
④

 
病
気
の
予
防
に
有
用
な
成
分
の
遺
伝
子

 
⑤

 
特
定
の
栄
養
分
の
合
成
を
促
進
さ
せ
る
遺
伝
子

 
 

⑥
 
ヒ
ト
細
胞
に
対
し
て
高
い
毒
性
を
も
つ
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

問 問
  
33
  
下
線
部

  
((
bb
))
  
に
つ
い
て
，
大
脳
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～

⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

88
 

 

 
①

 
大
脳
辺
縁
系
は
，
新
皮
質
と
古
皮
質
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

 

②
 
大
脳
辺
縁
系
は
，
両
生
類
や
は
虫
類
に
は
存
在
し
な
い
。

 

③
 
記
憶
の
形
成
に
関
与
す
る
海
馬
は
，
大
脳
の
新
皮
質
に
存
在
す
る
。

 

④
 
大
脳
の
新
皮
質
の
う
ち
頭
頂
葉
の
連
合
野
は
，
視
覚
情
報
か
ら
物
体
の
形
・
色
・
運
動

 

方
向
な
ど
を
判
別
す
る
役
割
を
も
つ
。

 

⑤
 
大
脳
の
新
皮
質
の
う
ち
側
頭
葉
は
，
聴
覚
な
ど
の
受
容
器
で
感
知
し
た
情
報
と
言
語
と

 

を
結
び
つ
け
る
役
割
を
も
つ
。

 

      

問問
  
44
 
下
線
部

  
((
cc
))
 
の
は
た
ら
き
が
優
位
で
あ
る
と
き
に
起
こ
る
作
用
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

99
 

 

 

①
 瞳
孔
の
縮
小

 
 

 
 

 
②

 
気
管
支
の
収
縮

 
 

 
 
③

 
血
圧
を
上
げ
る

 

④
 排
尿
の
促
進

 
 

 
 

 
⑤

 
心
臓
拍
動
の
抑
制

 
 

 
⑥

 
胃
の
ぜ
ん
動
の
促
進

 

      

問問
  
55
  
下
線
部

  
((
dd
))
  
に
つ
い
て
，
副
交
感
神
経
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
最
も

 

適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
00
 

 

 

①
 
ス
ト
レ
ス
を
強
く
感
じ
た
と
き

 

②
 
試
験
開
始
の
直
前
で
緊
張
し
て
い
る
と
き

 

③
 
陸
上
競
技
で
短
距
離
走
を
走
っ
て
い
る
と
き

 

④
 
映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
興
奮
し
て
い
る
と
き

 

⑤
 
睡
眠
時
で
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
状
態
の
と
き

 

⑥
 
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
目
前
で
起
き
て
驚
い
て
い
る
と
き

 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
問 問

  
66
  
下
線
部

  
((
dd
))
  
に
つ
い
て
，
副
交
感
神
経
終
末
か
ら
放
出
さ
れ
る
神
経
伝
達
物
質
と
し
て

 

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

 
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
11
 

 

  
  

  

①
 ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン

 
 

 
②

 
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

 
 

 
 
③

 
グ
ル
カ
ゴ
ン

 

④
 セ
ロ
ト
ニ
ン

 
 

 
 

 
⑤

 
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

 
 
⑥

 
パ
ラ
ト
ル
モ
ン

 

  

問問
  
77
  
下
線
部

  
((
ee
))
  
に
つ
い
て
，
血
糖
濃
度
が
慢
性
的
に
高
い
状
態
が
続
く
糖
代
謝
異
常
の
う

 

ち
，
と
く
に
体
質
・
加
齢
・
生
活
習
慣
（
食
生
活
や
運
動
不
足
な
ど
）
な
ど
が
影
響
し
て
，

イ
ン
ス
リ
ン
産
生
細
胞
の
破
壊
以
外
の
原
因
で
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
量
が
減
少
し
た
り
，
イ
ン

ス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
も
標
的
細
胞
が
反
応
し
に
く
く
な
っ
た
り
し
て
起
こ
る
病
気
を
何

と
い
う
か
答
え
よ
。

 
カカ

 
 

  

問問
  
88
 
下
線
部

  
((
ff
))
  
に
つ
い
て
，
体
液
中
の
塩
分
濃
度
を
感
知
す
る
脳
の
部
位
は
ど
こ
か
答
え

よ
。

  
キキ

 
 

  

問問
  
99
 
下
線
部

 
((
gg
))
  
に
つ
い
て
，
体
温
の
上
昇
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
生
理
作
用
と
し
て

 

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
22
 

 

 

①
 
発
汗
の
促
進

 

②
 
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
低
下

 

③
 
骨
格
筋
の
収
縮
に
よ
る
ふ
る
え

 

④
 
皮
膚
血
管
の
拡
張

 

⑤
 
熱
放
散
の
促
進

 

  

問問
  
11
00
 
神
経
細
胞
に
お
け
る
興
奮
の
伝
導
は
，
細
長
い
軸
索
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
。
軸
索
の
末

端
は
，
狭
い
す
き
間
を
隔
て
て
，
隣
の
細
胞
と
連
絡
し
て
い
る
。
こ
の
接
続
部
位
を
何
と
い

う
か
答
え
よ
。

 
 
クク
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問 問

  
44
  
下
線
部

  ((
aa
))
  
に
お
い
て
，
遺
伝
子
組
換
え
技
術
で
最
も
よ
く
使
用
さ
れ
る
細
菌
は
何
か
答

え
よ
。

  
 
ササ

 
 

    

問問
  
55
  
下
線
部

  ((
bb
))
  
に
お
い
て
，
こ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
も
つ

D
N

A
は
，
何
と
呼
ば
れ
る
か

 
 

答
え
よ
。

 
シシ

 
 

    

問問
  
66
 
下
線
部

  ((
bb
))
  
の
目
的
遺
伝
子
を
得
る
た
め
に
，
微
量
の

D
N

A
を
効
率
よ
く
増
幅
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
遺
伝
子
操
作
技
術
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
〜
⑤
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
べ
。

  
11
66
 

 
 

①
 
細
胞
融
合
法

 
 

②
 
人
為
的
変
異
導
入
法

 
③

 
核
移
植
法

 
 

④
 
電
気
泳
動
法

 
⑤

 
PC

R
法
（
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
法
）

  

    

問問
  
77
 
下
線
部

  ((
cc
))
  
に
お
い
て
，

D
N

A
切
断
部
に
は

1
本
鎖
の
突
出
部
が
で
き
，
そ
の
部
分
の

 
塩
基
配
列
は

5’
側
か
ら
「

AT
C」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
配
列
に
対
し
て
相
補
的
な

5’
側

 
か
ら
の
配
列
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑧
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
11
77
 

 
 ①

 
AT

C
 

②
 

AC
T 

③
 

CA
T 

  
④

 
CT

A
 

⑤
 

G
AC

  
⑥

 
G

AT
  

⑦
 

TA
G

 
⑧

 
TC

A
 

  
問問

  
88
 
下
線
部

  ((
dd
))
  
に
お
い
て
，
遺
伝
子
組
換
え
食
品
を
作
り
出
す
に
あ
た
り
，
組組
みみ
込込
まま
れれ

るる
遺遺
伝伝
子子
とと
しし
てて
適適
当当
でで
なな
いい
もも
のの
を
，
次
の
①
〜
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
88
 

  

 
①

 
害
虫
に
対
す
る
抵
抗
性
遺
伝
子

 
②

 
干
ば
つ
に
対
す
る
耐
性
遺
伝
子

 
③

 
除
草
剤
に
対
す
る
耐
性
遺
伝
子

 
④

 
病
気
の
予
防
に
有
用
な
成
分
の
遺
伝
子

 
⑤

 
特
定
の
栄
養
分
の
合
成
を
促
進
さ
せ
る
遺
伝
子

 
 

⑥
 
ヒ
ト
細
胞
に
対
し
て
高
い
毒
性
を
も
つ
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

問問
  
33
  
下
線
部

  
((
bb
))
  
に
つ
い
て
，
大
脳
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～

⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

88
 

 

 
①

 
大
脳
辺
縁
系
は
，
新
皮
質
と
古
皮
質
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

 

②
 
大
脳
辺
縁
系
は
，
両
生
類
や
は
虫
類
に
は
存
在
し
な
い
。

 

③
 
記
憶
の
形
成
に
関
与
す
る
海
馬
は
，
大
脳
の
新
皮
質
に
存
在
す
る
。

 

④
 
大
脳
の
新
皮
質
の
う
ち
頭
頂
葉
の
連
合
野
は
，
視
覚
情
報
か
ら
物
体
の
形
・
色
・
運
動

 

方
向
な
ど
を
判
別
す
る
役
割
を
も
つ
。

 

⑤
 
大
脳
の
新
皮
質
の
う
ち
側
頭
葉
は
，
聴
覚
な
ど
の
受
容
器
で
感
知
し
た
情
報
と
言
語
と

 

を
結
び
つ
け
る
役
割
を
も
つ
。

 

      

問問
  
44
 
下
線
部

  
((
cc
))
 
の
は
た
ら
き
が
優
位
で
あ
る
と
き
に
起
こ
る
作
用
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

99
 

 

 

①
 瞳
孔
の
縮
小

 
 

 
 

 
②

 
気
管
支
の
収
縮

 
 

 
 
③

 
血
圧
を
上
げ
る

 

④
 排
尿
の
促
進

 
 

 
 

 
⑤

 
心
臓
拍
動
の
抑
制

 
 

 
⑥

 
胃
の
ぜ
ん
動
の
促
進

 

      

問問
  
55
  
下
線
部

  
((
dd
))
  
に
つ
い
て
，
副
交
感
神
経
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
最
も

 

適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
00
 

 

 

①
 
ス
ト
レ
ス
を
強
く
感
じ
た
と
き

 

②
 
試
験
開
始
の
直
前
で
緊
張
し
て
い
る
と
き

 

③
 
陸
上
競
技
で
短
距
離
走
を
走
っ
て
い
る
と
き

 

④
 
映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
興
奮
し
て
い
る
と
き

 

⑤
 
睡
眠
時
で
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
状
態
の
と
き

 

⑥
 
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
目
前
で
起
き
て
驚
い
て
い
る
と
き

 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
問問

  
66
  
下
線
部

  
((
dd
))
  
に
つ
い
て
，
副
交
感
神
経
終
末
か
ら
放
出
さ
れ
る
神
経
伝
達
物
質
と
し
て

 

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

 
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
11
 

 

  
  

  

①
 ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン

 
 

 
②

 
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

 
 

 
 
③

 
グ
ル
カ
ゴ
ン

 

④
 セ
ロ
ト
ニ
ン

 
 

 
 

 
⑤

 
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

 
 
⑥

 
パ
ラ
ト
ル
モ
ン

 

  

問問
  
77
  
下
線
部

  
((
ee
))
  
に
つ
い
て
，
血
糖
濃
度
が
慢
性
的
に
高
い
状
態
が
続
く
糖
代
謝
異
常
の
う

 

ち
，
と
く
に
体
質
・
加
齢
・
生
活
習
慣
（
食
生
活
や
運
動
不
足
な
ど
）
な
ど
が
影
響
し
て
，

イ
ン
ス
リ
ン
産
生
細
胞
の
破
壊
以
外
の
原
因
で
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
量
が
減
少
し
た
り
，
イ
ン

ス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
も
標
的
細
胞
が
反
応
し
に
く
く
な
っ
た
り
し
て
起
こ
る
病
気
を
何

と
い
う
か
答
え
よ
。

 
カカ

 
 

  

問問
  
88
 
下
線
部

  
((
ff
))
  
に
つ
い
て
，
体
液
中
の
塩
分
濃
度
を
感
知
す
る
脳
の
部
位
は
ど
こ
か
答
え

よ
。

  
キキ

 
 

  

問問
  
99
 
下
線
部

 
((
gg
))
  
に
つ
い
て
，
体
温
の
上
昇
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
生
理
作
用
と
し
て

 

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
22
 

 

 

①
 
発
汗
の
促
進

 

②
 
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
低
下

 

③
 
骨
格
筋
の
収
縮
に
よ
る
ふ
る
え

 

④
 
皮
膚
血
管
の
拡
張

 

⑤
 
熱
放
散
の
促
進

 

  

問問
  
11
00
 
神
経
細
胞
に
お
け
る
興
奮
の
伝
導
は
，
細
長
い
軸
索
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
。
軸
索
の
末

端
は
，
狭
い
す
き
間
を
隔
て
て
，
隣
の
細
胞
と
連
絡
し
て
い
る
。
こ
の
接
続
部
位
を
何
と
い

う
か
答
え
よ
。

 
 
クク

 
 

  

    

− 18 − − 19 −



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 第第

44
問問

  
植
物
の
発
生
に
関
す
る
次
の
問
い
（
問問

11
～～

99
）
に
答
え
よ
。

 

 

下
図
は
，
あ
る
被
子
植
物
の
配
偶
子
形
成
の
過
程
を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
，

途
中
の
過
程
の
一
部
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 

  

問問
  
11
  
下
線
部
に
つ
い
て
，
被
子
植
物
ど
う
し
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
99
  

 

 ①
 ト
ク
サ
・
ヒ
マ
ワ
リ

 
 

 
 

 
 
②

 
ス
ギ
ナ
・
サ
ク
ラ

 

③
 イ
チ
ョ
ウ
・
ソ
テ
ツ

 
 

 
 

 
 
④

 
マ
ツ
・
ハ
ス

 

⑤
 テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
・
ツ
バ
キ

 
 

 
 
⑥

 
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
・
ワ
ラ
ビ

 

   

問問
  
22
 
図
中
の
空
欄

 
 
スス

 
 ，

 
セセ

 
 に
当
て
は
ま
る
細
胞
の
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

 

        

− 20 − − 21 −



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

問 問
  
77
 
こ
の
植
物
の
体
細
胞
の
核
相
が

2n
 =

 1
2
で
あ
る
と
き
，
胚
と
胚
乳
の
染
色
体
数
の
組
み

合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑨
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

22
33
  

 

    
  
  
  
  胚胚

  
  

  
  

  
  
  
胚胚
乳乳

 
①

 
12
本

  
12
本

 
②

 
12
本

  
18
本

 
③

 
12
本

  
24
本

 
④

 
18
本

  
12
本

 
⑤

 
18
本

  
18
本

 
⑥

 
18
本

  
24
本

 
⑦

 
24
本

  
12
本

 
⑧

 
24
本

  
18
本

 
⑨

 
24
本

  
24
本

 
    
問問

  
88
 
植
物
の
種
子
の
中
に
は
，
胚
乳
が
発
達
せ
ず
に
種
子
が
ほ
と
ん
ど
胚
乳
を
含
ま
な
い
も
の

が
あ
り
，
こ
れ
を
無
胚
乳
種
子
と
い
う
。
無
胚
乳
種
子
を
つ
く
る
植
物
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
44
 

 

 

①
 
イ
ネ

 
 

 
 

 
 

 
 
②

 
カ
キ

 
 

 
 
③

 
コ
ム
ギ

 

④
 
ソ
ラ
マ
メ

 
 

 
 

 
 
⑤

 
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

 

  

問問
  
99
 
一
般
に
花
粉
が
別
種
の
植
物
の
柱
頭
に
つ
い
て
も
，
花
粉
管
は
胚
の
う
ま
で
到
達
せ
ず
に

受
粉
が
起
こ
ら
な
い
。
そ
の
理
由
を

30
字
以
内
で
述
べ
よ
。

 
 
タタ

 
 

         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 第第

55
問問

  
動
物
の
行
動
に
関
す
る
次
の
文
章
を
読
み
，
問
い
（
問問

11
～

88
）
に
答
え
よ
。

  

 
生
ま
れ
て
か
ら
の
経
験
に
よ
っ
て
行
動
の
変
化
を
獲
得
す
る
こ
と
を
，
学
習
と
い
う
。
そ
の
例

と
し
て
，
軟
体
動
物
の
ア
メ
フ
ラ
シ
を
実
験
材
料
と
し
て
詳
し
く
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
フ
ラ

シ
に
お
い
て
，
水
管
に
触
れ
る
と
え
ら
を
引
っ
込
め
る
反
射
（
え
ら
引
っ
込
め
反
射
）
が
起
こ
る

が
，
繰
り
返
し
刺
激
す
る
と
起
こ
ら
な
く
な
る
。
こ
の
現
象
を

   
チチ

  
  
と
い
う
。
下
図
に
示
す

よ
う
に
，
水
管
に
つ
な
が
っ
て
い
る

 
  
22
55
--
11
  
 
は
，
え
ら
に
つ
な
が
っ
て
い
る

 
  
22
55
--
22
  
  
に

1
つ

の
シ
ナ
プ
ス
で
結
合
し
て
い
る
。

  
チチ

  
 
の
状
態
で
は
，
水
管
の

 
  
22
55
--
11
  
  
の
神
経
終
末
に
お

け
る

 
  

22
66
  

 
の
減
少
や

 
  

22
77
  

  
の
不
活
性
化
に
よ
っ
て
，
神
経
伝
達
物
質
の
放
出
が
減
少
す

る
た
め
反
応
が
生
じ
に
く
く
な
る
。

 

  
チチ

  
 
の
状
態
の
ア
メ
フ
ラ
シ
の
尾
部
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
と
，
え
ら
引
っ
込
め
反

射
が
回
復
す
る
。
さ
ら
に
強
い
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
と
，
通
常
で
は
反
応
し
な
い
ほ
ど
の
水

管
へ
の
弱
い
刺
激
で
も
え
ら
引
っ
込
め
反
射
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
現
象
を

 
  
ツツ

  
 
と
い

う
。
下
図
に
示
す
よ
う
に
，
尾
部
に
つ
な
が
っ
て
い
る

 
  
22
55
--
11
  
 
と
水
管
か
ら
の
刺
激
を
伝
え
る

 
  
  

  
  

  
22
55
--
11
  
 
と
が
，

  
22
55
--
33
  
 
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

  
ツツ

  
 
で
は
，

  
22
55
--
33
  
  
か
ら

 
((
aa
))
  
神
経
伝

達
物
質
が
分
泌
さ
れ
，
  
22
55
--
11
  
  
か
ら

 
  
22
55
--
22
 
 
へ
放
出
さ
れ
る
神
経
伝
達
物
質
の
量
が
増
加
し
，

伝
達
効
率
が
高
ま
る
。

 

 

一
方
，
経
験
や
学
習
が
な
く
て
も
出
現
す
る
，
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
備
わ
っ
て
い
る
行
動
を
，

生
得
的
行
動
と
い
う
。
生
得
的
行
動
の
例
と
し
て
，

((
bb
))
  
ミ
ツ
バ
チ
の
は
た
ら
き
バ
チ
は
，
な
か

ま
に
対
し
て
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
，
餌
場
の
位
置
情
報
（
方
向
や
距
離
）
を
知
ら
せ
る
。
ま
た
，
カ

イ
コ
ガ
の
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
よ
る
配
偶
行
動
の
よ
う
に
、
環
境
中
の
刺
激
を
目
印
に
特
定
の
方
向

を
決
定
す
る
こ
と
を
，

  
テテ

  
 
と
い
う
。

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 第第

44
問問

  
植
物
の
発
生
に
関
す
る
次
の
問
い
（
問問

11
～～

99
）
に
答
え
よ
。

 

 

下
図
は
，
あ
る
被
子
植
物
の
配
偶
子
形
成
の
過
程
を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
，

途
中
の
過
程
の
一
部
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 

  

問問
  
11
  
下
線
部
に
つ
い
て
，
被
子
植
物
ど
う
し
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

11
99
  

 

 ①
 ト
ク
サ
・
ヒ
マ
ワ
リ

 
 

 
 

 
 
②

 
ス
ギ
ナ
・
サ
ク
ラ

 

③
 イ
チ
ョ
ウ
・
ソ
テ
ツ

 
 

 
 

 
 
④

 
マ
ツ
・
ハ
ス

 

⑤
 テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
・
ツ
バ
キ

 
 

 
 
⑥

 
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
・
ワ
ラ
ビ

 

   

問問
  
22
 
図
中
の
空
欄

 
 
スス

 
 ，

 
セセ

 
 に
当
て
は
ま
る
細
胞
の
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

 

        

− 20 − − 21 −



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

問 問
  
11
  
文
章
中
の
空
欄

 
 
チチ

  
 ～

 
 
テテ

  
  
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
語
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。
 

    問問
  
22
  
文
章
中
の
空
欄

 
 
22
55
--
11
  
 
～

 
 
22
55
--
33
  
 
に
当
て
は
ま
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
55
 

 

   
  
22
55
--
11
  
  

  
  

  
  

  
  

  
22
55
--
22
  
  

  
  

  
  

  
  

  
22
55
--
33
  
  

①
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

②
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

③
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

④
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

⑤
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

⑥
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

  

問問
  33

 
文
章
中
の
空
欄

 
  

22
66
  

  
に
当
て
は
ま
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
①

 
リ
ソ
ソ
ー
ム

 
 

 
 

 
②

 
シ
ナ
プ
ス
小
胞

 
 

 
③

 
ゴ
ル
ジ
小
胞

 
 

④
 
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

 
 

 
⑤

 
小
胞
体

 

  
 

問問
  44

 
文
章
中
の
空
欄

 
  

22
77
  

  
に
当
て
は
ま
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

 

①
 
ア
ク
ア
ポ
リ
ン

 
②

 
ナ
ト
リ
ウ
ム
ポ
ン
プ

 

③
 
ナ
ト
リ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル

 
④

 
カ
ル
シ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル

 

⑤
 
カ
リ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル

 
⑥

 
塩
素
チ
ャ
ネ
ル

 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
問 問

  55
 
下
線
部

 
((
aa
))
  
に
つ
い
て
，
こ
の
神
経
伝
達
物
質
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

 
 

①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
88
 

 

 

①
 
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン

 
②

 
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

 
③

 
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

 

④
 
セ
ロ
ト
ニ
ン

 
⑤

 
ド
ー
パ
ミ
ン

 
⑥

 
γ

-
ア
ミ
ノ
酪
酸

 

    問問
  
66
  
下
線
部

 
((
bb
))
 
に
つ
い
て
，
ミ
ツ
バ
チ
の
は
た
ら
き
バ
チ
が
踊
る
円
形
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
る
情
報
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
99
 

 

 

①
 
え
さ
場
が
遠
い

 
②

 
え
さ
場
が
近
い

 
 

③
 
え
さ
が
豊
富
に
あ
る

 
④

 
え
さ
が
乏
し
い

 

⑤
 
雨
が
降
り
そ
う
で
あ
る

 
⑥

 
雨
が
あ
が
り
そ
う
で
あ
る

 

    問問
  
77
  
下
線
部

 ((
bb
))
 
に
つ
い
て
，
ミ
ツ
バ
チ
の
は
た
ら
き
バ
チ
が
行
う

8
の
字
ダ
ン
ス
の
回
数

と
巣
箱
か
ら
え
さ
場
ま
で
の
距
離
は
，
次
の
図
の
よ
う
に
表
さ
れ
た
。
ハ
チ
が

8
の
字
ダ
ン

ス
を

30
秒
間
に

6
回
踊
っ
た
時
の
巣
箱
か
ら
え
さ
場
ま
で
の
距
離
は
何

km
か
答
え
よ
。

  
 

 
 

 
トト

 
 kk

mm
 

 
  

  

− 22 − − 23 −



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

問問
  
11
  
文
章
中
の
空
欄

 
 
チチ

  
 ～

 
 
テテ

  
  
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
語
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。
 

    問問
  
22
  
文
章
中
の
空
欄

 
 
22
55
--
11
  
 
～

 
 
22
55
--
33
  
 
に
当
て
は
ま
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
55
 

 

   
  
22
55
--
11
  
  

  
  

  
  

  
  

  
22
55
--
22
  
  

  
  

  
  

  
  

  
22
55
--
33
  
  

①
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

②
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

③
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

④
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

⑤
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

⑥
 
介
在
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
感
覚
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 
 

 
 
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

 

  

問問
  33

 
文
章
中
の
空
欄

 
  

22
66
  

  
に
当
て
は
ま
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
①

 
リ
ソ
ソ
ー
ム

 
 

 
 

 
②

 
シ
ナ
プ
ス
小
胞

 
 

 
③

 
ゴ
ル
ジ
小
胞

 
 

④
 
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

 
 

 
⑤

 
小
胞
体

 

  
 

問問
  44

 
文
章
中
の
空
欄

 
  

22
77
  

  
に
当
て
は
ま
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

 

①
 
ア
ク
ア
ポ
リ
ン

 
②

 
ナ
ト
リ
ウ
ム
ポ
ン
プ

 

③
 
ナ
ト
リ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル

 
④

 
カ
ル
シ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル

 

⑤
 
カ
リ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル

 
⑥

 
塩
素
チ
ャ
ネ
ル

 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
問問

  55
 
下
線
部

 
((
aa
))
  
に
つ
い
て
，
こ
の
神
経
伝
達
物
質
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の

 
 

①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
88
 

 

 

①
 
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン

 
②

 
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

 
③

 
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

 

④
 
セ
ロ
ト
ニ
ン

 
⑤

 
ド
ー
パ
ミ
ン

 
⑥

 
γ

-
ア
ミ
ノ
酪
酸

 

    問問
  
66
  
下
線
部

 
((
bb
))
 
に
つ
い
て
，
ミ
ツ
バ
チ
の
は
た
ら
き
バ
チ
が
踊
る
円
形
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
る
情
報
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

22
99
 

 

 

①
 
え
さ
場
が
遠
い

 
②

 
え
さ
場
が
近
い

 
 

③
 
え
さ
が
豊
富
に
あ
る

 
④

 
え
さ
が
乏
し
い

 

⑤
 
雨
が
降
り
そ
う
で
あ
る

 
⑥

 
雨
が
あ
が
り
そ
う
で
あ
る

 

    問問
  
77
  
下
線
部

 ((
bb
))
 
に
つ
い
て
，
ミ
ツ
バ
チ
の
は
た
ら
き
バ
チ
が
行
う

8
の
字
ダ
ン
ス
の
回
数

と
巣
箱
か
ら
え
さ
場
ま
で
の
距
離
は
，
次
の
図
の
よ
う
に
表
さ
れ
た
。
ハ
チ
が

8
の
字
ダ
ン

ス
を

30
秒
間
に

6
回
踊
っ
た
時
の
巣
箱
か
ら
え
さ
場
ま
で
の
距
離
は
何

km
か
答
え
よ
。

  
 

 
 

 
トト

 
 kk

mm
 

 
  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

問 問
  
88
  
下
線
部

 
((
bb
))
 
に
つ
い
て
，
ミ
ツ
バ
チ
の
は
た
ら
き
バ
チ
が
巣
箱
内
の
垂
直
面
で

8
の
字

ダ
ン
ス
を
踊
る
場
合
，
尻
振
し
て
直
進
す
る
方
向
と
鉛
直
上
方
（
重
力
と
は
反
対
の
方
向
）

と
が
な
す
角
度
は
，
巣
箱
か
ら
見
た
え
さ
場
の
方
向
と
太
陽
の
方
向
と
が
な
す
角
度
に
等
し

く
な
っ
て
い
る
。
え
さ
場
が
東
に
あ
り
太
陽
が
北
東
に
あ
る
と
き
，
え
さ
場
に
も
ど
っ
て
き

た
ハ
チ
が

8
の
字
ダ
ン
ス
で
尻
振
り
し
て
直
進
す
る
方
向
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

の
①
～
⑧
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
33
00
 

 
 

①
 
鉛
直
上
方
か
ら
右
へ

45
度

 
②

 
鉛
直
上
方
か
ら
右
へ

90
度

  
③

 
鉛
直
上
方
か
ら
左
へ

45
度

 
④

 
鉛
直
上
方
か
ら
左
へ

90
度

 
⑤

 
鉛
直
下
方
か
ら
右
へ

45
度

 
⑥

 
鉛
直
下
方
か
ら
左
へ

45
度

 
 

⑦
 
鉛
直
上
方

 
⑧

 
鉛
直
下
方

 
  

 

− 22 − − 23 −



 

 

学 校 推 薦 型 選 抜 

特 別 選 抜（11 月） 

総 合 型 選 抜〈英 語 資 格 型〉 
 

理理  科科  
 

 

「物理基礎，物理」 

  

物理基礎，物理 

− 24 −



 

 

学 校 推 薦 型 選 抜 

特 別 選 抜（11 月） 

総 合 型 選 抜〈英 語 資 格 型〉 
 

理理  科科  
 

 

「物理基礎，物理」 

  

物理基礎，物理 

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答− 24 −



物物
 
理理
 
基基
 
礎礎
 

,, 
物物
 
理理

 
（
マ
ー
ク
式
解
答
番
号

１１
～

11
44

）

（
記
述
式
解
答
番
号

アア
～

スス
）

 第第
１１
問問

次
の

問
い
（
問問

11，，
22）

に
答

え
よ

。
な

お
解

答
は

，
問問

11，，
22
の

欄
に

，

解
答

を
導

き
出

す
過

程
を

含
め

て
答

え
よ

。

図
の

よ
う

に
，

天
井

か
ら

固
定

さ
れ

た
定

滑
車

の
両

端
に

質
量

が
3m

〔
kg

〕
の

物
体

A

と
質

量
が

m
〔

kg
〕

の
物

体
B

が
ひ

も
で

か

け
ら

れ
て

い
る

。
最

初
，

こ
れ

ら
の

物
体

は

手
で

支
え

ら
れ

静
止

し
て

い
た

。
た

だ
し

，

滑
車

お
よ

び
ひ

も
の

質
量

は
無

視
で

き
，

滑

車
は

な
め

ら
か

に
回

転
す

る
も

の
と

す
る

。

ま
た

，
重

力
加

速
度

の
大

き
さ

を
g〔

m
/s

2
〕

と
す

る
。

問 問
11

手
を

同
時

に
静

か
に

放
す

と
，

物
体

A
，

B
は

動
き

出
し

た
。

こ
の

と
き

，

以
下

の
諸

量
を

そ
れ

ぞ
れ

求
め

よ
。

・
物

体
A

の
加

速
度

の
大

き
さ


: 
アア

 
〔

m
/s

2 〕

・
ひ

も
が

物
体

A
を

引
く

力
の

大
き

さ
T:

 
イイ

 
〔

N
〕

問問
22

手
を

放
し

て
か

ら
物

体
A

が
h〔

m
〕

だ
け

降
下

す
る

ま
で

の
以

下
の

諸
量

を
そ

れ
ぞ

れ
求

め
よ

。
た

だ
し

，
手

を
放

す
前

に
物

体
A

が
静

止
し

て
い

る
位

置
を

，
位

置
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
基

準
（

ゼ
ロ

）
と

す
る

。

・
要

し
た

時
間

t:
 
ウウ

 
〔

s〕

・
ひ

も
が

物
体

A
を

引
く

力
が

物
体

A
に

し
た

仕
事

W
T

: 
エエ

 
〔

J〕

・
重

力
が

物
体

A
に

し
た

仕
事

W
g:

 
オオ

 
〔

m
/s

2 〕

・
物

体
A

の
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
変

化
量


K
A

: 
カカ

 
〔

J〕

・
物

体
A

の
力

学
的

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

変
化

量


E
A

: 
キキ

 
〔

J〕

第第
２２
問問

次
の

文
章

を
読

み
，

下
の

問
い

（
問問

11～～
55）

に
答

え
よ

。

1.
0〔

m
ol

〕
の

単
原

子
分

子
理

想
気

体
が

温
度

30
0〔

K
〕

の
状

態
に

あ

る
。

気
体

定
数

R
を

8.
3〔

J/
m

ol
・

K
〕

, 
ボ

ル
ツ

マ
ン

定
数

k
を

1.
38

×

10
−
23
〔

J/
K
〕

と
す

る
。

問問
11

分
子

1
個

あ
た

り
の

平
均

運
動

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
は

ど
れ

か
。

次
の

①
～

⑥
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

 
 
 

11
 

×
10

−
2

1
〔

J〕

①
1.

38
②

2.
07

③
3.

45
④

4.
14

⑤
6.

21
⑥

8.
31

問問
22

気
体

全
体

の
内

部
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

は
ど

れ
か

。

次
の

①
～

⑥
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

 
22
 

×
10

3
〔

J〕

①
1.

25
②

1.
87

③
2.

08
④

3.
74

⑤
4.

16
⑥

4.
99

− 26 − − 27 −



 

 

問問
33 
 

同
じ

体
積

の
ま

ま
温

度
を

3
倍

に
し

た
と

き
，

内
部

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

変

化
量

は
い

く
ら

か
。

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
  

33
  

 
×

10
3
〔

J〕
 

 ①
 

0.
63

 
②

 
1.

25
 

③
 

1.
87

 
④

 
3.

74
 

⑤
 

4.
99

 
⑥

 
7.

48
 

  
問問

44 
 

密
閉

容
器

で
外

部
と

の
仕

事
の

や
り

と
り

が
な

い
と

し
た

と
き

，
温

度

30
0 

〔
K
〕

か
ら

60
0 

〔
K
〕

ま
で

加
熱

す
る

際
に

必
要

な
熱

量
Q

は
い

く

ら
か

。
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

 
  

44
  

 
×

10
3
〔

J〕
 

 
①

 
0.

63
 

②
 

1.
25

 
③

 
1.

87
 

④
 

3.
74

 
⑤

 
4.

99
 

⑥
 

7.
48

 
  
問問

55 
 

1.
0〔

m
ol

〕
の

理
想

気
体

の
内

部
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
 

2.
50

×
10

3 〔
J〕

の
と

き
，

温
度

は
い

く
ら

か
。
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

 
 

  
55
  

〔
K
〕

 
 

①
 

20
0 

②
 

30
0 

③
 

40
0 

④
 

50
0 

⑤
 

60
0 

⑥
 

70
0 

  

 第第
３３
問問

 
次

の
文

章
を
読

み
，

下
の
問

い
（
問問

11～～
44）

に
答

え
よ

。
 

  

図
の

よ
う
に

，
平
面

波
が
媒

質
Iか

ら
媒

質
II

へ
入

射
し
た

と
こ

ろ
，

境
界

面
に
お

い
て

60
〔

°
〕

か
ら

30
〔

°
〕

に
変

化
し

た
。
媒

質
Iで

の
平
面

波
の
速

度
は

3.
4 

〔
m

/s〕
，

振
動

数
は

8 
〔

H
z〕

で
あ

っ
た
。

√2
 =

1.4
，

√3
 =

1.
7と

す
る

。
 

 

問 問
  
11
  
 
屈

折
角

a
と

反
射

角
b
の

組
み

合
わ

せ
と
し

て
正
し

い
の

は
ど

れ
か

，
①

〜
⑤
よ

り
一

つ
選

べ
。

 
6 6
 
 

 

①
 

 a
 =

60
°

, b
 =

60
°

 
②

 
 a

 =
60

°
, b

 =
30

°
 

③
 

 a
 =

30
°

, b
 =

60
°

 

④
 

 a
 =

30
°

, b
 =

30
°

 
⑤

 
 a

 =
60

°
, b

 =
12

0°
 

  

問 問
  
22
  

媒
質

Iに
対

す
る

媒
質

II
の

屈
折

率
は
い

く
ら
か

，
正
し

い
も

の
を

，
①

〜
⑦

よ
り

一
つ

選

べ
。

 
7 7
 

 

 

①
 

 0
.7

0 
②

 
 0

.8
5 

③
 

 1
.1

8 

④
 

 1
.4

0 
⑤

 
 1

.7
0 

⑥
 

 2
.4

0 

⑦
 

 3
.4

0 

   

− 26 − − 27 −



 

 

問問
  
33
  

媒
質

II
で

の
波
の

速
度
は

い
く
ら

か
，
正

し
い
も

の
を
，

①
〜

⑥
よ

り
一

つ
選

べ
。

 

 
8 8
 

〔
m

/s〕
 

 

①
 

 0
.2

 
②

 
 0

.4
 

③
 

 0
.5

 

④
 

 2
.0

 
⑤

 
 2

.4
 

⑥
 

 5
.0

 
  

問問
  
44
  

媒
質

II
で

の
屈
折

波
の
波

長
は
い

く
ら
か

，
最
も

近
い
値

を
，

①
〜

⑦
よ
り

一
つ

選
べ

。
 

 
9 9
 

〔
m
〕

 

 

①
 

 0
.1

5 
②

 
 0

.2
0 

 
③

 
 0

.2
5 

 

④
 

 0
.4

0 
⑤

 
 1

.5
0 

 
⑥

 
 2

.0
0 

 

⑦
 

 2
.5

0 

 
 

 

第第
４４
問問

次
の
文

章
を
読

み
，
下

の
問

い
（
問問

11～～
55）

に
答

え
よ

。

下
図

の
よ
う

に
抵

抗
R 1

，
R 2

，
R 3

，
内
部

抵
抗
の

無
視
で

き
る
電

池
E 1

，
E 2

お
よ

び
ア
ー

ス
を

接

続
し

た
回
路

が
あ
る

。
そ
れ

ぞ
れ
の

抵
抗
値

は
R 1

= 
4.

0〔

〕，

R 2
= 

2.
0〔


〕
，

R 3
= 

1.
0〔


〕
，

電
池

の
起
電

力
は

E 1
= 

10
〔

V〕
，

E 2
= 

5.
0〔

V〕
で
あ

る
。

問 問
11

抵
抗

R 1
に

流
れ
る

電
流
は

い
く
ら

か
。
最

も
適

当
な
も
の

を
，
次
の

①
～
⑧

の
う
ち

か
ら
一

つ

選
べ

。
1 1
00

〔
A〕

 
 

 
 

 

①
0

②
0.

35
③

0.
71

④
1.

1

⑤
1.

4
⑥

1.
8

⑦
2.

1
⑧

2.
9
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問問
  
33
  

媒
質

II
で

の
波
の

速
度
は

い
く
ら

か
，
正

し
い
も

の
を
，

①
〜

⑥
よ

り
一

つ
選

べ
。

 

 
88
 

〔
m

/s〕
 

 

①
 

 0
.2

 
②

 
 0

.4
 

③
 

 0
.5

 

④
 

 2
.0

 
⑤

 
 2

.4
 

⑥
 

 5
.0

 
  

問問
  
44
  

媒
質

II
で

の
屈
折

波
の
波

長
は
い

く
ら
か

，
最
も

近
い
値

を
，

①
〜

⑦
よ
り

一
つ

選
べ

。
 

 
99
 

〔
m
〕

 

 

①
 

 0
.1

5 
②

 
 0

.2
0 

 
③

 
 0

.2
5 

 

④
 

 0
.4

0 
⑤

 
 1

.5
0 

 
⑥

 
 2

.0
0 

 

⑦
 

 2
.5

0 

 
 

 

第第
４４
問問

次
の
文

章
を
読

み
，
下

の
問

い
（
問問

11～～
55）

に
答

え
よ

。

下
図

の
よ
う

に
抵

抗
R 1

，
R 2

，
R 3

，
内
部

抵
抗
の

無
視
で

き
る
電

池
E 1

，
E 2

お
よ

び
ア
ー

ス
を

接

続
し

た
回
路

が
あ
る

。
そ
れ

ぞ
れ
の

抵
抗
値

は
R 1

= 
4.

0〔

〕，

R 2
= 

2.
0〔


〕
，

R 3
= 

1.
0〔


〕
，

電
池

の
起
電

力
は

E 1
= 

10
〔

V〕
，

E 2
= 

5.
0〔

V〕
で
あ

る
。

問問
11

抵
抗

R 1
に

流
れ
る

電
流
は

い
く
ら

か
。
最

も
適

当
な
も
の

を
，
次
の

①
～
⑧

の
う
ち

か
ら
一

つ

選
べ

。
11
00

〔
A〕

 
 

 
 

 

①
0

②
0.

35
③

0.
71

④
1.

1

⑤
1.

4
⑥

1.
8

⑦
2.

1
⑧

2.
9

 

 

問問
22
 

抵
抗

R 2
に

流
れ
る

電
流
は

い
く
ら

か
。
最

も
適

当
な
も
の

を
，
次
の

①
～
⑧

の
う
ち

か
ら
一

つ

選
べ

。
 

 
1 1
11
 

〔
A〕

 
 
 

 
 

 
 

 ①
 

 0
 

②
 

 0
.3

5 
③

 
 0

.7
1 

④
 

 1
.1

 

⑤
 

 1
.4

 
⑥

 
 1

.8
 

⑦
 

 2
.1

 
⑧

 
 2

.9
 

   問問
33
 

抵
抗

R 3
に

流
れ
る

電
流
の

大
き
さ

は
い
く

ら
か

。
最
も
適

当
な

も
の

を
，
次

の
①
～

⑧
の
う

ち

か
ら

一
つ
選

べ
。
 

 
1 1
22
 

〔
A〕

 
 

 
 

 
 

 
 ①

 
 0

 
②

 
 0

.3
5 

③
 

 0
.7

1 
④

 
 1

.1
 

⑤
 

 1
.4

 
⑥

 
 1

.8
 

⑦
 

 2
.1

 
⑧

 
 2

.9
 

   問問
44
 
点

B
に
お

け
る

電
位
は

い
く
ら

か
。
最

も
適
当

な
も
の
を

，
次

の
①

～
⑧
の

う
ち
か

ら
一
つ

選

べ
。

 
 
1 1
33
 

〔
V〕

 
 

 
 

 
 

 
 ①

 
 −

0.
71

 
②

 
 0

.7
1 

③
 

 4
.2

 
④

 
 5

.0
 

⑤
 

 5
.7

 
⑥

 
 9

.3
 

⑦
 

 1
0 

⑧
 

 1
5 

    問問
55
 
点

C
に
お

け
る

電
位
は

い
く
ら

か
。
最

も
適
当

な
も
の
を

，
次

の
①

～
⑧
の

う
ち
か

ら
一
つ

選

べ
。

 
 
1 1
44
 

〔
V〕

 
 

 
 

 
 

 
 ①

 
 −

0.
71

 
②

 
 0

.7
1 

③
 

 4
.2

 
④

 
 5

.0
 

⑤
 

 5
.7

 
⑥

 
 9

.3
 

⑦
 

 1
0 

⑧
 

 1
5 

  
 

第第
５５
問問

次
の

文
章

を
読

み
，

下
の

問
い

（
問問

11～～
66）

に
答

え
よ

。

図
1
の

よ
う

な
荷
電

粒
子
の

加
速
器

が
あ
る
。
真

空
中

に
お
い

て
，

xy
平

面
上
に

十
分
大

き
な

D
字
型

電
極

D
1
お
よ

び
D

2
が

距
離

d
だ

け
離
れ

て
向
か

い
合

っ
て
配
置

さ
れ

て
い

る
。
な

お
電
極

は
中
空

で
あ

る
。

電
極
部

分
に
は

z軸
正
方

向
に
磁

束
密
度

B
の
一

様
な
磁
場

が
加

え
ら

れ
て
い

る
。
ま

た
，
図

の
よ

う
に

電
極
に

高
周
波

電
圧
源

が
接
続

さ
れ
て

い
る
。

図
2
は

図
1
の

装
置

の
一

部
を

拡
大
し

た
も
の

で
あ
る

。
座
標

の
原

点
O

に
は

イ
オ
ン

源
S
が

設
置

さ

れ
て

お
り

，
そ

こ
か
ら

質
量

m
，
電

荷
+q

の
陽
子

を
D

1
に

向
け

て
垂

直
に

打
ち
出

す
と

，
陽

子
は

D
1
に

入
り

，
ロ
ー

レ
ン
ツ

力
を
受

け
て

D
1
中

で
半

円
を
描

き
な
が
ら

運
動

し
，

や
が

て
D

1
の
端

に
到
達

し
間

隙
に

で
る
。

D
1
と

D
2
の

間
に

は
陽

子
が
加

速
さ
れ

る
よ
う

に
大

き
な
電
圧

が
印

加
さ

れ
て
お

り
，
陽

子
は
こ

の
間

隙
を

通
過
す

る
と
き

加
速
さ

れ
て
電

極
D

2
に

侵
入
す

る
。
そ

の
後

D
2
内

で
，

D
1
内

よ
り

も
大
き

い
半
円

を
描

き
再

度
間

隙
に

で
る

。
こ

の
動

き
に

同
期

し
て

タ
イ
ミ

ン
グ

よ
く

前
と

は
逆

向
き

の
電

圧
を

間
隙

に

印
加

す
る
と

，
陽

子
は
再

度
間
隙

で
加
速

さ
れ
て

，
今
度

は
D

1
に

進
入

す
る

。
こ

の
よ
う

な
加
速

と
運
動

を
繰

り
返

す
こ

と
で

，
陽

子
を

段
階

的
に

高
エ

ネ
ル

ギ
ー
に

ま
で

加
速

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

と

き
，
以

下
の
問

い
に
答

え
よ
。
た

だ
し

，
間

隙
の

領
域
に

は
磁
場
の

影
響

が
及

ば
な
い

も
の
と

し
，
必

要
に

応
じ

て
円
周

率
は
π

を
用
い

て
よ
い

。

図
1

図
2
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英語Ⅰ，Ⅱ 
論理・表現Ⅰ 

 

 

問問
１１

 
陽

子
が

イ
オ

ン
源

S
か

ら
，

D
1
に

速
さ

v 0
で
垂

直
に
打

ち
込
ま
れ

，
D

1
内
を

運
動
す

る
と
き

，

そ
の

陽
子
が

受
け
る

ロ
ー
レ

ン
ツ

力
F
を

q，
m
，

v 0
，

B
の

う
ち

必
要

な
も

の
を
用

い
て
求

め

よ
。

 
  

・・
陽

子
が
受

け
る
ロ

ー
レ
ン

ツ
力

F 
 
クク

  
 

 問問
２２

 
最

初
に

陽
子

が
D

1
内

に
進
入

し
た
あ

と
，
陽

子
が
描

く
半
円

軌
道

の
半

径
rを

q，
m
，

v 0
，

B
の

う
ち

必
要
な

も
の
を

用
い
て

表
せ
。

 
 

・
半

円
軌
道

の
半

径
r 

 
ケケ

  
 

  
  

問問
３３

 
最

初
に

速
度

v 0
で

D
1
に

入
射

し
，
半

円
軌
道

を
描
い

て
D

1
か

ら
間

隙
に

飛
び
出

し
た
陽

子

は
，
間
隙

を
通
過

す
る
と

き
に
加

速
さ
れ

て
，
速

度
v 1

で
D

2
に

入
射

す
る

。
電

極
D

1，
D

2
間

の
電

位
差

が
V
で
あ

る
と
き

，
D

2
に

入
射
す

る
と
き

の
速
さ

v 1
を

q，
m
，

v 0
，

B，
V
の
う

ち
必

要
な
も

の
を
用

い
て
表

せ
。

 
  

・・
速

さ
v 1

  
ココ

  
  

 問問
４４

 
1
回

目
に

D
1
か

ら
間

隙
を
通

っ
て

D
2
に
進

入
す
る

と
き
，
そ
の

x
座

標
は

a
で

あ
り
，

D
2
で

半
円

を
描
い

て
再
度

間
隙
に

進
入
す

る
と
き

の
x
座
標

は
－

3a
で

あ
っ

た
。
こ

の
と

き
，

D
1D

2

間
の

電
位

差
V
の

大
き

さ
を

q，
m
，

v 0
，

B
の
う

ち
必
要

な
も

の
を

用
い

て
表
せ

。
 

  
・

電
位

差
V 

 
ササ

  
  

 問問
５５

 
陽

子
が

最
初

に
D

1
に

入
っ
て

か
ら
，
次

に
D

1
に

入
る

ま
で

に
か

か
る

時
間
（

周
期

）
T
を

q，
m
，

v 0
，

B
の
う

ち
必
要

な
も
の

を
用
い

て
表
せ

。
な
お

間
隙
を
通

過
す

る
時

間
は
無

視
で
き

る

も
の

と
す
る

。
 

  
・・

時
間

T 
 
シシ

  
  

 問問
６６

 
陽

子
が

D
1
に
入

っ
て
か

ら
次
に

D
1
に

入
る

ま
で
を

「
1
周
」
と

す
る

。
陽

子
が
こ

の
加
速

器

で
加

速
さ
れ

て
，
最

初
の
速

さ
v 0

の
10

0
倍

以
上
の

速
さ
に

な
る

に
は

，
最
低

何
周

す
れ
ば

よ

い
か

。
整
数

で
答
え

よ
。

 
  

・・
回

数
  
スス

  
 
周
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英語Ⅰ，Ⅱ 
論理・表現Ⅰ 

 

 

問問
１１

 
陽

子
が

イ
オ

ン
源

S
か

ら
，

D
1
に

速
さ

v 0
で
垂

直
に
打

ち
込
ま
れ

，
D

1
内
を

運
動
す

る
と
き

，

そ
の

陽
子
が

受
け
る

ロ
ー
レ

ン
ツ

力
F
を

q，
m
，

v 0
，

B
の

う
ち

必
要

な
も

の
を
用

い
て
求

め

よ
。

 
  

・・
陽

子
が
受

け
る
ロ

ー
レ
ン

ツ
力

F 
 
クク

  
 

 問問
２２

 
最

初
に

陽
子

が
D

1
内

に
進
入

し
た
あ

と
，
陽

子
が
描

く
半
円

軌
道

の
半

径
rを

q，
m
，

v 0
，

B
の

う
ち

必
要
な

も
の
を

用
い
て

表
せ
。

 
 

・
半

円
軌
道

の
半

径
r 

 
ケケ

  
 

  
  

問問
３３

 
最

初
に

速
度

v 0
で

D
1
に

入
射

し
，
半

円
軌
道

を
描
い

て
D

1
か

ら
間

隙
に

飛
び
出

し
た
陽

子

は
，
間
隙

を
通
過

す
る
と

き
に
加

速
さ
れ

て
，
速

度
v 1

で
D

2
に

入
射

す
る

。
電

極
D

1，
D

2
間

の
電

位
差

が
V
で
あ

る
と
き

，
D

2
に

入
射
す

る
と
き

の
速
さ

v 1
を

q，
m
，

v 0
，

B，
V
の
う

ち
必

要
な
も

の
を
用

い
て
表

せ
。

 
  

・・
速

さ
v 1

  
ココ

  
  

 問問
４４

 
1
回

目
に

D
1
か

ら
間

隙
を
通

っ
て

D
2
に
進

入
す
る

と
き
，
そ
の

x
座

標
は

a
で

あ
り
，

D
2
で

半
円

を
描
い

て
再
度

間
隙
に

進
入
す

る
と
き

の
x
座
標

は
－

3a
で

あ
っ

た
。
こ

の
と

き
，

D
1D

2

間
の

電
位

差
V
の

大
き

さ
を

q，
m
，

v 0
，

B
の
う

ち
必
要

な
も

の
を

用
い

て
表
せ

。
 

  
・

電
位

差
V 

 
ササ

  
  

 問問
５５

 
陽

子
が

最
初

に
D

1
に

入
っ
て

か
ら
，
次

に
D

1
に

入
る

ま
で

に
か

か
る

時
間
（

周
期

）
T
を

q，
m
，

v 0
，

B
の
う

ち
必
要

な
も
の

を
用
い

て
表
せ

。
な
お

間
隙
を
通

過
す

る
時

間
は
無

視
で
き

る

も
の

と
す
る

。
 

  
・・

時
間

T 
 
シシ

  
  

 問問
６６

 
陽

子
が

D
1
に
入

っ
て
か

ら
次
に

D
1
に

入
る

ま
で
を

「
1
周
」
と

す
る

。
陽

子
が
こ

の
加
速

器

で
加

速
さ
れ

て
，
最

初
の
速

さ
v 0

の
10

0
倍

以
上
の

速
さ
に

な
る

に
は

，
最
低

何
周

す
れ
ば

よ

い
か

。
整
数

で
答
え

よ
。

 
  

・・
回

数
  
スス

  
 
周
  

 

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　
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((
44
))
  

44
 

 
 

 
 
①

 
ク
マ
に
は
様
々
な
種
類
の
も
の
が
い
る
の
で
，
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
マ
に
対
し
て
出
会
っ

た
と
き
の
対
応
方
法
が
異
な
る
。
よ
っ
て
，
一
般
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
定
は
難
し

い
。

 
 

 
 
②

 
ク
マ
に
食
べ
物
を
与
え
よ
う
と
し
た
り
，
か
わ
い
い
子
グ
マ
近
づ
こ
う
と
し
た
り
す

る
こ
と
は
，
非
常
に
良
く
な
い
遭
遇
の
仕
方
で
あ
る
。

 
 

 
 
③

 
ク
マ
と
出
く
わ
し
た
ら
，
食
料
だ
と
分
か
る
よ
う
に
し
て
食
料
を
置
い
て
す
ぐ
に
逃

げ
る
と
良
い
。
ク
マ
が
そ
の
食
料
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
 

 
 
④

 
ク
マ
と
出
く
わ
し
た
ら
，
で
き
る
だ
け
距
離
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
，
素
早

く
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
，
常
に
ク
マ
の
気
配
に
気
を
つ
け
な
が
ら
静
か
に
歩
く

必
要
が
あ
る
。
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①

 
ク
マ
が
あ
な
た
の
方
に
，
向
か
っ
て
き
た
ら
素
早
く
地
面
に
伏
せ
て
，
じ
っ
と
動
か

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
生
き
残
る
可
能
性
を
高
め
て
く
れ
る
。

 
 

 
 
②

 
ク
マ
の
い
る
よ
う
な
自
然
豊
か
な
国
立
公
園
を
散
策
す
る
と
き
に
は
，
常
に
グ
ル
ー

プ
で
行
動
し
，
歌
を
歌
っ
た
り
，
大
声
を
出
し
な
が
ら
歩
く
と
良
い
。

 
 

 
 
③

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
国
立
公
園
を
散
策
す
る
際
に
は
，
人
が
来
て
い
る
と
ク
マ
に
分
か
る

よ
う
に
，
ク
マ
に
話
し
か
け
る
つ
も
り
で
声
を
出
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。

 
 

 
 
④

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
ク
マ
が
後
ろ
足
で
立
っ
て
も
動
揺
し
な
い
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る
。

そ
の
動
作
は
攻
撃
的
な
動
き
だ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
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則
・法
な
ど
）
に
触
れ
る
、
～
と
も
め
ご
と
を
起
こ
す
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次
の
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～
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55
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に
つ
い
て
，
本
文
の
内
容
と
最
も
よ
く
合
っ
て
い
る
も
の
を
，
そ
れ
ぞ
れ
下

 
 

 
の
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か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
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①

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
で
ク
マ
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る

時
も
，
ク
マ
と
友
好
的
に
接
し
て
い
た
お
か
げ
で
襲
わ
れ
る
危
険
性
は
な
か
っ
た
。

 
②

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
ク
マ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
特
殊
能
力
が

あ
り
，
ク
マ
の
目
を
見
る
こ
と
で
あ
る
程
度
の
意
思
疎
通
が
で
き
た
。

 
③

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
で
数
年
間
勤
務
し
て
い
た
が
，
そ
こ
で
一
日
に

９
頭
も
の
ハ
イ
イ
ロ
グ
マ
を
目
撃
し
た
こ
と
が
あ
る
。

 
 

 
 
④

 
Pr

at
tさ
ん
は
，
花
を
食
べ
て
い
る
ハ
イ
イ
ロ
グ
マ
と
出
く
わ
し
て
驚
い
た
が
，
食
事

の
邪
魔
を
し
な
い
よ
う
に
急
い
で
そ
の
場
か
ら
離
れ
た
。
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Pr

at
tさ
ん
は
，
ク
マ
が
大
好
き
な
の
で
自
宅
か
ら
も
ク
マ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
の
そ
ば
に
家
を
建
て
た
こ
と
を
熱
狂
的
に
語
っ
て
く
れ
た
。
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野
生
の
ク
マ
を
見
る
こ
と
が
大
好
き
で
，
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マ
と
の
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験
で
悪
い
思

い
を
し
た
こ
と
は
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と
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ど
な
い
と
語
っ
た
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③
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危
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熟
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い
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で
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見
る
こ
と
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す

る
け
れ
ど
も
，
家
の
近
く
で
出
く
わ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
。

 
④
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at
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は
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セ
ミ
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国
立
公
園
の
ほ
と
り
に
住
ん
で
い
て
，
ク
マ
が
彼
女
の
家

の
庭
を
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切
る
こ
と
も
あ
る
。
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人
々
に
感
じ
て
も
ら
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努
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い
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は
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し
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恐
怖
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。
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見
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。
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彼
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と
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う
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設
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で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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は
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ー
ス
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ー
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で
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マ
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
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る

時
も
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と
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好
的
に
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た
お
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げ
で
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わ
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は
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か
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た
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と
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が
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特
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能
力
が
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，
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の
目
を
見
る
こ
と
で
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程
度
の
意
思
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通
が
で
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。
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は
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イ
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で
数
年
間
勤
務
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た
が
，
そ
こ
で
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日
に
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も
の
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イ
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マ
を
目
撃
し
た
こ
と
が
あ
る
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，
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を
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て
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る
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と
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し
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①

 
ク
マ
に
は
様
々
な
種
類
の
も
の
が
い
る
の
で
，
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
マ
に
対
し
て
出
会
っ

た
と
き
の
対
応
方
法
が
異
な
る
。
よ
っ
て
，
一
般
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
定
は
難
し

い
。

 
 

 
 
②

 
ク
マ
に
食
べ
物
を
与
え
よ
う
と
し
た
り
，
か
わ
い
い
子
グ
マ
近
づ
こ
う
と
し
た
り
す

る
こ
と
は
，
非
常
に
良
く
な
い
遭
遇
の
仕
方
で
あ
る
。
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ク
マ
と
出
く
わ
し
た
ら
，
食
料
だ
と
分
か
る
よ
う
に
し
て
食
料
を
置
い
て
す
ぐ
に
逃

げ
る
と
良
い
。
ク
マ
が
そ
の
食
料
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
 

 
 
④

 
ク
マ
と
出
く
わ
し
た
ら
，
で
き
る
だ
け
距
離
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
，
素
早

く
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
，
常
に
ク
マ
の
気
配
に
気
を
つ
け
な
が
ら
静
か
に
歩
く

必
要
が
あ
る
。
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ク
マ
が
あ
な
た
の
方
に
，
向
か
っ
て
き
た
ら
素
早
く
地
面
に
伏
せ
て
，
じ
っ
と
動
か

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
生
き
残
る
可
能
性
を
高
め
て
く
れ
る
。
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の
い
る
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な
自
然
豊
か
な
国
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を
散
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す
る
と
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に
は
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常
に
グ
ル
ー

プ
で
行
動
し
，
歌
を
歌
っ
た
り
，
大
声
を
出
し
な
が
ら
歩
く
と
良
い
。
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は
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国
立
公
園
を
散
策
す
る
際
に
は
，
人
が
来
て
い
る
と
ク
マ
に
分
か
る

よ
う
に
，
ク
マ
に
話
し
か
け
る
つ
も
り
で
声
を
出
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。
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ん
は
，
ク
マ
が
後
ろ
足
で
立
っ
て
も
動
揺
し
な
い
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る
。

そ
の
動
作
は
攻
撃
的
な
動
き
だ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
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re

st
 

④
 

in
te

re
st

in
g 

 問問
55
  

 
11
55
 

 2
00

 k
in

ds
 o

f b
ir

ds
 h

av
e 

be
en

 c
ol

le
ct

ed
 in

 th
is

 r
eg

io
n.

  
 

①
 

As
 m

an
y 

as
 

②
 

So
 m

uc
h 

as
 

③
 

So
 m

an
y 

of
 

④
 

As
 fa

r 
m

or
e 

as
 

 問問
66
 

 T
he

 g
uy

 is
 n

o 
lo

ng
er

  
11
66
 

 h
e 

us
ed

 to
 b

e.
  

 
①

 
w

hi
ch

 
②

 
w

ha
t 

③
 

w
ho

m
 

④
 

th
at

 
   

―
 6

 ―
 

問問
77
  
  
 I

 w
as

 v
er

y 
tir

ed
. O

th
er

w
is

e 
I 

 
11
77
 

 t
o 

th
e 

pa
rt

y 
w

ith
 th

em
. 

 
①

 
ha

d 
go

ne
 

②
 

w
ou

ld
 g

o 
③

 
w

en
t 

④
 

w
ou

ld
 h

av
e 

go
ne

 
 
問問

88
 

 T
he

 w
ea

th
er

 w
as

 g
et

tin
g 

be
tt

er
  

11
88
 

 t
he

 d
ay

 w
en

t o
n.

  
①

 
as

 
②

 
fo

r 
③

 
un

le
ss

 
④

 
th

at
 

 問問
99
 

 T
he

 r
es

ta
ur

an
t 
 

11
99
 

 t
he

 s
tr

ee
t i

s 
op

en
 fo

r 
24

 h
ou

rs
. 

 
①

 
cr

os
s 

②
 

cr
os

si
ng

 
③

 
cr

os
se

d 
④

 
ac

ro
ss

 
 
問問

11
00
 

 M
ar

y 
ha

s 
ne

ve
r 

ke
pt

 h
er

 p
ro

m
is

es
. S

he
 is

 th
e 

 
22
00
 

 p
er

so
n 

w
e 

ca
n 

tr
us

t. 
 

①
 

fir
st

 
②

 
la

tt
er

 
③

 
la

st
 

④
 

le
as

t 
 
問問

11
11
  

 N
ev

er
  

22
11
 

 s
uc

h 
a 

be
au

tif
ul

 s
un

se
t. 

 
①

 
ha

ve
 I 

se
en

 
②

 
I d

id
 s

ee
 

③
 

I h
av

e 
se

en
 

④
 

ha
ve

 s
ee

n 
I 

 
問問

11
22
 

 T
he

 a
rt

is
t i

s 
kn

ow
n 

 
22
22
 

 e
ve

ry
bo

dy
 in

 th
e 

vi
lla

ge
. 

 
①

 
in

 
②

 
at

 
③

 
fo

r 
④

 
to

 
  

 問問
11
33
  

Ro
n 

w
as

 ta
ke

n 
to

 h
os

pi
ta

l y
es

te
rd

ay
. E

ith
er

 y
ou

 o
r 

yo
ur

 b
ro

th
er

  
22
33

  
 

hi
m

 to
m

or
ro

w
. 

 
①

 
ha

s 
to

 v
is

it 
to

 
②

 
ha

s 
to

 v
is

it
 

③
 

ha
d 

to
 v

is
it

 to
 

④
 

ha
d 

to
 v

is
it

 
 

  

− 34 − − 35 −



―
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 ―
 

問問
11
44
  

 D
o 

yo
u 

kn
ow

 w
ha

t t
im

e 
th

e 
bu

s 
 

22
44
 

 t
o 

Fu
ku

ok
a?

  
①

 
re

ac
he

s 
②

 
ge

ts
 

③
 

ar
ri

ve
s 

④
 

le
av

es
 

 
問問

11
55
 

 Y
ou

 c
an

no
t b

e 
 

22
55
 

 c
ar

ef
ul

 in
 c

ho
os

in
g 

yo
ur

 u
ni

ve
rs

ity
. 

 
①

 
so

 
②

 
m

uc
h 

③
 

en
ou

gh
 

④
 

to
o 

 
 問問

11
66
 

 I
 th

in
k 

it 
is

 h
ig

h 
tim

e 
w

e 
 

22
66
 

 t
o 

th
in

k 
ab

ou
t o

ur
 jo

b.
  

①
 

st
ar

t 
②

 
st

ar
te

d 
③

 
w

ill
 s

ta
rt

 
④

 
ha

ve
 s

ta
rt

ed
 

 問問
11
77
 

 T
om

 h
as

 p
ut

  
22
77
 

 m
ak

in
g 

hi
s 

de
ci

si
on

 fo
r 

an
ot

he
r 

w
ee

k.
  

①
 

of
f 

②
 

aw
ay

 
③

 
on

 
④

 
fo

rw
ar

d 
 

 問問
11
88
 

 T
he

 b
oy

 w
as

 s
o 

ki
nd

  
22
88
 

 m
e 

to
 th

e 
bu

s 
st

op
. 

 
①

 
as

 to
 ta

ke
 

②
 

fo
r 

ta
ki

ng
 

③
 

in
 o

rd
er

 to
 ta

ke
 

④
 

th
at

 it
 ta

ke
s 

 問問
11
99
 

 I
’m

 n
ot

 g
oi

ng
 to

 s
le

ep
 to

ni
gh

t 
 

22
99
 

 I
 fi

ni
sh

 th
e 

es
sa

y.
  

①
 

by
 

②
 

si
nc

e 
③

 
til

l 
④

 
du

ri
ng

 
 
問問

22
00
 

 T
he

 b
oy

 le
ft

 h
om

e 
ea

rl
ie

r 
fo

r 
 

33
00
 

 t
ha

t h
e 

m
ig

ht
 m

is
s 

th
e 

tr
ai

n.
  

①
 

ri
sk

 
②

 
da

ng
er

 
③

 
fe

ar
 

④
 

an
xi

et
y 

 
問問

22
11
  

 T
he

 n
ew

s 
sa

ys
 th

at
 c

on
su

m
er

 p
ri

ce
s 

 
33
11
 

 1
0 

pe
rc

en
t l

as
t y

ea
r.

  
①

 
ri

se
 

②
 

ro
se

 
③

 
ra

is
ed

 
④

 
ri

se
n 

―
 8

 ―
 

問問
22
22
 

 R
os

e 
ha

s 
be

en
  

33
22
 

 a
 s

m
al

l b
us

in
es

s 
in

 S
as

eb
o.

  
①

 
ru

n 
②

 
ra

n 
③

 
ru

nn
in

g 
 

④
 

ru
nn

in
g 

to
 

 
問問

22
33
 

 T
he

 b
os

s 
 

33
33
 

 s
ile

nt
 th

ro
ug

h 
th

e 
m

ee
tin

g.
  

①
 

re
m

in
de

d 
②

 
st

ay
ed

 fo
r 

③
 

ke
pt

 o
n 

④
 

re
m

ai
ne

d 
 

 問問
22
44
 

 W
e 

sh
ou

ld
 a

vo
id

 th
os

e 
w

ho
 w

is
h 

 
33
44
 

 .
  

①
 

to
 d

o 
us

 h
ar

m
 

②
 

to
 d

o 
ha

rm
 u

s 
③

 
ha

rm
 u

s 
④

 
fo

r 
us

 h
ar

m
 

 問問
22
55
 

 T
he

 m
ag

az
in

e,
 w

hi
ch

 is
 c

om
in

g 
ou

t n
ex

t m
on

th
, 
 

33
55
 

 a
 v

ar
ie

ty
 o

f 
to

pi
cs

. 
 

①
 

co
ve

r 
②

 
co

ve
rs

 
③

 
to

 c
ov

er
 

④
 

is
 c

ov
er

ed
 

 
問問

22
66
 

 T
he

re
 is

  
33
66
 

 t
ha

t s
m

ok
in

g 
in

cr
ea

se
s 

th
e 

ri
sk

 o
f c

an
ce

r.
  

①
 

ev
id

en
tia

l 
②

 
ev

id
en

t 
③

 
ev

id
en

tly
 

④
 

ev
id

en
ce

  
 
問問

22
77
  
  
  
 

33
77
 

 t
ha

t s
he

 is
 a

ng
ry

. 
 

①
 

Sh
e 

se
em

s 
②

 
It

 s
ee

m
 

③
 

It
 s

ee
m

in
gl

y 
④

 
It

 s
ee

m
s 

 
問問

22
88
  

 
33
88
 

 h
er

 h
om

ew
or

k,
 s

he
 w

en
t t

o 
se

e 
th

e 
m

ov
ie

s.
 

①
 

D
oi

ng
 

②
 

H
av

in
g 

do
ne

 
③

 
Be

in
g 

do
ne

 
④

 
H

ad
 d

on
e 
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一 般 選 抜 

特 別 選 抜（Ｂ日程） 

総 合 型 選 抜〈総 合 型〉 
 

数数  学学  
 

 

「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」 
 

  

数学Ⅰ，数学Ⅱ 
数学Ａ，数学Ｂ 

―
 9

 ―
 

問問
22
99
  
  
I w

ou
ld

 li
ke

 y
ou

 to
  

33
99
 

 y
ou

r 
ta

le
nt

s.
  

①
 

m
ak

e 
th

e 
m

os
t o

f 
②

 
ha

ve
 b

ig
ge

st
 

③
 

gi
ve

 e
ve

ry
 

④
 

ge
t t

he
 b

es
t 

 
問問

33
00
  
  
Th

e 
pr

ob
le

m
 is

 n
ot

 w
ha

t y
ou

 d
id

 b
ut

  
44
00
 

 y
ou

 d
id

 it
. 

 
①

 
as

 
②

 
w

ha
t 

③
 

ho
w

 
④

 
w

ho
 

 

第第
44
問問

  
次
の
各
組
の
文
（
問問
アア
～
エエ
）
が
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
な
る
よ
う
に

,（
 

 
）
内
に
適
切

な
語
を

1
語
ず
つ
入
れ
な
さ
い
。

 
 問問
アア

  
Th

is
 is

 th
e 

m
os

t b
or

in
g 

ar
tic

le
 I 

ha
ve

 e
ve

r 
re

ad
. 

≒
I h

av
e 

( 
  

  
) (

  
  

 )
 s

uc
h 

a 
bo

ri
ng

 a
rt

ic
le

 a
s 

th
is

. 
 

問問
イイ

  
  I

 li
ke

 s
ka

tin
g 

be
tt

er
 th

an
 s

ki
in

g.
 

≒
I (

  
  

 )
 s

ka
tin

g 
( 

  
  

) s
ki

in
g.

 
 問問
ウウ

  
  T

hi
s 

ca
p 

is
n’

t m
in

e.
 

≒
Th

is
 c

ap
 d

oe
sn

’t 
( 

  
  

) (
  

  
 )

 m
e.

 
 問問
エエ

  
  M

ay
 I 

as
k 

a 
fa

vo
r 

of
 y

ou
? 

≒
W

ill
 y

ou
 d

o 
( 

  
  

) a
 ( 

  
  

) ?
 

      第第
55
問問

  
次
の
問
い
（
問問
オオ
～
カカ
）
の
日
本
語
に
合
う
よ
う
に
（

 
 
）
内
の
語
句
に

1
語
を
追
加

し
，
並
べ
替
え
，
英
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
解
答
用
紙
に
は
，
完
成
し
た
英
文
を
記
入
す
る
こ

と
。

 
 問問
オオ

  
そ
こ
で
彼
女
に
会
え
た
の
は
，
運
が
良
か
っ
た
よ
。

 
( e

no
ug

h,
 w

as
, l

uc
ky

, I
, h

er
 th

er
e,

 s
ee

 ).
 

    
  

問問
カカ

  
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
際
に
，
彼
は
全
く
楽
し
め
な
か
っ
た
ん
だ
。

 
  

( e
at

in
g,

 h
e,

 a
t, 

pl
ea

su
re

, i
n,

 th
e 

re
st

au
ra

nt
, t

oo
k 

). 
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一 般 選 抜 

特 別 選 抜（Ｂ日程） 

総 合 型 選 抜〈総 合 型〉 
 

数数  学学  
 

 

「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」 
 

  

数学Ⅰ，数学Ⅱ 
数学Ａ，数学Ｂ 

 

第第
44
問問

  
次
の
各
組
の
文
（
問問
アア
～
エエ
）
が
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
な
る
よ
う
に

,（
 

 
）
内
に
適
切

な
語
を

1
語
ず
つ
入
れ
な
さ
い
。

 
 問問
アア

  
Th

is
 is

 th
e 

m
os

t b
or

in
g 

ar
tic

le
 I 

ha
ve

 e
ve

r 
re

ad
. 

≒
I h

av
e 

( 
  

  
) (

  
  

 )
 s

uc
h 

a 
bo

ri
ng

 a
rt

ic
le

 a
s 

th
is

. 
 

問問
イイ

  
  I

 li
ke

 s
ka

tin
g 

be
tt

er
 th

an
 s

ki
in

g.
 

≒
I (

  
  

 )
 s

ka
tin

g 
( 

  
  

) s
ki

in
g.

 
 問問
ウウ

  
  T

hi
s 

ca
p 

is
n’

t m
in

e.
 

≒
Th

is
 c

ap
 d

oe
sn

’t 
( 

  
  

) (
  

  
 )

 m
e.

 
 問問
エエ

  
  M

ay
 I 

as
k 

a 
fa

vo
r 

of
 y

ou
? 

≒
W

ill
 y

ou
 d

o 
( 

  
  

) a
 ( 

  
  

) ?
 

      第第
55
問問

  
次
の
問
い
（
問問
オオ
～
カカ
）
の
日
本
語
に
合
う
よ
う
に
（

 
 
）
内
の
語
句
に

1
語
を
追
加

し
，
並
べ
替
え
，
英
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
解
答
用
紙
に
は
，
完
成
し
た
英
文
を
記
入
す
る
こ

と
。

 
 問問
オオ

  
そ
こ
で
彼
女
に
会
え
た
の
は
，
運
が
良
か
っ
た
よ
。

 
( e

no
ug

h,
 w

as
, l

uc
ky

, I
, h

er
 th

er
e,

 s
ee

 ).
 

    
  

問問
カカ

  
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
際
に
，
彼
は
全
く
楽
し
め
な
か
っ
た
ん
だ
。

 
  

( e
at

in
g,

 h
e,

 a
t, 

pl
ea

su
re

, i
n,

 th
e 

re
st

au
ra

nt
, t

oo
k 

). 
 

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答− 36 −



 

 

第第
22
問問

  
𝑥𝑥𝑥𝑥

 平
面
上
に

 2
 点

 ( −
4,
−2

) ，
( 3

,1
2)

 を
通
る
直
線

 l と
，
点

 A
 ( 5

,1
) ，
点

B 
( 9

,1
1)
 
が

あ
る
。
次
の
((
11
))
，
((
22
))
に
答
え
よ
。
  

 
 

 

((
11
))
 
直
線

 l の
方
程
式
は
，

 2𝑥𝑥
+

 
11
 

 𝑦𝑦
+

 
22
 

=
0 
で
あ
る
。
ま
た
，
点

 A
 を
通
り
 

直
線

 l に
平
行
な
直
線
の
方
程
式
は

 2𝑥𝑥
+

 
33
 

 𝑦𝑦
+

 
44
 

=
0 
で
あ
り
，
 

点
 A

 を
通
り
直
線

 l に
垂
直
な
直
線
の
方
程
式
は

 𝑥𝑥
+

 
55
 

 𝑦𝑦
+

 
66
 

=
0 
で
あ
る
。
 

 

((
22
))
 
直
線

 l 上
に
点

 P
 を
と
る
と
き
，

AP
+

BP
 が
最
小
と
な
る
点

 P
 の
座
標
と
そ
の
と
き
の
最
小

値
を
求
め
た
い
。
 

直
線

 l に
関
し
て
点

 A
 と
対
称
な
点
を
点

 C
 と
す
る
と
，
線
分

AC
 の
中
点
が
 

直
線

 l 上
に
あ
る
こ
と
か
ら
，
点

 C
 の
座
標
は
 (

   
77
  

,
  

88
  

 ) 
と
求
め
ら
れ
る
。
 

ま
た
，

AP
=

CP
よ
り
，

AP
+

BP
 は

 C
P+

BP
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

CP
+

BP
 が
最
小
と
な
る
の
は
，
点

 P
 が
直
線

 B
C と
直
線

 l の
交
点
の
と
き
で
あ
る
か
ら
，

 

直
線

 B
C の
方
程
式

 𝑥𝑥
+

 
99
 

 𝑦𝑦
+

 
11
00
 

=
0 
よ
り
，
 

点
 P

 の
座
標
は
 (

  
11
22
 

 

 
11
11
 

,  
11
44
 

 

 
11
33
 
) 
，

 

AP
+

BP
の
最
小
値
は

  
11
55
 

√
 

11
66
 

 と
求
め
ら
れ
る
。
 

  
 

 

 

11
 

 ①
 
－

7 
②

 
－

1 
③

 
1 

④
 

3 
⑤

 
7 

 
22
 

 ①
 
－

6 
②

 
－

2 
③

 
2 

④
 

6 
⑤

 
10

 
 

33
   

 ①
 
－

5 
②

 
－

2 
③

 
－

1 
④

 
1 

⑤
 

3 
 

44
   

 ①
 
－

11
 

②
 
－

10
 

③
 
－

9 
④

 
－

6 
⑤

 
－

4 
 

55
   

 ①
 
－

2 
②

 
－

1 
③

 
1 

④
 

2 
⑤

 
4 

 
66
 

 ①
 
－

7 
②

 
－

5 
③

 
3 

④
 

5 
⑤

 
7 

 
77
   

 ①
 
－

11
 

②
 
－

9 
③

 
－

7 
④

 
－

5 
⑤

 
－

3 
 

88
   

 ①
 

6 
②

 
7 

③
 

8 
④

 
9 

⑤
 

10
 

 
99
   

 ①
 
－

4 
②

 
－

2 
③

 
－

1 
④

 
2 

⑤
 

4 
 

11
00
   

 ①
 

2 
②

 
20

 
③

 
25

 
④

 
35

 
⑤

 
53

 
 

11
11
 

 ①
 

3 
②

 
4 

③
 

5 
④

 
7 

⑤
 

9 
 

11
22
   

 ①
 
－

22
 

②
 
－

11
 

③
 

2 
④

 
11

 
⑤

 
22

 
 

11
33
   

 ①
 

3 
②

 
5 

③
 

7 
④

 
9 

⑤
 

11
 

 
11
44
   

 ①
 

4 
②

 
8 

③
 

16
 

④
 

32
 

⑤
 

64
 

 
11
55
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
5 

⑤
 

6 
 

11
66
 

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

6 
④

 
15

 
⑤

 
17

 
  

 

                        

 

 

数数
学学
ⅠⅠ
，，
数数
学学
ⅡⅡ
，，
数数
学学
ＡＡ
，，
数数
学学
ＢＢ

 

マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 
～

 
 

33
55
  

 
 

記
述
式
解
答
記
号

 
 
 
アア

 
 
～

 
 
エエ

 
  

マ
ー
ク
式
問
題
は
，
空
欄

  
 

11
 

 
～

  
33
55
  

 
に
つ
い
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
そ
れ
ぞ
れ
の

解
答
群
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

 
記
述
式
問
題
は
，

 
アア

 
 ～

 
 
エエ

 
 
の
解
答
を
，
指
定
の
解
答
用
紙
の
解
答
欄
に
記
入
し
な

さ
い
。

 

  第第
11
問問

  
次
の
((
11
))
～
((
44
))
に
答
え
よ
。
な
お
解
答
は
，

 
アア

 
 ～

 
 
エエ

 
 
の
欄
に
，
解
答
を

導
き
だ
す
過
程
も
含
め
て
答
え
よ
。

 
 ((
11
))
  

54
𝑎𝑎3

−
2 
を
因
数
分
解
す
る
と
，
 
 
アア

 
 
と
な
る
。
 

 ((
22
))
  
次
の
図
は
，

 2
 
次
関
数

 𝑦𝑦
=
𝑎𝑎𝑥𝑥

2
+
𝑏𝑏𝑏𝑏

+
𝑐𝑐 
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
( 𝑎𝑎
，
𝑏𝑏，

𝑐𝑐 は
定
数
) 。

 

 
 
 
 
 
 𝑎𝑎
，
𝑏𝑏，

𝑐𝑐 
の
符
号
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
と

 
 
イ イ

 
 
と
な
る
（
た
だ
し
，
理
由
も
記
述
 

す
る
こ
と
）
。
 

 

  
  

 

 

((
33
))
  
1−

3 √
2𝑖𝑖

√2
−6

𝑖𝑖
= 

 
ウウ

 
(
 𝑖𝑖
 
は
虚
数
単
位
と
す
る
。

)
  

 ((
44
))
  

7 
個
の
値

 8
，

7，
9，

14
，

8，
11
，
𝑎𝑎 
に
お
い
て
，
平
均
値
が

 9
 
の
と
き
の
 𝑎𝑎

 
の
値

 

お
よ
び
平
均
値
が

 1
0 
の
と
き
の

 𝑎𝑎
 
の
値
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
と
，
 
 
エエ

 
 
と
な
る
。
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第第
22
問問

  
𝑥𝑥𝑥𝑥

 平
面
上
に

 2
 点

 ( −
4,
−2

) ，
( 3

,1
2)

 を
通
る
直
線

 l と
，
点

 A
 ( 5

,1
) ，
点

B 
( 9

,1
1)
 
が

あ
る
。
次
の
((
11
))
，
((
22
))
に
答
え
よ
。
  

 
 

 

((
11
))
 
直
線

 l の
方
程
式
は
，

 2𝑥𝑥
+

 
11
 

 𝑦𝑦
+

 
22
 

=
0 
で
あ
る
。
ま
た
，
点

 A
 を
通
り
 

直
線

 l に
平
行
な
直
線
の
方
程
式
は

 2𝑥𝑥
+

 
33
 

 𝑦𝑦
+

 
44
 

=
0 
で
あ
り
，
 

点
 A

 を
通
り
直
線

 l に
垂
直
な
直
線
の
方
程
式
は

 𝑥𝑥
+

 
5 5
 

 𝑦𝑦
+

 
66
 

=
0 
で
あ
る
。
 

 

((
22
))
 
直
線

 l 上
に
点

 P
 を
と
る
と
き
，

AP
+

BP
 が
最
小
と
な
る
点

 P
 の
座
標
と
そ
の
と
き
の
最
小

値
を
求
め
た
い
。
 

直
線

 l に
関
し
て
点

 A
 と
対
称
な
点
を
点

 C
 と
す
る
と
，
線
分

AC
 の
中
点
が
 

直
線

 l 上
に
あ
る
こ
と
か
ら
，
点

 C
 の
座
標
は
 (

   
77
  

,
  

88
  

 ) 
と
求
め
ら
れ
る
。
 

ま
た
，

AP
=

CP
よ
り
，

AP
+

BP
 は

 C
P+

BP
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

CP
+

BP
 が
最
小
と
な
る
の
は
，
点

 P
 が
直
線

 B
C と
直
線

 l の
交
点
の
と
き
で
あ
る
か
ら
，

 

直
線

 B
C の
方
程
式

 𝑥𝑥
+

 
99
 

 𝑦𝑦
+

 
11
00
 

=
0 
よ
り
，
 

点
 P

 の
座
標
は
 (

  
11
22
 

 

 
11
11
 

,  
11
44
 

 

 
11
33
 
) 
，

 

AP
+

BP
の
最
小
値
は

  
1 1
55
 

√
 

11
66
 

 と
求
め
ら
れ
る
。
 

  
 

 

 

11
 

 ①
 
－

7 
②

 
－

1 
③

 
1 

④
 

3 
⑤

 
7 

 
22
 

 ①
 
－

6 
②

 
－

2 
③

 
2 

④
 

6 
⑤

 
10

 
 

33
   

 ①
 
－

5 
②

 
－

2 
③

 
－

1 
④

 
1 

⑤
 

3 
 

44
   

 ①
 
－

11
 

②
 
－

10
 

③
 
－

9 
④

 
－

6 
⑤

 
－

4 
 

55
   

 ①
 
－

2 
②

 
－

1 
③

 
1 

④
 

2 
⑤

 
4 

 
66
 

 ①
 
－

7 
②

 
－

5 
③

 
3 

④
 

5 
⑤

 
7 

 
77
   

 ①
 
－

11
 

②
 
－

9 
③

 
－

7 
④

 
－

5 
⑤

 
－

3 
 

88
   

 ①
 

6 
②

 
7 

③
 

8 
④

 
9 

⑤
 

10
 

 
99
   

 ①
 
－

4 
②

 
－

2 
③

 
－

1 
④

 
2 

⑤
 

4 
 

11
00
   

 ①
 

2 
②

 
20

 
③

 
25

 
④

 
35

 
⑤

 
53

 
 

11
11
 

 ①
 

3 
②

 
4 

③
 

5 
④

 
7 

⑤
 

9 
 

11
22
   

 ①
 
－

22
 

②
 
－

11
 

③
 

2 
④

 
11

 
⑤

 
22

 
 

11
33
   

 ①
 

3 
②

 
5 

③
 

7 
④

 
9 

⑤
 

11
 

 
11
44
   

 ①
 

4 
②

 
8 

③
 

16
 

④
 

32
 

⑤
 

64
 

 
11
55
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
5 

⑤
 

6 
 

11
66
 

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

6 
④

 
15

 
⑤

 
17
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第第
33
問問

  
次
の
((
11
))
～
((
44
))
に
答
え
よ
。
 

  ((
11
))
 

lo
g 2

3
=
𝑎𝑎 
，

lo
g 3

7
=
𝑏𝑏 
と
す
る
と
き
，

2𝑎𝑎
𝑎𝑎  
を
計
算
す
る
と
，

  
11
77
  

 と
な
る
。
ま
た
，
 

lo
g 7

9×
lo

g 2
√7

 ×
 lo

g 7
3 
を

 𝑎𝑎
，
𝑏𝑏 
を
用
い
て
表
す
と
，
𝑎𝑎  

11
88
  
𝑏𝑏  

11
99
  

 で
あ
る
。

 

  ((
22
))
 
方
程
式

  9
𝑥𝑥

+
3𝑥𝑥

+1
−

28
=

0 
の
解
は
，
𝑥𝑥 

=
   

22
00
  

 で
あ
る
。
  

 ( (
33
))
 
方
程
式

  l
og

2(
𝑥𝑥−

2)
+

 lo
g 2

( 2
𝑥𝑥−

7)
=

1 
の
解
は
，
𝑥𝑥 

=
   

22
11  

  
で
あ
る
。
 

 ( (
44
))
  
あ
る
細
胞
は

1
時
間
ご
と
に
分
裂
し
て
，
個
数
が

 2
 倍
に
増
加
す
る
。
こ
の
細
胞

 8
 個
が
，

1 
億
個
以
上
に
な
る
に
は
，
最
短
で

 
 

2 2
22
 

 （
整
数
）
時
間
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
，

lo
g 1

02
=

0.3
01

0 
と
す
る
。

 

 
 

 

1 1
77
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
5 

⑤
 

7 
 

11
88
   

 ①
 
−2

 
②

 
−1

 
③

 
1 

④
 

2 
⑤

 
3 

 
11
99
   

 ①
 
−3

 
②

 
−2

 
③

 
−1

 
④

 
1 

⑤
 

2 
 

22
00
   

 ①
 

lo
g 3

2 
②

 
2l

og
3

2 
③

 
3l

og
3

2 
④

 
√3

 
⑤

 
2 √

3 
 

22
11
   

 ①
 

4 
②

 
5 

③
 

6 
④

 
7 

⑤
 

8 
 

22
22
   

 ①
 

23
 

②
 

24
 

③
 

25
 

④
 

26
 

⑤
 

27
 

  

 

 

第第
44
問問

 
次
の
((
11
))
，
((
22
))
に
答
え
よ
。

 
 

((
11
))
 
あ
る
放
物
線

 𝑦𝑦
=
𝑥𝑥2

+
1 に
対
し
て
点

 (1
,7 4 ) 

か
ら
引
い
た
接
線
の
方
程
式
は

 

𝑦𝑦
=

   
22
33
  

 𝑥𝑥
+

    
22
55
 

 
   

22
44
 

  お
よ
び

 𝑦𝑦
=

   
22
66
  

 𝑥𝑥
+

    
22
88
 

 
   

22
77
 

  で
あ
る
。

 

た
だ
し
，

  
22
33
  

<
   

22
66
  

 と
す
る
。

 

ま
た
，
こ
の

 2 
直
線
が
な
す
角
を

 𝜃𝜃
 (

0
<
𝜃𝜃

<
𝜋𝜋 2)

 と
し
た
と
き
，

 

ta
n𝜃𝜃

=
   

33
00
 

 
   

22
99
 

   と
な
る
。

 

 

( (
22
))
 
あ
る
関
数

 𝑓𝑓
( 𝑥𝑥

) =
−𝑥𝑥

+
8 ∫

( −
𝑡𝑡+

1)
𝑥𝑥 −3

𝑑𝑑𝑑𝑑
−
∫

( 𝑡𝑡
2
−
𝑡𝑡−

7)
𝑥𝑥−

3
−2

𝑑𝑑𝑑𝑑
 に
つ
い
て
，

 

𝑓𝑓′
( 𝑥𝑥

) =
  

33
11
  

 𝑥𝑥
2

+
  

33
22
  

 𝑥𝑥
+

  
33
33
  

 で
あ
り
，

 

 −
2
≦
𝑥𝑥
≦

7  
に
お
け
る

 𝑓𝑓
( 𝑥𝑥

)  
の
最
大
値
は

 
  

33
44
  

 で
，
そ
の
と
き
の

 𝑥𝑥
 の
値
は

   
33
55
  

 で
あ
る
。

 

      

  
 

 

 

22
33
   

 ①
 
−4

 
②

 
−3

 
③

 
−1

 
④

 
1 

⑤
 

2 
 

22
44
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
5 

⑤
 

7 
 

22
55
  

 ①
 
−7

 
②

 
−4

 
③

 
−3

 
④

 
1 

⑤
 

3 
 

22
66
   

 ①
 
−2

 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
5 

⑤
 

7 
 

22
77
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
5 

⑤
 

7 
 

22
88
  

 ①
 
−6

 
②

 
−5

 
③

 
−3

 
④

 
1 

⑤
 

2 
 

22
99
   

 ①
 

2 
②

 
5 

③
 

6 
④

 
7 

⑤
 

11
 

 
33
00
   

 ①
 
−8

 
②

 
−5

 
③

 
1 

④
 

7 
⑤

 
9 

 
33
11
   

 ①
 
−2

 
②

 
−1

 
③

 
1 

④
 

2 
⑤

 
6 

 
33
22
  

   

 ①
 
−7

 
②

 
−2

 
③

 
−1

 
④

 
1 

⑤
 

4 
 

33
33
   

 ①
 
−3

 
②

 
2 

③
 

6 
④

 
14

 
⑤

 
15

 
 

33
44
  

   

 ①
 
−6

3 
②

 
−4

7 
③

 
16

 
④

 
32

 
⑤

 
63

 
 

33
55
   

 ①
 
−2

 
②

 
−1

 
③

 
1 

④
 

4 
⑤

 
7 
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22
33
   

 ①
 
−4

 
②

 
−3

 
③

 
−1

 
④

 
1 

⑤
 

2 
 

22
44
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
5 

⑤
 

7 
 

2 2
55
  

 ①
 
−7

 
②

 
−4

 
③

 
−3

 
④

 
1 

⑤
 

3 
 

22
66
   

 ①
 
−2

 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
5 

⑤
 

7 
 

22
77
   

 ①
 

2 
②

 
3 

③
 

4 
④

 
5 

⑤
 

7 
 

22
88
  

 ①
 
−6

 
②

 
−5

 
③

 
−3

 
④

 
1 

⑤
 

2 
 

22
99
   

 ①
 

2 
②

 
5 

③
 

6 
④

 
7 

⑤
 

11
 

 
33
00
   

 ①
 
−8

 
②

 
−5

 
③

 
1 

④
 

7 
⑤

 
9 

 
33
11
   

 ①
 
−2

 
②

 
−1

 
③

 
1 

④
 

2 
⑤

 
6 

 
33
22
  

   

 ①
 
−7

 
②

 
−2

 
③

 
−1

 
④

 
1 

⑤
 

4 
 

33
33
   

 ①
 
−3

 
②

 
2 

③
 

6 
④

 
14

 
⑤

 
15

 
 

33
44
  

   

 ①
 
−6

3 
②

 
−4

7 
③

 
16

 
④

 
32

 
⑤

 
63

 
 

33
55
   

 ①
 
−2

 
②

 
−1

 
③

 
1 

④
 

4 
⑤

 
7 
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一 般 選 抜 

特 別 選 抜（Ｂ日程） 

総 合 型 選 抜〈総 合 型〉 
 

理理  科科  
 

 

「化学基礎，化学」 

  

化学基礎，化学 

− 42 −



 

 

一 般 選 抜 

特 別 選 抜（Ｂ日程） 

総 合 型 選 抜〈総 合 型〉 
 

理理  科科  
 

 

「化学基礎，化学」 

  

化学基礎，化学 

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答− 42 −



 

化化
学学
基基
礎礎
，，
化化
学学

  

マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 ～
 
 

22
00
 

 
記
述
式
解
答
番
号

 
 

 
アア

 
 ～

 
 
ソソ

 
 

  必
要
が
あ
れ
ば
，
原
子
量
，
各
定
数
は
以
下
の
数
値
を
用
い
る
こ
と
。

 

H
:1

.0
，

C
:1

2.
0，

N
:1

4.
0，

O
:1

6.
0，

F:
19

.0
，

N
a:

23
.0
，

M
g:

24
.0
，

S:
32

.0
，

C
l:3

5.
5，

C
a:

40
.0
，

Fe
:5

6.
0，

C
u:

64
.0
，

Zn
:6

5.
0，

A
g:

10
8，

Pb
:2

07
 

ア
ボ
ガ
ド
ロ
数

 
: 6

.0
×

10
23

/m
ol
，
気
体
定
数

 :
 8

.3
×

10
3  

L・
Pa

/(K
・

m
ol

) 

  第第
11
問問

 
次
の
問
い
（（
問問

11
～～

22
00
））
に
答
え
よ
。

 
  

問問
  
11
 
石
油
（
原
油
）
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
，
灯
油
，
軽
油
な
ど
を
取
り
出
す
方
法
と
し
て
，
最

も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
11
 

 
 

①
 
ろ
過

 
②

 
分
留

 

③
 
昇
華
法

 
④

 
抽
出

 

⑤
 
再
結
晶

 
 

   

  
  

 

問問
  
22
 
下
図
は
原
子
の
電
子
配
置
を
示
し
て
い
る
。
イ
オ
ン
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
も
大
き
い

原
子
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
2 2
 

 
 

①
 

 
②

 
 

 

③
 

 
 

④
 

 

⑤
 

 
 

     

問問
  
33
 
分
子
結
晶
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

 
 

3 3
 

 
 

①
 
融
点
が
高
い
も
の
が
多
い
。

 

②
 
展
性
，
延
性
が
あ
る
。

 

③
 
固
体
の
状
態
で
電
気
を
よ
く
通
す
も
の
が
多
い
。

 

④
 
や
わ
ら
か
く
，
く
だ
け
や
す
い
。

 

⑤
 
ケ
イ
素
の
結
晶
は
分
子
結
晶
で
あ
る
。

 

 
  

 

− 44 − − 45 −



 

問問
  
44
 
硫
酸
銅
（
Ⅱ
）

C
uS

O
4 
の
溶
解
度
は
，

60
℃
で

 4
0.

0 
で
あ
る
。
硫
酸
銅
（
Ⅱ
）
五

水
和
物

 C
uS

O
4・

5H
2O

 の
結
晶

 1
00

 g
 を
水
に
溶
か
し
て
，

60
℃
の
飽
和
水
溶
液

を
作
る
た
め
に
は
，
水
は
何

 g
 必
要
か
。
最
も
適
当
な
値
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
べ
。

  
4 4
 

 g
 

 

①
 

80
.0

 
②

 
12

4 

③
 

16
0 

④
 

18
9 

⑤
 

28
4 

 

   

問問
  
55
 
次
の
表
は
，
共
有
結
合
の
結
合
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
を

利
用
し
て
，
フ
ッ
化
水
素
の
生
成
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
を
計
算
し
，
最
も
適
当
な
値
を
，
下

の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
55
 

 k
J/

m
ol

  
 

結
合
の
種
類

 
結
合
エ
ン
タ
ル
ピ
ー

 
(
kJ

/m
ol
)
 

H
－

H
 

43
6 

F－
F 

15
8 

H
－

F 
56

8 

 

①
 
－

54
2 

②
 
－

27
1 

③
 

13
6 

④
 

27
1 

⑤
 

54
2 

 

  

    
  

 

問問
  
66
 
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
，
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の
①
～
⑤

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
6 6
  

  

  

①
 
光
合
成
で
は
，
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
。

 

②
 
ル
ミ
ノ
ー
ル
反
応
で
は
，
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
。

 

③
 
塩
化
銀
に
日
光
を
あ
て
る
と
，
銀
の
粒
子
が
遊
離
す
る
反
応
を
光
化
学
反
応
と

い
う
。

 
④

 
水
に
濃
硝
酸
を
加
え
る
と
，
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ

る
。

 
⑤

 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
に
通
電
す
る
と
，
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
化
学
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
。

 
  

      

問問
  
77
 
以
下
の
記
述
の
う
ち
，
電
気
量
を
表
す
の
は
ど
れ
か
。
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
7 7
 

 

 

①
 
電
流
と
通
電
時
間
の
積

 

②
 
電
圧
と
通
電
時
間
の
積

 

③
 
電
気
抵
抗
と
電
流
の
積

 

④
 
電
圧
と
電
流
の
商

 

⑤
 
電
圧
と
電
流
の
積

 

    
  

 

化化
学学
基基
礎礎
，，
化化
学学

  

マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 

11
 

 ～
 
 

22
00
 

 
記
述
式
解
答
番
号

 
 

 
アア

 
 ～

 
 
ソソ

 
 

  必
要
が
あ
れ
ば
，
原
子
量
，
各
定
数
は
以
下
の
数
値
を
用
い
る
こ
と
。

 

H
:1

.0
，

C
:1

2.
0，

N
:1

4.
0，

O
:1

6.
0，

F:
19

.0
，

N
a:

23
.0
，

M
g:

24
.0
，

S:
32

.0
，

C
l:3

5.
5，

C
a:

40
.0
，

Fe
:5

6.
0，

C
u:

64
.0
，

Zn
:6

5.
0，

A
g:

10
8，

Pb
:2

07
 

ア
ボ
ガ
ド
ロ
数

 
: 6

.0
×

10
23

/m
ol
，
気
体
定
数

 :
 8

.3
×

10
3  

L・
Pa

/(K
・

m
ol

) 

  第第
11
問問

 
次
の
問
い
（（
問問

11
～～

22
00
））
に
答
え
よ
。

 
  

問問
  
11
 
石
油
（
原
油
）
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
，
灯
油
，
軽
油
な
ど
を
取
り
出
す
方
法
と
し
て
，
最

も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

   
11
 

 
 

①
 
ろ
過

 
②

 
分
留

 

③
 
昇
華
法

 
④

 
抽
出

 

⑤
 
再
結
晶

 
 

   

  
  

 

問問
  
22
 
下
図
は
原
子
の
電
子
配
置
を
示
し
て
い
る
。
イ
オ
ン
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
も
大
き
い

原
子
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
22
 

 
 

①
 

 
②

 
 

 

③
 

 
 

④
 

 

⑤
 

 
 

     

問問
  
33
 
分
子
結
晶
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

 
 

33
 

 
 

①
 
融
点
が
高
い
も
の
が
多
い
。

 

②
 
展
性
，
延
性
が
あ
る
。

 

③
 
固
体
の
状
態
で
電
気
を
よ
く
通
す
も
の
が
多
い
。

 

④
 
や
わ
ら
か
く
，
く
だ
け
や
す
い
。

 

⑤
 
ケ
イ
素
の
結
晶
は
分
子
結
晶
で
あ
る
。
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問問
  
88
 
化
学
電
池
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
8 8
 

 
 

①
 
電
池
の
充
電
で
は
，
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
。

 

②
 
電
池
の
放
電
で
は
，
負
極
で
は
還
元
反
応
，
正
極
で
は
酸
化
反
応
が
起
こ
る
。

 

③
 
電
池
の
正
極
と
負
極
と
の
間
に
生
じ
る
電
位
差
を
，
電
池
の
起
電
力
と
い
う
。

 

④
 
鉛
蓄
電
池
の
放
電
で
は
，

Pb
SO

4 
が
酸
化
さ
れ
，

Pb
O

2 
が
生
成
す
る
。

 

⑤
 
水
素
を
燃
料
と
し
て
用
い
る
燃
料
電
池
で
は
，
放
電
時
に
過
酸
化
水
素
が
生
成

す
る
。

 
    

問問
  
99
 
容
積

 3
.0

 L
 の
密
閉
容
器
に
，

N
2 

1.
0 

m
ol
，

H
2 

4.
0 

m
ol

 を
入
れ
て
反
応
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
，

12
0 
秒
後
に

 N
H

3 
が

 0
.3

0 
m

ol
 生
成
し
て
い
た
。
こ
の

 1
20

 秒

間
に
お
け
る

 H
2 
の
減
少
速
度
（

m
ol

/(L
m

in
)）
と
し
て
，
最
も
適
当
な
値
を
，
次
の

①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
9 9
 

 m
ol

/(L
m

in
) 

 

①
 

1.
5×

10
−3

 
②

 
1.

0×
10

−2
 

③
 

7.
5×

10
−2

 
④

 
1.

5×
10

−1
 

⑤
 

7.
5×

10
−1

 
 

  

 

問 問
11
00
 

0.
01

0 
m

ol
/L

 の
ア
ニ
リ
ン
（

C
6H

5N
H

2）
水
溶
液
に
お
け
る
ア
ニ
リ
ン
の
電
離
度

と
し
て
，
最
も
適
当
な
値
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し
，
ア
ニ

リ
ン
の
電
離
定
数
を

 K
b 

= 
5.

3×
10

−1
0  m

ol
/L
，
√5

.3
 ＝

 2
.3

 と
す
る
。

  
11
00
 

 

  

①
 

2.
3×

10
−5

 
②

 
2.

3×
10

−4
 

③
 

4.
6×

10
−4

 
④

 
2.

3×
10

−3
 

⑤
 

4.
6×

10
−3

 
 

 

問問
11
11
気
体

X
，

Y
，

Z 
に
つ
い
て
，
次
の
化
学
平
衡
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

aX
 +

bY
 

 
cZ

こ
の
反
応
の
平
衡
定
数
を

K
と
す
る
。
ま
た
，
平
衡
状
態
に
お
け
る
気
体

Z 
の
生
成
率
と

圧
力
の
関
係
は
次
の
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
化
学
平
衡
に
関
す
る
記
述
と
し
て
誤 誤

っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

11
11

①
こ
の
化
学
平
衡
の
右
向
き
の
反
応
は
，
吸
熱
反
応
で
あ
る
。

②
温
度
が
一
定
で
あ
れ
ば
，
圧
力
が
低
い
ほ
ど
気
体

Z 
の
生
成
率
は
低
く
な
る
。

③
圧
力
を
上
げ
て
も
，
平
衡
定
数

K
は
変
わ
ら
な
い
。

④
圧
力
が
一
定
で
あ
れ
ば
，
温
度
が
高
い
ほ
ど
気
体

Z 
の
生
成
率
は
低
く
な
る
。

⑤
こ
の
化
学
平
衡
の
係
数
の
関
係
は
，

a 
＋

b
＞

c
で
あ
る
。
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問問
11
22
 
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う

ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
22
 

 

 

①
 
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
，
反
応
物
の
結
合
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
の
和
に
等
し
い
。

 

②
 
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
い
ほ
ど
反
応
速
度
は
大
き
く
な
る
。

 

③
 
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
，
反
応
温
度
が
高
い
ほ
ど
小
さ
く
な
る
。

 

④
 
逆
反
応
の
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
正
反
応
の
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
常
に
等
し

い
。

 

⑤
 
触
媒
を
用
い
る
と
，
活
性
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
小
さ
い
別
の
反
応
経
路
を
と
る
。

 

  

  

問問
11
33
 
ナ
ト
リ
ウ
ム
化
合
物
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う

ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
33
 

 

  

①
 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
二
酸
化
炭
素
と
反
応
し
て
酸
素
を
発
生
す
る
。

 

②
 
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
空
気
中
に
放
置
す
る
と
風
解
を
起
こ
す
。

 

③
 
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
工
業
的
製
法
に
ク
メ
ン
法
が
あ
る
。

 

④
 
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
水
溶
液
は
弱
酸
性
を
示
す
。

 

⑤
 
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
，
重
曹
と
も
よ
ば
れ
る
。

 

  

  
  

 

問問
11
44
 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
お
よ
び
亜
鉛
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
次
の

①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
44
 

 

  

①
 
単
体
は
と
も
に
両
性
金
属
で
あ
る
。

 

②
 
単
体
は
と
も
に
塩
酸
と
反
応
し
，
水
素
を
発
生
す
る
。

 

③
 
単
体
は
と
も
に
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
と
反
応
し
，
水
素
を
発
生
す
る
。

 

④
 
両
元
素
は
と
も
に

 1
2 
族
に
属
す
る
。

 

⑤
 
単
体
は
と
も
に
合
金
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

 

     

問問
11
55
 
酸
素
ま
た
は
オ
ゾ
ン
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う

ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
55
 

 

  

①
 
酸
素
は
水
に
酸
化
マ
ン
ガ
ン
（
Ⅳ
）
を
触
媒
と
し
て
加
え
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ

る
。

 
②

 
酸
素
は
水
で
湿
ら
せ
た
ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
デ
ン
プ
ン
紙
を
青
紫
色
に
変
色
さ
せ

る
。

 

③
 
酸
素
は
空
気
中
に
体
積
で
約

 3
 %
存
在
す
る
。

 

④
 
オ
ゾ
ン
は
無
色
無
臭
の
気
体
で
あ
る
。

 

⑤
 
オ
ゾ
ン
は
強
い
酸
化
作
用
を
有
す
る
。

 

  

  
  

 

問問
  
88
 
化
学
電
池
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
88
 

 
 

①
 
電
池
の
充
電
で
は
，
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
。

 

②
 
電
池
の
放
電
で
は
，
負
極
で
は
還
元
反
応
，
正
極
で
は
酸
化
反
応
が
起
こ
る
。

 

③
 
電
池
の
正
極
と
負
極
と
の
間
に
生
じ
る
電
位
差
を
，
電
池
の
起
電
力
と
い
う
。

 

④
 
鉛
蓄
電
池
の
放
電
で
は
，

Pb
SO

4 
が
酸
化
さ
れ
，

Pb
O

2 
が
生
成
す
る
。

 

⑤
 
水
素
を
燃
料
と
し
て
用
い
る
燃
料
電
池
で
は
，
放
電
時
に
過
酸
化
水
素
が
生
成

す
る
。

 
    

問問
  
99
 
容
積

 3
.0

 L
 の
密
閉
容
器
に
，

N
2 

1.
0 

m
ol
，

H
2 

4.
0 

m
ol

 を
入
れ
て
反
応
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
，

12
0 
秒
後
に

 N
H

3 
が

 0
.3

0 
m

ol
 生
成
し
て
い
た
。
こ
の

 1
20

 秒

間
に
お
け
る

 H
2 
の
減
少
速
度
（

m
ol

/(L
m

in
)）
と
し
て
，
最
も
適
当
な
値
を
，
次
の

①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
99
 

 m
ol

/(L
m

in
) 

 

①
 

1.
5×

10
−3

 
②

 
1.

0×
10

−2
 

③
 

7.
5×

10
−2

 
④

 
1.

5×
10

−1
 

⑤
 

7.
5×

10
−1

 
 

  

 

問問
11
00
 

0.
01

0 
m

ol
/L

 の
ア
ニ
リ
ン
（

C
6H

5N
H

2）
水
溶
液
に
お
け
る
ア
ニ
リ
ン
の
電
離
度

と
し
て
，
最
も
適
当
な
値
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し
，
ア
ニ

リ
ン
の
電
離
定
数
を

 K
b 

= 
5.

3×
10

−1
0  m

ol
/L
，
√5

.3
 ＝

 2
.3

 と
す
る
。

  
11
00
 

 

  

①
 

2.
3×

10
−5

 
②

 
2.

3×
10

−4
 

③
 

4.
6×

10
−4

 
④

 
2.

3×
10

−3
 

⑤
 

4.
6×

10
−3

 
 

 

問問
11
11
気
体

X
，

Y
，

Z 
に
つ
い
て
，
次
の
化
学
平
衡
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

aX
 +

bY
 

 
cZ

こ
の
反
応
の
平
衡
定
数
を

K
と
す
る
。
ま
た
，
平
衡
状
態
に
お
け
る
気
体

Z 
の
生
成
率
と

圧
力
の
関
係
は
次
の
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
化
学
平
衡
に
関
す
る
記
述
と
し
て
誤誤

っっ
てて
いい
るる
もも
のの
を
，
下
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

11
11

①
こ
の
化
学
平
衡
の
右
向
き
の
反
応
は
，
吸
熱
反
応
で
あ
る
。

②
温
度
が
一
定
で
あ
れ
ば
，
圧
力
が
低
い
ほ
ど
気
体

Z 
の
生
成
率
は
低
く
な
る
。

③
圧
力
を
上
げ
て
も
，
平
衡
定
数

K
は
変
わ
ら
な
い
。

④
圧
力
が
一
定
で
あ
れ
ば
，
温
度
が
高
い
ほ
ど
気
体

Z 
の
生
成
率
は
低
く
な
る
。

⑤
こ
の
化
学
平
衡
の
係
数
の
関
係
は
，

a 
＋

b
＞

c
で
あ
る
。
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問問
11
66
 
次
の
化
学
反
応
式
は
接
触
法
に
よ
る
硫
酸
の
製
造
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

35
2 

kg
 

の
二
酸
化
硫
黄
か
ら
硫
酸
は
最
大
何

 k
g 
で
き
る
か
。
最
も
適
当
な
値
を
，
下
の
①
～

⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し
，
化
学
反
応
は
完
全
に
進
行
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 
1 1
66
 

 k
g  

 

  

①
 

13
5 

②
 

27
0 

③
 

53
9 

④
 

80
9 

⑤
 

10
78

 
 

    

問問
11
77
 
炭
素
原
子
間
の
二
重
結
合
に
塩
素
（

C
l 2
）
を
付
加
さ
せ
た
と
き
，
生
成
物
が
不
斉
炭

素
原
子
を
２ ２
個個
もも
つつ
化
合
物
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
77
 

 
 

①
 

 
②

 
 

③
 

 
④

 
 

⑤
 

 
 

        

C
C
HH

HH
C

C
HC
l

HH

C
C
HC
H
3

HC
l

C
C
C
H
3

C
H
3

HH

C
C
C
H
3

H

H

H
3C

 

問問
11
88
 
エ
タ
ノ
ー
ル
と
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
両
方
に
あ
て
は
ま
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，

次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
1 1
88
 

 
 

①
 
水
溶
液
は
弱
酸
性
を
示
す
。

 

②
 
塩
化
鉄

(
Ⅲ

)
水
溶
液
を
加
え
る
と
，
紫
色
の
呈
色
反
応
を
示
す
。

 

③
 
濃
硫
酸
と
加
熱
す
る
と
，
分
子
内
脱
水
を
起
こ
す
。

 

④
 
酸
化
す
る
と
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
生
じ
る
。

 

⑤
 
金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
反
応
し
，
水
素
を
発
生
す
る
。

 

  

  

問問
11
99
 
ジ
カ
ル
ボ
ン
酸
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
1 1
99
 

 
 

①
 
シ
ュ
ウ
酸

 
②

 
ア
ク
リ
ル
酸

 

③
 
乳
酸

 
④

 
オ
レ
イ
ン
酸

 

⑤
 
安
息
香
酸

 
 

   問 問
22
00
 
ア
ニ
リ
ン
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
2 2
00
 

 
 

①
 
水
溶
液
は
強
塩
基
性
を
示
す
。

 

②
 
銀
鏡
反
応
を
示
す
。

 

③
 
常
温
常
圧
で
固
体
で
あ
る
。

 

④
 
空
気
中
で
は
，
次
第
に
褐
色
～
赤
褐
色
に
変
化
す
る
。

 

⑤
 
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
を
酸
化
す
る
と
ア
ニ
リ
ン
に
な
る
。

 

  

  
  

− 48 − − 49 −



 

問問
11
66
 
次
の
化
学
反
応
式
は
接
触
法
に
よ
る
硫
酸
の
製
造
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

35
2 

kg
 

の
二
酸
化
硫
黄
か
ら
硫
酸
は
最
大
何

 k
g 
で
き
る
か
。
最
も
適
当
な
値
を
，
下
の
①
～

⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
た
だ
し
，
化
学
反
応
は
完
全
に
進
行
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 
11
66
 

 k
g  

 

  

①
 

13
5 

②
 

27
0 

③
 

53
9 

④
 

80
9 

⑤
 

10
78

 
 

    

問問
11
77
 
炭
素
原
子
間
の
二
重
結
合
に
塩
素
（

C
l 2
）
を
付
加
さ
せ
た
と
き
，
生
成
物
が
不
斉
炭

素
原
子
を
２２
個個
もも
つつ
化
合
物
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
77
 

 
 

①
 

 
②

 
 

③
 

 
④

 
 

⑤
 

 
 

        

C
C
HH

HH
C

C
HC
l

HH

C
C
HC
H
3

HC
l

C
C
C
H
3

C
H
3

HH

C
C
C
H
3

H

H

H
3C

 

問問
11
88
 
エ
タ
ノ
ー
ル
と
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
両
方
に
あ
て
は
ま
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，

次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

  
11
88
 

 
 

①
 
水
溶
液
は
弱
酸
性
を
示
す
。

 

②
 
塩
化
鉄

(
Ⅲ

)
水
溶
液
を
加
え
る
と
，
紫
色
の
呈
色
反
応
を
示
す
。

 

③
 
濃
硫
酸
と
加
熱
す
る
と
，
分
子
内
脱
水
を
起
こ
す
。

 

④
 
酸
化
す
る
と
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
生
じ
る
。

 

⑤
 
金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
反
応
し
，
水
素
を
発
生
す
る
。

 

  

  

問問
11
99
 
ジ
カ
ル
ボ
ン
酸
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 

 
11
99
 

 
 

①
 
シ
ュ
ウ
酸

 
②

 
ア
ク
リ
ル
酸

 

③
 
乳
酸

 
④

 
オ
レ
イ
ン
酸

 

⑤
 
安
息
香
酸

 
 

   問問
22
00
 
ア
ニ
リ
ン
に
関
す
る
記
述
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一

つ
選
べ
。

  
22
00
 

 
 

①
 
水
溶
液
は
強
塩
基
性
を
示
す
。

 

②
 
銀
鏡
反
応
を
示
す
。

 

③
 
常
温
常
圧
で
固
体
で
あ
る
。

 

④
 
空
気
中
で
は
，
次
第
に
褐
色
～
赤
褐
色
に
変
化
す
る
。

 

⑤
 
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
を
酸
化
す
る
と
ア
ニ
リ
ン
に
な
る
。

 

  

  
  

 第第
33
問問

 
次
の
図
は
，

0.
10

 m
ol

/L
 酢
酸
水
溶
液

 1
0 

m
L 
に
，
同
濃
度
の
水
酸
化
ナ
ト
リ

ウ
ム
水
溶
液
を
滴
下
し
た
と
き
の
滴
定
曲
線
で
あ
る
。
酢
酸
の
電
離
定
数

 K
a 
を

 2
.7
×

10
−5

 

m
ol

/L
，

lo
g2

 =
 0

.3
0，

lo
g2

.7
 =

 0
.4

3，
√2

.7
 =

 1
.6

 と
し
て
，
問
い
（（
問問

11
～～

44
））
に
答
え

よ
。

 
              

問問
  
11
  

0.
10

 m
ol

/L
 酢
酸
水
溶
液
中
の
酢
酸
の
電
離
度
α
の
値
を
記
せ
。

 
カカ

 
  

  問問
  
22
 
図
中
の

 A
 点
，

C
 点
の

 p
H

 を
そ
れ
ぞ
れ
小
数
第

 1
 位
ま
で
記
せ
。

 

 
 

A
 点

  
キ キ

 
 

 
 

C
 点

  
クク

 
 

 問 問
  
33
 
図
中
の

 A
 点
付
近
で
は
，
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
滴
下
し
て
も
，

pH
 が
あ

ま
り
変
化
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
水
溶
液
の

 p
H

 を
ほ
ぼ
一
定
に
保
つ
作
用
を
何
と
い

う
か
記
せ
。

  
ケ ケ

 
 

 問問
  
44
 
図
中
の

 B
 点
で
は
水
溶
液
は
塩
基
性
を
示
す
。
中
和
反
応
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
質

の
水
溶
液
が
塩
基
性
を
示
す
理
由
を
記
せ
。

  
ココ

 
  

  

pH

滴
下
量
（
m
L）

− 48 − − 49 −



 

 

一 般 選 抜 
 

理理  科科  
 

 

「生物基礎，生物」 

 

  

生物基礎，生物 

 第第
44
問問

 
有
機
化
合
物
の
中
に
は
同
じ
分
子
式
で
あ
り
な
が
ら
分
子
の
構
造
が
異
な
る
化
合

物
（
異
性
体
）
が
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
。
異
性
体
に
関
す
る
以
下
の
問
い

((
問問

11
～～

55
))
に
答

え
よ
。

 
  問問

  
11
 
ジ
ブ
ロ
モ
ベ
ン
ゼ
ン
に
は

 3
 種
類
の
構
造
異
性
体
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て

の
構
造
式
を
記
せ
。

 
サ サ

 
 

 

問 問
  
22
 
ナ
フ
ト
ー
ル
（
水
酸
基
を
一
つ
も
つ
ナ
フ
タ
レ
ン
）
に
は

 2
 種
類
の
構
造
異
性
体
が

存
在
す
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
の
構
造
式
を
記
せ
。

 
シ シ

 
 

  

問問
  
33
 
ブ
チ
ン

 C
4H

6 
に
は

 2
 種
類
の
構
造
異
性
体
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
の
構

造
式
を
記
せ
。

 
ス ス

 
 

 

問 問
  
44
 
分
子
式

 C
3H

8O
 で
あ
る
化
合
物
に
は

 3
 種
類
の
構
造
異
性
体
が
存
在
す
る
。
そ

れ
ら
す
べ
て
の
構
造
式
を
記
せ
。

  
セ セ

 
 

 問 問
  
55
 
分
子
式

 C
2H

2B
r 2

 で
あ
る
化
合
物
に
は

 3
 種
類
の
異
性
体
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら

す
べ
て
の
構
造
式
を
記
せ
。

  
ソ ソ

 
 

 
 

− 50 −



 

 

一 般 選 抜 
 

理理  科科  
 

 

「生物基礎，生物」 

 

  

生物基礎，生物 

 第第
44
問問

 
有
機
化
合
物
の
中
に
は
同
じ
分
子
式
で
あ
り
な
が
ら
分
子
の
構
造
が
異
な
る
化
合

物
（
異
性
体
）
が
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
。
異
性
体
に
関
す
る
以
下
の
問
い

((
問問

11
～～

55
))
に
答

え
よ
。

 
  問問

  
11
 
ジ
ブ
ロ
モ
ベ
ン
ゼ
ン
に
は

 3
 種
類
の
構
造
異
性
体
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て

の
構
造
式
を
記
せ
。

 
ササ

 
 

 

問問
  
22
 
ナ
フ
ト
ー
ル
（
水
酸
基
を
一
つ
も
つ
ナ
フ
タ
レ
ン
）
に
は

 2
 種
類
の
構
造
異
性
体
が

存
在
す
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
の
構
造
式
を
記
せ
。

 
シシ

 
 

  

問問
  
33
 
ブ
チ
ン

 C
4H

6 
に
は

 2
 種
類
の
構
造
異
性
体
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
の
構

造
式
を
記
せ
。

 
スス

 
 

 

問問
  
44
 
分
子
式

 C
3H

8O
 で
あ
る
化
合
物
に
は

 3
 種
類
の
構
造
異
性
体
が
存
在
す
る
。
そ

れ
ら
す
べ
て
の
構
造
式
を
記
せ
。

  
セセ

 
 

 問問
  
55
 
分
子
式

 C
2H

2B
r 2

 で
あ
る
化
合
物
に
は

 3
 種
類
の
異
性
体
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら

す
べ
て
の
構
造
式
を
記
せ
。

  
ソソ

 
 

 
 

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答− 50 −



生生
物物
基基
礎礎
，，
生生
物物

 

ママ
ーー
クク
式式
解解
答答
番番
号号

１１
～

33
11

記記
述述
式式
解解
答答
番番
号号

 
 

アア
～

テテ

 

第第
11
問問

タ
ン

パ
ク

質
に

関
す

る
次

の
文

章
を

読
み

，
下

の
問

い
（
問問

11
～～

11
00
）

に
答

え
よ

。

生
体

内
で

は
た

ら
く

さ
ま

ざ
ま

な
タ

ン
パ

ク
質

に
よ

り
，
生

命
活

動
が

支
え

ら
れ

て
い

る
。
タ

ン
パ

ク
質

は
，
多

数
の

ア
ミ

ノ
酸

が
((
aa
))
 
ペ

プ
チ

ド
結

合
に

よ
り

連
結

さ
れ

る
こ

と
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

タ
ン

パ
ク

質
が

適
切

に
は

た
ら

く
た

め
に

は
，

((
bb
))
 正

し
い

構
造

を
と

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
，

((
cc
))
 立

体
構

造
の

変
化

に
よ

り
，
タ

ン
パ

ク
質

の
性

質
や

機
能

に
変

化
が

生
じ

る
。
((
dd
))
 
酵

素
は

，
生

体
内

の
さ

ま
ざ

ま
な

化
学

反
応

を
触

媒
す

る
タ

ン
パ

ク
質

で
あ

る
。
酵

素
に

は
，
特

有
の

立
体

構
造

を

も
つ

活
性

部
位

が
存

在
し

，
こ

の
構

造
に

よ
っ

て
((
ee
))
 特

定
の

基
質

に
の

み
作

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
し

か
し

な
が

ら
，
((
ff
))
 
基

質
の

構
造

と
よ

く
似

た
物

質
は

，
酵

素
の

活
性

部
位

に
結

合
し

て
そ

の

は
た

ら
き

を
抑

制
す

る
。
こ

れ
を

応
用

し
た

例
に
「

く
す

り
」
が

あ
り

，
病

気
の

進
行

に
関

わ
る

酵
素

の
は

た
ら

き
を

抑
制

す
る

こ
と

で
，

病
気

を
治

療
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

生
体

内
で

の
酵

素
の

は
た

ら
き

を
調

節
す

る
し

く
み

と
し

て
，
((
gg
))
 一

連
の

代
謝

反
応

の
最

終
産

物

が
，
そ

れ
に

至
る

酵
素

の
は

た
ら

き
を

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
。
こ

れ
に

よ
り

，
反

応
系

全
体

の
進

行

が
調

節
さ

れ
る

。
ま

た
，

酵
素

の
は

た
ら

き
は

さ
ま

ざ
ま

な
((
hh
))
 
外

的
条

件
に

左
右

さ
れ

る
。

さ
ら

に
，

酵
素

が
適

切
に

は
た

ら
く

た
め

に
((
ii
))
 
分

子
量

の
小

さ
な

有
機

物
が

必
要

な
場

合
も

あ
る

。

タ
ン

パ
ク

質
は

，
酵

素
の

他
に

も
((
jj
))
 
情

報
伝

達
を

は
じ

め
と

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
役

割
を

果
た

す
も

の
が

存
在

し
て

お
り

，
あ

ら
ゆ

る
側

面
か

ら
生

体
恒

常
性

に
関

わ
っ

て
い

る
。

 
問問

 
11
 

下
線

部
((
aa
))
 
に

つ
い

て
，

次
の
図図

の
ア

ミ
ノ

酸
の
基

本
構

造
を

参
照

し
，

二
つ

の
ア

ミ
ノ

酸

を
ペ

プ
チ

ド
結

合
で

繋
い

だ
構

造
式

を
図

示
せ

よ
。
ア

ミ
ノ

酸
の

側
鎖

は
，
い

ず
れ

も
R R
と

す
る

。

 
アア

 

   
 

 

問問
  
22
  

下
線

部
 ((
bb
))
  
に

つ
い

て
，

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

に
関

す
る

記
述

と
し

て
最

も
適

当
な

 

も
の

を
，

次
の

①
〜

⑤
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
   

11
  

 
 

①
 

α
ヘ

リ
ッ

ク
ス

構
造

と
は

，
1
本

の
ポ

リ
ペ

プ
チ

ド
が

水
素

結
合

に
よ

り
ジ

グ
ザ

グ
に

折
れ

曲
が

っ
た

構
造

で
あ

る
。

 
 

②
 

β
シ

ー
ト

構
造

と
は

，
1
本

の
ポ

リ
ペ

プ
チ

ド
で

離
れ

た
位

置
に

あ
る

ア
ミ

ノ
酸

の
間

で
水

素
結

合
が

形
成

さ
れ

，
ら

せ
ん

状
に

な
っ

た
構

造
で

あ
る

。
 

③
 

一
次

構
造

と
は

，
タ

ン
パ

ク
質

を
構

成
す

る
ア

ミ
ノ

酸
の

配
列

の
こ

と
で

あ
る

。
 

④
 

二
次

構
造

と
は

，
2
つ

の
シ

ス
テ

イ
ン

の
側

鎖
に

作
ら

れ
る

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

結
合

に
よ

り
形

成
さ

れ
る

立
体

構
造

で
あ

る
。

 

⑤
 

三
次

構
造

と
は

，
複

数
の

ポ
リ

ペ
プ

チ
ド

に
よ

っ
て

形
成

さ
れ

る
立

体
構

造
で

あ
る

。
 

 
問問
  
33
  

下
線

部
 ((
cc
))
  
に

つ
い

て
，

こ
の

現
象

を
何

と
い

う
か

答
え

よ
。

   
イイ

  
 

   
問問

  
44
  

下
線

部
 ((
dd
))
  
に

つ
い

て
，
酵酵
素素
でで
はは
なな
いい
もも
のの

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

 
①

〜
⑦

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

   
22
  

 
  

 
 

①
 

カ
タ

ラ
ー

ゼ
 

 
 

 
②

 
チ

ロ
キ

シ
ン

 
 

 
 

③
 

RN
A
ポ

リ
メ

ラ
ー

ゼ
 

 
 

 
④

 
リ

ゾ
チ

ー
ム

 
 

 
 

⑤
 

β
ガ

ラ
ク

ト
シ

ダ
ー

ゼ
 

 
 

 
⑥

 
ト

リ
プ

シ
ン

 
 

 
 

⑦
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
−
カ

リ
ウ

ム
AT

P
ア

ー
ゼ

 

   
問問

  
55
  

下
線

部
 ((
ee
))
  に

つ
い

て
，

こ
の

酵
素

の
特

性
を

何
と

い
う

か
答

え
よ

。
   
ウウ

  
 

   
問問

  
66
  

下
線

部
 ((
ff
))
  に

つ
い

て
，

酵
素

に
対

す
る

こ
の

よ
う

な
作

用
を

表
す

語
句

と
し

て
最

も
適

当

な
も

の
を

，
次

の
①

〜
⑤

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

   
33
  

 

  
 

 
①

 
競

争
的

阻
害

 
 

 
 

②
 

非
競

争
的

阻
害

 
 

 
 

③
 

相
加

的
阻

害
 

 
 

 
④

 
相

乗
的

阻
害

 
 

 
 

⑤
 

ア
ロ

ス
テ

リ
ッ

ク
阻

害
 

   
問問

  
77
  

下
線

部
 ((
gg
))
  
に

つ
い

て
，

こ
の

よ
う

な
酵

素
の

は
た

ら
き

の
抑

制
機

構
を

何
と

い
う

か
答

え

よ
。

   
エエ

  
 

  

− 52 − − 53 −



   
問問

  
88
  

下
線

部
 ((
hh
))
  
に

つ
い

て
，

酵
素

の
は

た
ら

き
に

影
響

を
与

え
る

外
的

条
件

に
関

す
る

記
述

と
 

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

〜
⑧

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

   
44
  

 
  

 
 

①
 

ア
ミ

ラ
ー

ゼ
は

，
pH

が
約

2
の

状
況

で
酵

素
の

反
応

速
度

が
最

大
に

な
る

。
 

 
 

 
②

 
ペ

プ
シ

ン
は

，
pH

が
約

8
の

状
況

で
酵

素
の

反
応

速
度

が
最

大
に

な
る

。
 

 
 

 
③

 
反

応
液

の
pH

が
高

く
な

る
に

つ
れ

て
酵

素
の

反
応

速
度

が
上

昇
し

，
や

が
て

一
定

と
な

る
。
 

 
 

 
④

 
反

応
液

の
pH

が
高

く
な

る
に

つ
れ

て
酵

素
の

反
応

速
度

は
上

昇
し

続
け

る
。

 

 
 

 
⑤

 
反

応
温

度
が

高
く

な
る

に
つ

れ
て

酵
素

の
反

応
速

度
が

上
昇

し
，

や
が

て
一

定
と

な
る

。
 

 
 

 
⑥

 
反

応
温

度
が

高
く

な
る

に
つ

れ
て

酵
素

の
反

応
速

度
は

上
昇

し
続

け
る

。
 

 
 

 
⑦

 
基

質
濃

度
が

高
く

な
る

に
つ

れ
て

酵
素

の
反

応
速

度
が

上
昇

し
，

や
が

て
一

定
と

な
る

。
 

 
 

 
⑧

 
基

質
濃

度
が

高
く

な
る

に
つ

れ
て

酵
素

の
反

応
速

度
は

上
昇

し
続

け
る

。
 

   
問問

  
99
  

下
線

部
 ((
ii
))
  
に

つ
い

て
，

こ
の

よ
う

な
物

質
の

総
称

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

 

①
〜

⑤
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
   

55
  

 
  

 
 

①
 

金
属

イ
オ

ン
 

 
 

 
②

 
ホ

ル
モ

ン
 

 
 

 
③

 
補

酵
素

 

 
 

 
④

 
オ

ペ
ロ

ン
 

 
 

 
 

⑤
 

セ
カ

ン
ド

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
 

   
問問

  
11
00
  

下
線

部
 ((
jj
))
  に

関
す

る
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

〜
⑤

の
う

ち
か

ら
 

一
つ

選
べ

。
   

66
  

 
  

 
 

①
 

受
容

体
タ

ン
パ

ク
質

は
す

べ
て

，
細

胞
膜

上
に

発
現

し
て

シ
グ

ナ
ル

分
子
（

リ
ガ

ン
ド

）
を

認
識

す
る

。
 

 
 

 
②

 
受

容
体

タ
ン

パ
ク

質
に

は
，

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル
の

機
能

を
有

す
る

も
の

が
あ

る
。

 

 
 

 
③

 
受

容
体

タ
ン

パ
ク

質
は

，
シ

グ
ナ

ル
分

子
（

リ
ガ

ン
ド

）
が

結
合

し
て

も
そ

の
立

体
構

造
は

変
化

し
な

い
。

 

 
 

 
④

 
受

容
体

タ
ン

パ
ク

質
が

活
性

化
し

て
も

，
遺

伝
子

発
現

の
変

化
を

介
し

た
細

胞
応

答
は

み
ら

れ
な

い
。

 

 
 

 
⑤

 
ヒ

ト
の

受
容

体
タ

ン
パ

ク
質

は
，

自
己

の
シ

グ
ナ

ル
分

子
（

リ
ガ

ン
ド

）
を

認
識

す
る

が
、

ウ
イ

ル
ス

や
細

菌
な

ど
自

己
以

外
に

由
来

す
る

も
の

は
認

識
し

な
い

。
 

   
  

 第第
22
問問

 
ヒ

ト
の

体
内

環
境

に
関

す
る

((
AA
))
・・

((
BB
))
の

文
章

を
読

み
，

問
い

（
問問

11
～～

99
）

に
答

え
よ

。
 

 
((
AA
))
  

ヒ
ト

の
場

合
，

体
液

は
，

組
織

液
，
((
aa
))
  血

液
，

リ
ン
パ

液
の

液
体

成
分

か
ら

な
る

。
血

液
は

血
管

を
通

っ
て

体
内

を
循

環
し

て
お

り
，

細
胞

の
呼

吸
に

必
要

な
酸

素
や

栄
養

分
，

細
胞

が
放

出

し
た

二
酸

化
炭

素
や

老
廃

物
を

，
か

ら
だ

の
適

切
な

場
所

に
運

搬
す

る
。

ま
た

，
体

内
に

は
，

皮

膚
や

血
管

が
傷

つ
い

た
と

き
に

す
ぐ

に
修

復
す

る
し

く
み

が
備

わ
っ

て
い

る
。

血
管

が
損

傷
し

て

出
血

す
る

と
，
傷

口
に

  
オオ

 
 が

集
ま

り
か

た
ま

り
を

つ
く

る
。
 
オオ

 
 か

ら
放

出
さ

れ
る

血

液
凝

固
因

子
な

ど
の

は
た

ら
き

に
よ

っ
て

  
77
--
11
  

が
  

77
--
22
  

に
な

る
。

  
77
--
22
  

は
  

77
--
33
  

を
 

  
 77

--
44
  

に
変

化
さ

せ
，

こ
れ

が
繊

維
状

に
な

っ
て

血
ぺ

い
と

な
る

。
血

管
が

傷
つ

い
た

と
き

に
修

復
作

用
が

不
十

分
で

あ
る

と
，

傷
口

か
ら

病
原

体
が

侵
入

し
や

す
く

な
る

。
((
bb
))
  
血

管
が

傷
つ

い

た
直

後
に

，
傷

口
付

近
で

病
原

体
に

対
す

る
防

御
反

応
が

起
こ

る
。

 

 
問問

  
11
 

文
章

中
の

空
欄

 
 
オオ

 
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

答
え

よ
。
 

 
問問

  
22
  

文
章

中
の

空
欄

 
 77
--
11
  

～
  

77
--
44
  

に
当

て
は

ま
る

語
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

最
も

適
当

な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑧
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
   

77
  

 
  

 77
--
11

  
 77

--
22

  
 77

--
33

  
 77

--
44

  
①

 
ト

ロ
ン

ビ
ン

 
プ

ロ
ト

ロ
ン

ビ
ン

 
フ

ィ
ブ

リ
ン

 
フ

ィ
ブ

リ
ノ

ー
ゲ

ン
 

②
 

ト
ロ

ン
ビ

ン
 

プ
ロ

ト
ロ

ン
ビ

ン
 

フ
ィ

ブ
リ

ノ
ー

ゲ
ン

 
フ

ィ
ブ

リ
ン

 

③
 

プ
ロ

ト
ロ

ン
ビ

ン
 

ト
ロ

ン
ビ

ン
 

フ
ィ

ブ
リ

ン
 

フ
ィ

ブ
リ

ノ
ー

ゲ
ン

 

④
 

プ
ロ

ト
ロ

ン
ビ

ン
 

ト
ロ

ン
ビ

ン
 

フ
ィ

ブ
リ

ノ
ー

ゲ
ン

 
フ

ィ
ブ

リ
ン

 

⑤
 

フ
ィ

ブ
リ

ン
 

フ
ィ

ブ
リ

ノ
ー

ゲ
ン

 
ト

ロ
ン

ビ
ン

 
プ

ロ
ト

ロ
ン

ビ
ン

 

⑥
 

フ
ィ

ブ
リ

ン
 

フ
ィ

ブ
リ

ノ
ー

ゲ
ン

 
プ

ロ
ト

ロ
ン

ビ
ン

 
ト

ロ
ン

ビ
ン

 

⑦
 

フ
ィ

ブ
リ

ノ
ー

ゲ
ン

 
フ

ィ
ブ

リ
ン

 
ト

ロ
ン

ビ
ン

 
プ

ロ
ト

ロ
ン

ビ
ン

 

⑧
 

フ
ィ

ブ
リ

ノ
ー

ゲ
ン

 
フ

ィ
ブ

リ
ン

 
プ

ロ
ト

ロ
ン

ビ
ン

 
ト

ロ
ン

ビ
ン

 

       

 

生生
物物
基基
礎礎
，，
生生
物物

  

ママ
ーー
クク
式式
解解
答答
番番
号号

 
 
 
１１

 
 ～

 
 

33
11
 

 

記記
述述
式式
解解
答答
番番
号号

 
 

 
 
アア

 
 ～

 
 
テテ

 
 

  

第第
11
問問

 
タ

ン
パ

ク
質

に
関

す
る

次
の

文
章

を
読

み
，

下
の

問
い

（
問問

11
～～

11
00
）

に
答

え
よ

。
 

 
生

体
内

で
は

た
ら

く
さ

ま
ざ

ま
な

タ
ン

パ
ク

質
に

よ
り

，
生

命
活

動
が

支
え

ら
れ

て
い

る
。
タ

ン
パ

ク
質

は
，
多

数
の

ア
ミ

ノ
酸

が
 
((
aa
))
  
ペ

プ
チ

ド
結

合
に

よ
り

連
結

さ
れ

る
こ

と
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

タ
ン

パ
ク

質
が

適
切

に
は

た
ら

く
た

め
に

は
，

((
bb
))
  正

し
い

構
造

を
と

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
，

 
((
cc
))
  立

体
構

造
の

変
化

に
よ

り
，
タ

ン
パ

ク
質

の
性

質
や

機
能

に
変

化
が

生
じ

る
。
((
dd
))
  
酵

素
は

，
生

体
内

の
さ

ま
ざ

ま
な

化
学

反
応

を
触

媒
す

る
タ

ン
パ

ク
質

で
あ

る
。
酵

素
に

は
，
特

有
の

立
体

構
造

を

も
つ

活
性

部
位

が
存

在
し

，
こ

の
構

造
に

よ
っ

て
 
((
ee
))
  特

定
の

基
質

に
の

み
作

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
し

か
し

な
が

ら
，
((
ff
))
  
基

質
の

構
造

と
よ

く
似

た
物

質
は

，
酵

素
の

活
性

部
位

に
結

合
し

て
そ

の

は
た

ら
き

を
抑

制
す

る
。
こ

れ
を

応
用

し
た

例
に
「

く
す

り
」
が

あ
り

，
病

気
の

進
行

に
関

わ
る

酵
素

の
は

た
ら

き
を

抑
制

す
る

こ
と

で
，

病
気

を
治

療
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
生

体
内

で
の

酵
素

の
は

た
ら

き
を

調
節

す
る

し
く

み
と

し
て

，
((
gg
))
  一

連
の

代
謝

反
応

の
最

終
産

物

が
，
そ

れ
に

至
る

酵
素

の
は

た
ら

き
を

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

る
。
こ

れ
に

よ
り

，
反

応
系

全
体

の
進

行

が
調

節
さ

れ
る

。
ま

た
，

酵
素

の
は

た
ら

き
は

さ
ま

ざ
ま

な
 
((
hh
))
  
外

的
条

件
に

左
右

さ
れ

る
。

さ
ら

に
，

酵
素

が
適

切
に

は
た

ら
く

た
め

に
 ((

ii
))
  
分

子
量

の
小

さ
な

有
機

物
が

必
要

な
場

合
も

あ
る

。
 

 
タ

ン
パ

ク
質

は
，

酵
素

の
他

に
も

 ((
jj
))
  
情

報
伝

達
を

は
じ

め
と

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
役

割
を

果
た

す
も

の
が

存
在

し
て

お
り

，
あ

ら
ゆ

る
側

面
か

ら
生

体
恒

常
性

に
関

わ
っ

て
い

る
。

 

   
問問

  
11
  

下
線

部
 ((
aa
))
  
に

つ
い

て
，

次
の
図図

の
ア

ミ
ノ

酸
の
基

本
構

造
を

参
照

し
，

二
つ

の
ア

ミ
ノ

酸

を
ペ

プ
チ

ド
結

合
で

繋
い

だ
構

造
式

を
図

示
せ

よ
。
ア

ミ
ノ

酸
の

側
鎖

は
，
い

ず
れ

も
RR
と

す
る

。
 

   
アア

  
 

       
  

 

問問
  
22
  

下
線

部
 ((
bb
))
  
に

つ
い

て
，

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

に
関

す
る

記
述

と
し

て
最

も
適

当
な

 

も
の

を
，

次
の

①
〜

⑤
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
   

11
  

 
 

①
 

α
ヘ

リ
ッ

ク
ス

構
造

と
は

，
1
本

の
ポ

リ
ペ

プ
チ

ド
が

水
素

結
合

に
よ

り
ジ

グ
ザ

グ
に

折
れ

曲
が

っ
た

構
造

で
あ

る
。

 
 

②
 

β
シ

ー
ト

構
造

と
は

，
1
本

の
ポ

リ
ペ

プ
チ

ド
で

離
れ

た
位

置
に

あ
る

ア
ミ

ノ
酸

の
間

で
水

素
結

合
が

形
成

さ
れ

，
ら

せ
ん

状
に

な
っ

た
構

造
で

あ
る

。
 

③
 

一
次

構
造

と
は

，
タ

ン
パ

ク
質

を
構

成
す

る
ア

ミ
ノ

酸
の

配
列

の
こ

と
で

あ
る

。
 

④
 

二
次

構
造

と
は

，
2
つ

の
シ

ス
テ

イ
ン

の
側

鎖
に

作
ら

れ
る

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

結
合

に
よ

り
形

成
さ

れ
る

立
体

構
造

で
あ

る
。

 

⑤
 

三
次

構
造

と
は

，
複

数
の

ポ
リ

ペ
プ

チ
ド

に
よ

っ
て

形
成

さ
れ

る
立

体
構

造
で

あ
る

。
 

 
問問

  
33
  

下
線

部
 ((
cc
))
  
に

つ
い

て
，

こ
の

現
象

を
何

と
い

う
か

答
え

よ
。

   
イイ

  
 

   
問問

  
44
  

下
線

部
 ((
dd
))
  
に

つ
い

て
，
酵酵
素素
でで
はは
なな
いい
もも
のの

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

 
①

〜
⑦

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

   
22
  

 
  

 
 

①
 

カ
タ

ラ
ー

ゼ
 

 
 

 
②

 
チ

ロ
キ

シ
ン

 
 

 
 

③
 

RN
A
ポ

リ
メ

ラ
ー

ゼ
 

 
 

 
④

 
リ

ゾ
チ

ー
ム

 
 

 
 

⑤
 

β
ガ

ラ
ク

ト
シ

ダ
ー

ゼ
 

 
 

 
⑥

 
ト

リ
プ

シ
ン

 
 

 
 

⑦
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
−
カ

リ
ウ

ム
AT

P
ア

ー
ゼ

 

   
問問

  
55
  

下
線

部
 ((
ee
))
  に

つ
い

て
，

こ
の

酵
素

の
特

性
を

何
と

い
う

か
答

え
よ

。
   
ウウ

  
 

   
問問

  
66
  

下
線

部
 ((
ff
))
  に

つ
い

て
，

酵
素

に
対

す
る

こ
の

よ
う

な
作

用
を

表
す

語
句

と
し

て
最

も
適

当

な
も

の
を

，
次

の
①

〜
⑤

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

   
33
  

 

  
 

 
①

 
競

争
的

阻
害

 
 

 
 

②
 

非
競

争
的

阻
害

 
 

 
 

③
 

相
加

的
阻

害
 

 
 

 
④

 
相

乗
的

阻
害

 
 

 
 

⑤
 

ア
ロ

ス
テ

リ
ッ

ク
阻

害
 

   
問問

  
77
  

下
線

部
 ((
gg
))
  
に

つ
い

て
，

こ
の

よ
う

な
酵

素
の

は
た

ら
き

の
抑

制
機

構
を

何
と

い
う

か
答

え

よ
。

   
エエ

  
 

  

− 52 − − 53 −



 

問問
  
33
 

下
線

部
 
((
aa
))
  
に

つ
い

て
，

血
液

の
成

分
に

関
す

る
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
 

①
～

⑤
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
   

88
  

 
 

①
  

血
液

は
，

有
形

成
分

の
血

球
と

液
体

成
分

の
血

清
と

か
ら

な
る

。
 

②
 

ヒ
ト

血
液

の
有

形
成

分
の

う
ち

，
最

も
数

が
多

い
の

は
白

血
球

で
あ

る
。

 

③
 

ヒ
ト

血
液

の
有

形
成

分
の

う
ち

，
最

も
大

き
い

の
は

赤
血

球
で

あ
る

。
 

④
 

白
血

球
は

核
を

持
た

な
い

。
 

⑤
 

す
べ

て
の

血
球

は
，

骨
髄

の
造

血
幹

細
胞

か
ら

つ
く

ら
れ

る
。

 

 

問問
  
44
  

下
線

部
 ((
bb
))
  
に

関
す

る
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 
 

9 9
 

 
 

①
  

傷
口

を
防

ぐ
た

め
に

角
質

層
が

形
成

さ
れ

る
。

 

②
 

マ
ク

ロ
フ

ァ
ー

ジ
が

傷
口

付
近

で
病

原
体

を
取

り
込

む
。

 

③
 

ナ
チ

ュ
ラ

ル
キ

ラ
ー

（
N

K
）

細
胞

が
，

傷
口

か
ら

侵
入

し
た

病
原

体
を

直
接

攻
撃

す
る

。
 

④
 

抗
体

産
生

細
胞

（
形

質
細

胞
）

が
傷

口
の

組
織

に
集

ま
っ

て
，

侵
入

し
て

き
た

病
原

体
に

 

対
す

る
抗

体
を

放
出

す
る

。
 

⑤
 

ヘ
ル

パ
ー

T
細

胞
が

，
傷

口
か

ら
侵

入
し

た
病

原
体

を
直

接
攻

撃
す

る
。

 

 
((
BB
))
  

ヒ
ト

を
含

む
多

く
の

動
物

で
は

，
生

命
活

動
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と
し

て
 
 
カカ

 
 
を

利
用

し
て

い
る

。
食

物
中

の
デ

ン
プ

ン
は

消
化

管
で

消
化

さ
れ

，
 
カカ

 
 
に

分
解

さ
れ

る
。

 
カカ

 
 
は

小

腸
で

吸
収

さ
れ

，
血

液
に

よ
っ

て
全

身
の

細
胞

に
供

給
さ

れ
，
一

部
は

 
 

11
00
  

 
で

貯
蔵

さ
れ

る
。

健
康

な
ヒ

ト
の

場
合

，
血

糖
濃

度
は

食
事

の
直

後
に

あ
が

る
が

，
そ

の
後

は
徐

々
に

下
が

っ
て

い

き
，

標
準

値
の

範
囲

内
ま

で
下

が
る

と
一

定
の

範
囲

内
に

維
持

さ
れ

る
。

こ
の

血
糖

濃
度

の
調

節

に
は

，
 

1 1
11
  

 
か

ら
分

泌
さ

れ
る

 ((
cc
))
 
ホ

ル
モ

ン
が

深
く

関
わ

っ
て

い
る

。
 

 
問問

  
55
 

文
章

中
の

空
欄

 
 
カカ

 
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

答
え

よ
。

 
      

 

問問
  
66
 

文
章

中
の

空
欄

 
 

11
00
  

 
，

 
11
11
  

 
に

当
て

は
ま

る
臓

器
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
図

の
①

～
⑦

の
う

ち
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
一

つ
ず

つ
選

べ
。

  

 

 
 問問

  
77
  

下
線

部
 ((
cc
))
  
に

つ
い

て
，
ラ

ン
ゲ

ル
ハ

ン
ス

島
B
細

胞
か

ら
分

泌
さ

れ
る

高
血

糖
時

に
は

た
ら

く
ホ

ル
モ

ン
は

何
か

答
え

よ
。

  
 
キキ

 
 

 問問
  
88
  

血
糖

濃
度

の
調

節
に

は
，

内
分

泌
系

だ
け

で
は

な
く

，
自

律
神

経
系

も
関

与
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

低
血

糖
時

に
副

腎
髄

質
か

ら
分

泌
さ

れ
る

ホ
ル

モ
ン

は
何

か
答

え
よ

。
 
 
ク ク

 
 

  問問
  
99
 

糖
尿

病
は

さ
ま

ざ
ま

な
合

併
症

を
引

き
お

こ
す

。
糖

尿
病

の
慢

性
的

な
合

併
症

と
し

て
最最
もも

  

適適
当当
でで
なな
いい
もも
のの

を
，

次
の

①
～

⑥
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 
 

11
22
  

 
 

①
  

網
膜

症
  

  
  

  
  

②
 

腎
症

 
 

 
 

 
③

 
末

梢
神

経
障

害
 

④
 

脳
梗

塞
 

 
 

 
 

⑤
 

心
筋

梗
塞

 
 

 
⑥

 
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
（

エ
イ

ズ
）

 
 

  
 

①①

➁➁
③③

④④

⑥⑥ ⑦⑦⑤⑤

− 54 − − 55 −



 第第
33
問問

 
次

の
((
AA
))
・
((
BB
))
の

文
章

を
読

み
，

問
い

（
問問

11
～～

99
）

に
答

え
よ

。
 

 

((
AA
))
  

D
N

A
の

塩
基

配
列

に
存

在
す

る
遺

伝
情

報
を

解
析

す
る

に
は

，
解

析
し

た
い

微
量

D
N

A
を

試

験
管

内
で

短
時

間
に

大
量

に
増

や
す

 
((
aa
))
  
PC

R（
ポ

リ
メ

ラ
ー

ゼ
連

鎖
反

応
）

法
や

，
D

N
A
の

大
き

さ
（

分
子

量
）
に

よ
っ

て
分

離
す

る
 
((
bb
))
  
電

気
泳

動
法

な
ど

が
利

用
さ

れ
る

。
ま

た
，

D
N

A
の

塩
基

配
列

を
解

析
す

る
場

合
，
調

べ
た

い
D

N
A
の

一
方

の
鎖

を
鋳

型
と

し
て

，
相

補
的

な
D

N
A

鎖
を

合
成

さ
せ

る
と

き
，
材

料
と

な
る

ヌ
ク

レ
オ

シ
ド

三
リ

ン
酸

の
中

に
，
 

11
33
  

  
を

少
量

混
ぜ

て
お

く
と

，
 

11
33
  

 
を

取
り

込
ん

だ
D

N
A
は

，
そ

こ
で

D
N

A
合

成
が

停
止

し
，
さ

ま
ざ

ま
な

長
さ

の
D

N
A
断

片
が

で
き

る
。

さ
ら

に
こ

の
反

応
で

は
，

合
成

基
質

と
な

る
塩

基
ご

と
に

異
な

る
標

識
を

つ
け

る
こ

と
で

D
N

A
断

片
の

長
さ

に
応

じ
た

塩
基

配
列

を
順

番
に

読
み

取
る

こ
と

が

で
き

る
。

こ
の

よ
う

な
D

N
A
塩

基
配

列
解

析
方

法
は

，
開

発
者

の
名

前
に

ち
な

ん
で

 
 
ケ ケ

 
 

法
と

よ
ば

れ
る

。
 

  

問問
  
11
 

文
章

中
の

空
欄

 
 

11
33
  

 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

う
ち

か
ら

一
つ

 

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
リ

ボ
ヌ

ク
レ

オ
シ

ド
二

リ
ン

酸
 

 
 

 
②

 
リ

ボ
ヌ

ク
レ

オ
シ

ド
三

リ
ン

酸
 

 
 

 
③

 
デ

オ
キ

シ
リ

ボ
ヌ

ク
レ

オ
シ

ド
二

リ
ン

酸
 

 
 

 
④

 
デ

オ
キ

シ
リ

ボ
ヌ

ク
レ

オ
シ

ド
三

リ
ン

酸
 

 
 

 
⑤

 
ジ

デ
オ

キ
シ

リ
ボ

ヌ
ク

レ
オ

シ
ド

二
リ

ン
酸

 

 
 

 
⑥

 
ジ

デ
オ

キ
シ

リ
ボ

ヌ
ク

レ
オ

シ
ド

三
リ

ン
酸

 

               

   
問問

  
22
 

下
線

部
 ((
aa
))
  
に

関
す

る
記

述
と

し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
〜

⑤
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 
 

1 1
44
  

 

  
 

 
①

 
PC

R
法

で
は

，
増

や
し

た
い

任
意

の
D

N
A
塩

基
配

列
の

部
分

を
挟

み
込

む
よ

う
に

人
工

的

に
合

成
し

た
2
種

類
の

D
N

A
プ

ラ
イ

マ
ー

を
使

用
す

る
。
 

 
 

 
②

 
PC

R
反

応
で

は
，

A，
C，

G
，

T
の

う
ち

，
い

ず
れ

か
1
種

類
の

塩
基

を
含

む
ヌ

ク
レ

オ

チ
ド

の
み

を
使

用
す

る
。

 

 
 

 
③

 
PC

R
反

応
は

，
約

95
℃

で
加

熱
す

る
変

性
 
→

 
50

〜
60

℃
で

の
鋳

型
D

N
A
へ

の
プ

ラ
イ

マ
ー

の
結

合
 
→

 
約

72
℃

で
の

ポ
リ

メ
ラ

ー
ゼ

に
よ

る
伸

長
反

応
，

を
く

り
返

す
こ

と
で

D
N

A
が

増
幅

さ
れ

る
。

 

 
 

 
④

 
PC

R
法

で
使

用
す

る
ポ

リ
メ

ラ
ー

ゼ
は

，
約

95
℃

で
加

熱
し

て
も

失
活

し
に

く
い

耐
熱

性

を
も

つ
も

の
が

用
い

ら
れ

る
。

 

 
 

 
⑤

 
PC

R
法

は
，
個

人
を

識
別

す
る

D
N

A
鑑

定
や

ウ
イ

ル
ス

感
染

の
診

断
に

用
い

る
こ

と
が

で

き
る

。
 

   
問問

  
33
 

下
線

部
 ((
bb
))
  
に

関
す

る
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

〜
⑤

の
う

ち
か

ら
一

つ
 

選
べ

。
 
 

1 1
55
  

 

  
 

 
①

 
D

N
A
は

正
に

帯
電

し
て

お
り

，
電

流
を

流
す

と
ゲ

ル
中

を
陰

極
に

む
か

っ
て

移
動

す
る

。
 

 
 

 
②

 
長

さ
の

異
な

る
D

N
A
断

片
を

電
気

泳
動

し
た

場
合

，
短

い
D

N
A
断

片
は

，
長

い
D

N
A

断
片

と
比

べ
て

移
動

距
離

が
短

い
。

 

 
 

 
③

 
マ

ー
カ

ー
D

N
A
を

PC
R
で

増
幅

し
た

D
N

A
と
混

合
し

て
電

気
泳

動
す

る
こ

と
で

，
目

的

の
D

N
A
断

片
の

大
き

さ
を

推
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
 

 
④

 
電

気
泳

動
法

で
は

，
D

N
A
だ

け
で

な
く

，
RN

A
も

大
き

さ
に

よ
っ

て
分

離
す

る
こ

と
が

 

で
き

る
。

 

 
 

 
⑤

 
制

限
酵

素
で

1
カ

所
切

断
し

た
プ

ラ
ス

ミ
ド

D
N

A
を

電
気

泳
動

法
で

解
析

す
る

と
，

2
本

の
バ

ン
ド

が
観

察
さ

れ
る

。
 

  

 

問問
  
33
 

下
線

部
 
((
aa
))
  
に

つ
い

て
，

血
液

の
成

分
に

関
す

る
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
 

①
～

⑤
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
   

88
  

 
 

①
  

血
液

は
，

有
形

成
分

の
血

球
と

液
体

成
分

の
血

清
と

か
ら

な
る

。
 

②
 

ヒ
ト

血
液

の
有

形
成

分
の

う
ち

，
最

も
数

が
多

い
の

は
白

血
球

で
あ

る
。

 

③
 

ヒ
ト

血
液

の
有

形
成

分
の

う
ち

，
最

も
大

き
い

の
は

赤
血

球
で

あ
る

。
 

④
 

白
血

球
は

核
を

持
た

な
い

。
 

⑤
 

す
べ

て
の

血
球

は
，

骨
髄

の
造

血
幹

細
胞

か
ら

つ
く

ら
れ

る
。

 

 

問問
  
44
  

下
線

部
 ((
bb
))
  
に

関
す

る
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 
 

99
 

 
 

①
  

傷
口

を
防

ぐ
た

め
に

角
質

層
が

形
成

さ
れ

る
。

 

②
 

マ
ク

ロ
フ

ァ
ー

ジ
が

傷
口

付
近

で
病

原
体

を
取

り
込

む
。

 

③
 

ナ
チ

ュ
ラ

ル
キ

ラ
ー

（
N

K
）

細
胞

が
，

傷
口

か
ら

侵
入

し
た

病
原

体
を

直
接

攻
撃

す
る

。
 

④
 

抗
体

産
生

細
胞

（
形

質
細

胞
）

が
傷

口
の

組
織

に
集

ま
っ

て
，

侵
入

し
て

き
た

病
原

体
に

 

対
す

る
抗

体
を

放
出

す
る

。
 

⑤
 

ヘ
ル

パ
ー

T
細

胞
が

，
傷

口
か

ら
侵

入
し

た
病

原
体

を
直

接
攻

撃
す

る
。

 

 
((
BB
))
  

ヒ
ト

を
含

む
多

く
の

動
物

で
は

，
生

命
活

動
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と
し

て
 
 
カカ

 
 
を

利
用

し
て

い
る

。
食

物
中

の
デ

ン
プ

ン
は

消
化

管
で

消
化

さ
れ

，
 
カカ

 
 
に

分
解

さ
れ

る
。

 
カカ

 
 
は

小

腸
で

吸
収

さ
れ

，
血

液
に

よ
っ

て
全

身
の

細
胞

に
供

給
さ

れ
，
一

部
は

 
 

11
00
  

 
で

貯
蔵

さ
れ

る
。

健
康

な
ヒ

ト
の

場
合

，
血

糖
濃

度
は

食
事

の
直

後
に

あ
が

る
が

，
そ

の
後

は
徐

々
に

下
が

っ
て

い

き
，

標
準

値
の

範
囲

内
ま

で
下

が
る

と
一

定
の

範
囲

内
に

維
持

さ
れ

る
。

こ
の

血
糖

濃
度

の
調

節

に
は

，
 

11
11
  

 
か

ら
分

泌
さ

れ
る

 ((
cc
))
 
ホ

ル
モ

ン
が

深
く

関
わ

っ
て

い
る

。
 

 
問問

  
55
 

文
章

中
の

空
欄

 
 
カカ

 
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

答
え

よ
。

 
      

 

問問
  
66
 

文
章

中
の

空
欄

 
 

11
00
  

 
，

 
11
11
  

 
に

当
て

は
ま

る
臓

器
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
図

の
①

～
⑦

の
う

ち
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
一

つ
ず

つ
選

べ
。

  

 

 
 問問

  
77
  

下
線

部
 ((
cc
))
  
に

つ
い

て
，
ラ

ン
ゲ

ル
ハ

ン
ス

島
B
細

胞
か

ら
分

泌
さ

れ
る

高
血

糖
時

に
は

た
ら

く
ホ

ル
モ

ン
は

何
か

答
え

よ
。

  
 
キキ

 
 

 問問
  
88
  

血
糖

濃
度

の
調

節
に

は
，

内
分

泌
系

だ
け

で
は

な
く

，
自

律
神

経
系

も
関

与
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

低
血

糖
時

に
副

腎
髄

質
か

ら
分

泌
さ

れ
る

ホ
ル

モ
ン

は
何

か
答

え
よ

。
 
 
クク

 
 

  問問
  
99
 

糖
尿

病
は

さ
ま

ざ
ま

な
合

併
症

を
引

き
お

こ
す

。
糖

尿
病

の
慢

性
的

な
合

併
症

と
し

て
最最
もも

  

適適
当当
でで
なな
いい
もも
のの

を
，

次
の

①
～

⑥
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 
 

11
22
  

 
 

①
  

網
膜

症
  

  
  

  
  

②
 

腎
症

 
 

 
 

 
③

 
末

梢
神

経
障

害
 

④
 

脳
梗

塞
 

 
 

 
 

⑤
 

心
筋

梗
塞

 
 

 
⑥

 
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
（

エ
イ

ズ
）

 
 

  
 

①①

➁➁
③③

④④

⑥⑥ ⑦⑦⑤⑤

− 54 − − 55 −



 

問問
  
44
 

文
章

中
の

空
欄

 
 
ケケ

  
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

答
え

よ
。

 

 

問 問
  
55
 

細
胞

や
組

織
か

ら
抽

出
し

た
す

べ
て

の
m

RN
A
の

塩
基

配
列

を
読

み
取

る
こ

と
で

，
す

べ
て

の
遺

伝
子

の
転

写
量

を
見

積
も

る
解

析
方

法
が

あ
る

。
こ

の
解

析
方

法
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の

を
，

次
の

①
〜

⑥
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 
 

1 1
66
  

 

  
 

 
①

 
RN

A
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

解
析

 
 

 
 

 
 

 
②

 
遺

伝
子

組
換

え
法

 

 
 

 
③

 
ゲ

ノ
ム

編
集

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

④
 

遺
伝

子
導

入
法

 

 
 

 
⑤

 
ノ

ッ
ク

ア
ウ

ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
⑥

 
RN

A
干

渉
（

RN
Ai

）
 

  

((
BB
))
 

ヒ
ト

全
塩

基
配

列
の

解
読

を
目

的
と

し
た

取
り

組
み

は
，
  
ココ

  
 
と

呼
ば

れ
，
そ

の
解

析
の

結

果
よ

り
，

ヒ
ト

の
D

N
A
は

約
 
 

11
77
  

 
塩

基
対

か
ら

な
り

，
ア

ミ
ノ

酸
を

指
定

す
る

塩
基

配
列

は
全

塩
基

配
列

の
 
 

11
88
  

 
%
程

度
で

あ
る

こ
と

な
ど

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
ま

た
，

個
人

の
塩

基
配

列
を

比
較

す
る

こ
と

で
，

塩
基

配
列

の
個

人
差

を
も

と
に

，
((
cc
))
  
個

々
の

体
質

に
合

っ
た

病

気
の

治
療

や
予

防
を

目
指

し
た

医
療

の
研

究
も

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

一
方

，
遺

伝
子

を
取

り
扱

う
技

術
の

発
達

に
よ

り
，

生
命

の
根

幹
で

あ
る

遺
伝

子
を

操
作

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
れ

に
伴

い
，

さ
ま

ざ
ま

な
規

制
や

法
律

な
ど

に
よ

っ
て

遺
伝

子
組

換
え

実

験
方

法
や

設
備

な
ど

は
国

内
外

で
規

制
さ

れ
て

い
る

。
  
ササ

  
 
議

定
書

は
，

遺
伝

子
組

換
え

生

物
に

よ
る

生
態

系
へ

の
影

響
の

防
止

を
目

的
と

し
て

，
そ

の
安

全
な

移
送

や
取

り
扱

い
，

利
用

に

つ
い

て
規

定
し

て
い

る
。

 

  
問 問

  
66
 

文
章

中
の

空
欄

 
  
ココ

  
  
，

  
ササ

  
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

そ
れ

ぞ
れ

答
え

よ
。

 

   
問問

  
77
 

文
章

中
の

空
欄

 
 
11
77
  

 
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

う
ち

か
ら

 

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
3
億

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ②

 
6
億

 
 

 
 

 
 

 
 

 ③
 

30
億

 

 
 

 
④

 
60

億
 

 
 

 
 

 
 

 
 ⑤

 
30

兆
 

 
 

 
 

 
 

 
⑥

 
60

兆
 

 

   
問問

  
88
 

文
章

中
の

空
欄

 
 
11
88
  

 
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑤
の

う
ち

か
ら

 

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
0.

00
2 

 
 

 
 

 
 

②
 

0.
02

 
 

 
 

 
 

 
 

 
③

 
0.

2 

 
 

 
④

 
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
⑤

 
20

 

   
問問

  
99
 

下
線

部
 ((
cc
))
 
が

示
す

よ
う

な
個

人
の

遺
伝

子
情

報
を

も
と

に
し

た
医

療
を

何
と

い
う

か
答

え

よ
。

 
  
シシ

  
 

          
  

− 56 − − 57 −



 第第
44
問問

 
次

の
((
AA
))
・
((
BB
))
の

文
章

を
読

み
，

問
い

（
問問

11
～～

99
）

に
答

え
よ

。
 

  
((
AA
))
  

シ
ョ

ウ
ジ

ョ
ウ

バ
エ

の
卵

で
は

，
母

性
因

子
の

局
在

が
み

ら
れ

，
卵

の
前

後
に

局
在

す
る

m
RN

A
が

，
胚

の
前

後
軸

の
形

成
に

お
い

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

下
の
図図

11
は

，
体

節
の

形

成
に

関
わ

る
遺

伝
子

群
の

段
階

的
な

発
現

調
節

を
模

式
的

に
示

し
た

も
の

で
あ

る
。

未
受

精
卵

に

お
い

て
，

卵
の

前
方

に
は

  
11
99
--
11
  

 と
い

う
遺

伝
子

の
m

RN
A
が

，
後

方
に

は
  

11
99
--
22
  
  と

い

う
遺

伝
子

の
m

RN
A
が

局
在

す
る

。
受

精
後

，
こ

れ
ら

の
m

RN
A
が

そ
れ

ぞ
れ

翻
訳

さ
れ

，
タ

ン
パ

ク
質

の
合

成
・

拡
散

に
よ

っ
て

濃
度

勾
配

が
形

成
さ

れ
る

と
，

こ
の

濃
度

勾
配

が
卵

に
お

け

る
相

対
的

な
位

置
情

報
と

な
り

，
胚

の
前

後
軸

が
形

成
さ

れ
る

。
 

前
後

軸
が

形
成

さ
れ

る
と

，
前

後
軸

に
そ

っ
て

体
節

と
い

う
連

続
す

る
区

切
ら

れ
た

構
造

を
も

つ
幼

虫
の

体
が

形
成

さ
れ

る
。
図図

11
の

よ
う

に
，
((
aa
))
  体

節
構
造

は
，

胚
の

前
後

軸
に

そ
っ

た
領

域
ご

と
に

，
複

数
の

調
節

遺
伝

子
が

は
た

ら
く

こ
と

で
形

成
さ

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

，
体

節
を

つ

く
る

と
き

に
は

た
ら

く
遺

伝
子

を
ま

と
め

て
  

22
00
  

 遺
伝

子
と

い
う
。
((
bb
))
  
成

虫
の

触
角

や
は

ね

が
ど

の
体

節
に

つ
く

ら
れ

る
か

は
，

幼
虫

の
時

期
に

す
で

に
決

ま
っ

て
い

る
。

 
 

 
図図

11
  

              

   
問問

  
11
  

文
章

中
の

空
欄

 
 11
99
--
11
  
 
,
 
  
11
99
--
22
  
 
に

当
て

は
ま
る

語
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

最
も

適
当

 

 
 

 
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑨
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 
 

11
99
  

 

   
 

 
 

 
 
 
11
99
--
11
  
   

  
  

  
  

  
  

 11
99
--
22
  
  

 
 

 
①

 
ナ

ノ
ス

 
 

 
 

 
 

 
ビ

コ
イ

ド
 

 
 

 
②

 
ナ

ノ
ス

 
 

 
 

 
 

 
オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ
ー

 

 
 

 
③

 
ナ

ノ
ス

 
 

 
 

 
 

 
β

カ
テ

ニ
ン

 

 
 

 
④

 
ビ

コ
イ

ド
 

 
 

 
 

 
ナ

ノ
ス

 

 
 

 
⑤

 
ビ

コ
イ

ド
 

 
 

 
 

 
オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ
ー

 

 
 

 
⑥

 
ビ

コ
イ

ド
 

 
 

 
 

 
β

カ
テ

ニ
ン

 

 
 

 
⑦

 
オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ
ー

 
 

 
ビ

コ
イ

ド
 

 
 

 
⑧

 
オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ
ー

 
 

 
ナ

ノ
ス

 

 
 

 
⑨

 
オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ
ー

 
 

 
β

カ
テ

ニ
ン

 

   
問問

  
22
  

文
章

中
の

空
欄

 
 
22
00
  

 
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

当
な

語
を

，
次

の
①

〜
⑥

の
う

ち
か

ら
一

つ
 

選
べ

。
  

    
  

  
①

 
分

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
 

分
断

 
 

 
 

 
 

 
 

 
③

 
分

節
 

 
 

 
④

 
関

節
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⑤
 

結
節

 
 
 
 

 
 
 
 
 

⑥
 

誘
導

 

    
問問

  
33
 

下
線

部
 ((
aa
))
  
に

つ
い

て
，
図図

11
中

の
空

欄
 
  
22
11
--
11
  
 
〜

 
  
22
11
--
33
  
 
に

当
て

は
ま

る
語

の
 

組
み

合
わ

せ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

 
 

22
11
  

 

  

 
  
22
11
--
11
  
 

  
22
11
--
22
  
 

  
22
11
--
33
  
 

①
 

ペ
ア

ル
ー

ル
 

セ
グ

メ
ン

ト
ポ

ラ
リ

テ
ィ

ー
 

ギ
ャ

ッ
プ

 

②
 

ペ
ア

ル
ー

ル
 

ギ
ャ

ッ
プ

 
セ

グ
メ

ン
ト

ポ
ラ

リ
テ

ィ
ー

 

③
 

セ
グ

メ
ン

ト
ポ

ラ
リ

テ
ィ

ー
 

ペ
ア

ル
ー

ル
 

ギ
ャ

ッ
プ

 

④
 

セ
グ

メ
ン

ト
ポ

ラ
リ

テ
ィ

ー
 

ギ
ャ

ッ
プ

 
ペ

ア
ル

ー
ル

 

⑤
 

ギ
ャ

ッ
プ

 
ペ

ア
ル

ー
ル

 
セ

グ
メ

ン
ト

ポ
ラ

リ
テ

ィ
ー

 

⑥
 

ギ
ャ

ッ
プ

 
セ

グ
メ

ン
ト

ポ
ラ

リ
テ

ィ
ー

 
ペ

ア
ル

ー
ル

 

  
  

    

 

問問
  
44
 

文
章

中
の

空
欄

 
 
ケケ

  
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

答
え

よ
。

 

 

問問
  
55
 

細
胞

や
組

織
か

ら
抽

出
し

た
す

べ
て

の
m

RN
A
の

塩
基

配
列

を
読

み
取

る
こ

と
で

，
す

べ
て

の
遺

伝
子

の
転

写
量

を
見

積
も

る
解

析
方

法
が

あ
る

。
こ

の
解

析
方

法
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の

を
，

次
の

①
〜

⑥
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 
 

11
66
  

 

  
 

 
①

 
RN

A
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

解
析

 
 

 
 

 
 

 
②

 
遺

伝
子

組
換

え
法

 

 
 

 
③

 
ゲ

ノ
ム

編
集

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

④
 

遺
伝

子
導

入
法

 

 
 

 
⑤

 
ノ

ッ
ク

ア
ウ

ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
⑥

 
RN

A
干

渉
（

RN
Ai

）
 

  

((
BB
))
 

ヒ
ト

全
塩

基
配

列
の

解
読

を
目

的
と

し
た

取
り

組
み

は
，
  
ココ

  
 
と

呼
ば

れ
，
そ

の
解

析
の

結

果
よ

り
，

ヒ
ト

の
D

N
A
は

約
 
 

11
77
  

 
塩

基
対

か
ら

な
り

，
ア

ミ
ノ

酸
を

指
定

す
る

塩
基

配
列

は
全

塩
基

配
列

の
 
 

11
88
  

 
%
程

度
で

あ
る

こ
と

な
ど

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
ま

た
，

個
人

の
塩

基
配

列
を

比
較

す
る

こ
と

で
，

塩
基

配
列

の
個

人
差

を
も

と
に

，
((
cc
))
  
個

々
の

体
質

に
合

っ
た

病

気
の

治
療

や
予

防
を

目
指

し
た

医
療

の
研

究
も

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

一
方

，
遺

伝
子

を
取

り
扱

う
技

術
の

発
達

に
よ

り
，

生
命

の
根

幹
で

あ
る

遺
伝

子
を

操
作

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
れ

に
伴

い
，

さ
ま

ざ
ま

な
規

制
や

法
律

な
ど

に
よ

っ
て

遺
伝

子
組

換
え

実

験
方

法
や

設
備

な
ど

は
国

内
外

で
規

制
さ

れ
て

い
る

。
  
ササ

  
 
議

定
書

は
，

遺
伝

子
組

換
え

生

物
に

よ
る

生
態

系
へ

の
影

響
の

防
止

を
目

的
と

し
て

，
そ

の
安

全
な

移
送

や
取

り
扱

い
，

利
用

に

つ
い

て
規

定
し

て
い

る
。

 

  
問問

  
66
 

文
章

中
の

空
欄

 
  
ココ

  
  
，

  
ササ

  
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

そ
れ

ぞ
れ

答
え

よ
。

 

   
問問

  
77
 

文
章

中
の

空
欄

 
 
11
77
  

 
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

う
ち

か
ら

 

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
3
億

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ②

 
6
億

 
 

 
 

 
 

 
 

 ③
 

30
億

 

 
 

 
④

 
60

億
 

 
 

 
 

 
 

 
 ⑤

 
30

兆
 

 
 

 
 

 
 

 
⑥

 
60

兆
 

 

   
問問

  
88
 

文
章

中
の

空
欄

 
 
11
88
  

 
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑤
の

う
ち

か
ら

 

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
0.

00
2 

 
 

 
 

 
 

②
 

0.
02

 
 

 
 

 
 

 
 

 
③

 
0.

2 

 
 

 
④

 
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
⑤

 
20

 

   
問問

  
99
 

下
線

部
 ((
cc
))
 
が

示
す

よ
う

な
個

人
の

遺
伝

子
情

報
を

も
と

に
し

た
医

療
を

何
と

い
う

か
答

え

よ
。

 
  
シシ

  
 

          
  

− 56 − − 57 −



 

問問
  
44
 

下
線

部
 
((
bb
))
  
に

関
す

る
次

の
文

章
の

空
欄

 
  
スス

  
 
，
  
セセ

  
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

 

そ
れ

ぞ
れ

答
え

よ
。

 

 

シ
ョ

ウ
ジ

ョ
ウ

バ
エ

の
胚

の
前

後
軸

に
そ

っ
て

体
節

が
形

成
さ

れ
る

際
，
頭

部
や

胸
部

の
発

生

に
か

か
わ

る
ア

ン
テ

ナ
ペ

デ
ィ

ア
遺

伝
子

群
や

，
胸

部
や

腹
部

の
発

生
に

か
か

わ
る

バ
イ

ソ
ラ

ッ

ク
ス

遺
伝

子
群

な
ど

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

っ
て

，
ど

の
体

節
に

ど
の

よ
う

な
構

造
が

形
成

さ
れ

る

か
が

決
ま

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

調
節

遺
伝

子
を

 
  
スス

  
 遺

伝
子

と
い

う
。
ま

た
，
こ

の
よ

う
な

遺
伝

子
と

よ
く

似
た

塩
基

配
列

や
は

た
ら

き
を

も
つ

遺
伝

子
が

，
マ

ウ
ス

や
ヒ

ト
で

も
発

見

さ
れ

て
お

り
，

こ
れ

を
 
  
セセ

  
 
遺

伝
子

と
い

う
。
 

 

問 問
  
55
 

発
生

や
分

化
に

関
す

る
記

述
と

し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
〜

⑤
の

う
ち

か
ら

一
つ

 

選
べ

。
 
 

22
22
  

 

 

①
 

カ
エ

ル
や

ウ
ニ

の
発

生
で

は
，
は

じ
め

に
外

胚
葉

，
内

胚
葉

，
中

胚
葉

と
い

っ
た

大
ま

か
な

ま
と

ま
り

が
つ

く
ら

れ
，

そ
の

ま
と

ま
り

が
分

割
し

な
が

ら
進

行
す

る
。

 

②
 

細
胞

分
裂

で
生

じ
た

2
つ

の
細

胞
で

，
受

け
継

い
だ

細
胞

質
に

含
ま

れ
る

物
質

が
異

な
る

こ

と
に

よ
っ

て
，

そ
の

後
の

分
化

に
違

い
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

。
 

 
 

 
③

 
カ

エ
ル

の
発

生
で

は
，
い

ず
れ

の
時

期
に

お
い

て
も

，
常

に
発

生
・
分

化
段

階
を

変
更

で
き

る
状

態
を

維
持

し
な

が
ら

進
行

し
て

い
く

。
 

 
 

 
④

 
脊

椎
動

物
の

胚
の

発
生

過
程

に
お

い
て

は
，
前

後
軸

の
位

置
情

報
に

そ
っ

た
脊

椎
の

構
造

が

形
成

さ
れ

る
。

 

 
 

 
⑤

 
発

生
の

段
階

で
分

化
し

て
く

る
細

胞
で

は
，
そ

の
種

類
に

よ
り

発
現

し
て

い
る

遺
伝

子
が

異

な
っ

て
お

り
，

こ
れ

を
選

択
的

遺
伝

子
発

現
と

い
う

。
 

          

 

((
BB
))
  

器
官

形
成

や
発

生
の

過
程

に
お

い
て

，
決

ま
っ

た
時

期
に

決
ま

っ
た

細
胞

が
死

ん
で

失
わ

れ
て

い
く

現
象

が
み

ら
れ

る
。

こ
の

過
程

で
は

多
く

の
場

合
，

正
常

な
細

胞
が

形
態

を
維

持
し

な
が

ら

D
N

A
や

核
の

 
 

2 2
33
  

 
が

起
こ

り
，
ま

わ
り

の
細

胞
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

な
く

縮
小

し
て

死
ん

で
い

く
。

こ
の

よ
う

な
細

胞
死

を
 
  
ソソ

  
 
と

い
う

。
こ

の
場
合

，
細

胞
膜

は
壊

れ
ず

，
細

胞
全

体
も

 
  
ソソ

  
 
小

体
と

呼
ば

れ
る

構
造

に
変

化
す

る
。

さ
ら

に
，

  
ソソ

  
 
を

起
こ

し
た

細
胞

は
 

  
22
44
  

  
な

ど
の

食
細

胞
に

よ
っ

て
す

み
や

か
に

貪
食

さ
れ

除
去

さ
れ

る
。

た
と

え
ば

，
ヒ

ト
や

マ
ウ

ス
の

前
肢

と
後

肢
，
ニ

ワ
ト

リ
な

ど
の

後
肢

の
発

生
過

程
に

お
い

て
は

，
  
ソソ

  
 
を

起
こ

す

こ
と

で
，

指
が

形
成

さ
れ

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

。
  

 

問 問
  
66
 

文
章

中
の

空
欄

 
  
ソソ

  
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

答
え

よ
。

 

    
問問

  
77
  

文
章

中
の

空
欄

 
 
22
33
  

 
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

当
な

語
を

，
次

の
①

〜
⑥

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

    
  

  
①

 
断

片
化

 
 

 
 

 
 

 
②

 
リ

ン
酸

化
 

 
 

 
 

③
 

ア
セ

チ
ル

化
 

 
 

 
④

 
複

製
 

 
 

 
 

 
⑤

 
転

写
 

 
 

 
 

 
 

 
⑥

 
融

合
 

    
問問

  
88
  

文
章

中
の

空
欄

 
 
22
44
  

 
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

当
な

語
を

，
次

の
①

〜
⑥

の
う

ち
か

ら
一

つ
 

選
べ

。
  

    
  

  
①

 
N

K
細

胞
 

 
 

 
 

 
②

 
B
細

胞
 

 
 

 
 

 
 

③
 

ヘ
ル

パ
ー

T
細

胞
 

 
 

 
④

 
キ

ラ
ー

T
細

胞
 

 
 

 
⑤

 
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

 
 

 
⑥

 
マ

ス
ト

（
肥

満
）

細
胞
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問問

  
99
 

下
線

部
に

つ
い

て
，
図図

22
は

ニ
ワ

ト
リ

の
胚

の
後

肢
発

生
過

程
を

模
式

的
に

示
し

た
も

の
で

あ

る
。
ニ

ワ
ト

リ
の

後
肢

原
基

に
お

い
て

，
後

肢
形

成
に

必
要

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

細
胞

死
が

生
じ

た
す

べ
て

の
部

分
（

Ⅰ Ⅰ
〜

 
ⅨⅨ

）
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

最
も

適
当
な

も
の

を
，

下
の

①
～

⑩
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 
 

22
55
  

 

         

    
    

    
    

    
    

    
    

  
図図

22
  

 ①
 

ⅠⅠ
・

ⅨⅨ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
 

ⅡⅡ
・

ⅧⅧ
 

 
 

 
 

 
 
 

③
 

Ⅰ Ⅰ
・

ⅢⅢ
・
ⅨⅨ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
④

 
ⅢⅢ

・
ⅤⅤ

・
ⅦⅦ

 
 

 
 

 
 

⑤
 

ⅡⅡ
・

ⅣⅣ
・
ⅥⅥ

・
ⅧⅧ

  
 

 
 

⑥
 

ⅡⅡ
・

ⅢⅢ
・
ⅥⅥ

・
ⅦⅦ

 

 
 

 
⑦

 
ⅠⅠ

・
ⅡⅡ

・
ⅣⅣ

・
ⅥⅥ

・
ⅧⅧ

 
 
 

⑧
 

ⅠⅠ
・

ⅡⅡ
・
ⅦⅦ

・
ⅧⅧ

・
ⅨⅨ

  
  

⑨
 

ⅠⅠ
・

ⅢⅢ
・
ⅤⅤ

・
ⅦⅦ

・
ⅨⅨ

 
 

 
 

 
 
⑩

 
ⅢⅢ

・
ⅣⅣ

・
ⅤⅤ

・
ⅥⅥ

・
ⅦⅦ

  

  
  

 第第
55
問問

 
生

物
の

進
化

に
関

す
る

下
の

文
章

を
読

み
，

問
い

（
問問

11
～～

99
）

に
答

え
よ

。
 

  
 

生
物

は
い

く
つ

の
グ

ル
ー

プ
に

分
け

る
こ

と
が

で
き

る
の

だ
ろ

う
か

。
こ

れ
ま

で
さ

ま
ざ

ま
な

説
が

提
唱

さ
れ

て
き

た
。

階
層

的
な

分
類

を
最

初
に

提
唱

し
た

の
は

  
タ タ

 
 で

あ
る

。
現

在
で

も
，

 
 
タタ

 
 が

確
立

し
た

二
名

法
が

種
の

学
名

と
し

て
採

用
さ

れ
て

い
る

。
当

時
の

最
上

位
の

分
類

は
，

 
 

22
66
 

 で
あ

り
，

生
物

を
動

物
と

植
物

に
分

け
る

説
が

唱
え

ら
れ

た
。

し
か

し
，

そ
の

後
，

こ
の

二

つ
だ

け
に

分
類

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
り

，
19

60
年

代
マ

ー
グ

リ
ス

ら
に

よ
り

  
22
77
 

 が
提

唱
さ

れ
た

。
 

 
 

核
酸

の
情

報
が

得
ら

れ
や

す
く

な
っ

た
19

77
年

，
 

22
88
 

 ら
に

よ
り

  
22
99
 

 の
塩

基
配

列
の

解
析

を
も

と
に

，
 

22
66
 

 の
上

位
に

，
生

物
を

細
菌

，
ア

ー
キ

ア
，

真
核

生
物

の
3
つ

に
分

け
る

 
 
チチ

 
 が

提
唱

さ
れ

た
。

現
在

も
，

さ
ま

ざ
ま

な
生

物
の

分
子

情
報

か
ら

，
こ

れ
ま

で
の

形
態

的
・

生
理

的
特

徴
を

も
と

に
し

た
分

類
の

見
直

し
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 
   
問問

  11
  

文
章

中
の

空
欄

  
タタ

 
 に

当
て

は
ま

る
人

物
名

を
答

え
よ

。
 

 
 
問 問

 22
 

文
章

中
の

空
欄

  
チチ

 
 に

当
て

は
ま

る
仮

説
の

名
称

を
答

え
よ

。
 

 
 

 
問問

  33
 

文
章

中
の

空
欄

  
22
66
 

 に
当

て
は

ま
る

語
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑤

の
 

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
界

 
 

 
②

 
門

 
 

③
 

属
 

 
 

④
 

網
 

 
 

⑤
 

種
 

  
問問

 44
 

文
章

中
の

空
欄

  
22
77
 

 に
当

て
は

ま
る

語
と

し
て

正
し

い
も

の
を

，
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
 

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
三

界
説

  
 

 
②

 
四

界
説

 
 

③
 

五
界

説
 

 
④

 
六

界
説

  
 

⑤
 

七
界

説
 

      

 

問問
  
44
 

下
線

部
 
((
bb
))
  
に

関
す

る
次

の
文

章
の

空
欄

 
  
スス

  
 
，
  
セセ

  
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

 

そ
れ

ぞ
れ

答
え

よ
。

 

 

シ
ョ

ウ
ジ

ョ
ウ

バ
エ

の
胚

の
前

後
軸

に
そ

っ
て

体
節

が
形

成
さ

れ
る

際
，
頭

部
や

胸
部

の
発

生

に
か

か
わ

る
ア

ン
テ

ナ
ペ

デ
ィ

ア
遺

伝
子

群
や

，
胸

部
や

腹
部

の
発

生
に

か
か

わ
る

バ
イ

ソ
ラ

ッ

ク
ス

遺
伝

子
群

な
ど

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

っ
て

，
ど

の
体

節
に

ど
の

よ
う

な
構

造
が

形
成

さ
れ

る

か
が

決
ま

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

調
節

遺
伝

子
を

 
  
スス

  
 遺

伝
子

と
い

う
。
ま

た
，
こ

の
よ

う
な

遺
伝

子
と

よ
く

似
た

塩
基

配
列

や
は

た
ら

き
を

も
つ

遺
伝

子
が

，
マ

ウ
ス

や
ヒ

ト
で

も
発

見

さ
れ

て
お

り
，

こ
れ

を
 
  
セセ

  
 
遺

伝
子

と
い

う
。
 

 

問問
  
55
 

発
生

や
分

化
に

関
す

る
記

述
と

し
て
誤誤
っっ
てて
いい
るる
もも
のの

を
，

次
の

①
〜

⑤
の

う
ち

か
ら

一
つ

 

選
べ

。
 
 

22
22
  

 

 

①
 

カ
エ

ル
や

ウ
ニ

の
発

生
で

は
，
は

じ
め

に
外

胚
葉

，
内

胚
葉

，
中

胚
葉

と
い

っ
た

大
ま

か
な

ま
と

ま
り

が
つ

く
ら

れ
，

そ
の

ま
と

ま
り

が
分

割
し

な
が

ら
進

行
す

る
。

 

②
 

細
胞

分
裂

で
生

じ
た

2
つ

の
細

胞
で

，
受

け
継

い
だ

細
胞

質
に

含
ま

れ
る

物
質

が
異

な
る

こ

と
に

よ
っ

て
，

そ
の

後
の

分
化

に
違

い
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

。
 

 
 

 
③

 
カ

エ
ル

の
発

生
で

は
，
い

ず
れ

の
時

期
に

お
い

て
も

，
常

に
発

生
・
分

化
段

階
を

変
更

で
き

る
状

態
を

維
持

し
な

が
ら

進
行

し
て

い
く

。
 

 
 

 
④

 
脊

椎
動

物
の

胚
の

発
生

過
程

に
お

い
て

は
，
前

後
軸

の
位

置
情

報
に

そ
っ

た
脊

椎
の

構
造

が

形
成

さ
れ

る
。

 

 
 

 
⑤

 
発

生
の

段
階

で
分

化
し

て
く

る
細

胞
で

は
，
そ

の
種

類
に

よ
り

発
現

し
て

い
る

遺
伝

子
が

異

な
っ

て
お

り
，

こ
れ

を
選

択
的

遺
伝

子
発

現
と

い
う

。
 

          

 

((
BB
))
  

器
官

形
成

や
発

生
の

過
程

に
お

い
て

，
決

ま
っ

た
時

期
に

決
ま

っ
た

細
胞

が
死

ん
で

失
わ

れ
て

い
く

現
象

が
み

ら
れ

る
。

こ
の

過
程

で
は

多
く

の
場

合
，

正
常

な
細

胞
が

形
態

を
維

持
し

な
が

ら

D
N

A
や

核
の

 
 

22
33
  

 
が

起
こ

り
，
ま

わ
り

の
細

胞
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

な
く

縮
小

し
て

死
ん

で
い

く
。

こ
の

よ
う

な
細

胞
死

を
 
  
ソソ

  
 
と

い
う

。
こ

の
場
合

，
細

胞
膜

は
壊

れ
ず

，
細

胞
全

体
も

 
  
ソソ

  
 
小

体
と

呼
ば

れ
る

構
造

に
変

化
す

る
。

さ
ら

に
，

  
ソソ

  
 
を

起
こ

し
た

細
胞

は
 

  
22
44
  

  
な

ど
の

食
細

胞
に

よ
っ

て
す

み
や

か
に

貪
食

さ
れ

除
去

さ
れ

る
。

た
と

え
ば

，
ヒ

ト
や

マ
ウ

ス
の

前
肢

と
後

肢
，
ニ

ワ
ト

リ
な

ど
の

後
肢

の
発

生
過

程
に

お
い

て
は

，
  
ソソ

  
 
を

起
こ

す

こ
と

で
，

指
が

形
成

さ
れ

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

。
  

 

問問
  
66
 

文
章

中
の

空
欄

 
  
ソソ

  
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

答
え

よ
。

 

    
問問

  
77
  

文
章

中
の

空
欄

 
 
22
33
  

 
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

当
な

語
を

，
次

の
①

〜
⑥

の
う

ち
か

ら
一

つ

選
べ

。
 

    
  

  
①

 
断

片
化

 
 

 
 

 
 

 
②

 
リ

ン
酸

化
 

 
 

 
 

③
 

ア
セ

チ
ル

化
 

 
 

 
④

 
複

製
 

 
 

 
 

 
⑤

 
転

写
 

 
 

 
 

 
 

 
⑥

 
融

合
 

    
問問

  
88
  

文
章

中
の

空
欄

 
 
22
44
  

 
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

当
な

語
を

，
次

の
①

〜
⑥

の
う

ち
か

ら
一

つ
 

選
べ

。
  

    
  

  
①

 
N

K
細

胞
 

 
 

 
 

 
②

 
B
細

胞
 

 
 

 
 

 
 

③
 

ヘ
ル

パ
ー

T
細

胞
 

 
 

 
④

 
キ

ラ
ー

T
細

胞
 

 
 

 
⑤

 
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

 
 

 
⑥

 
マ

ス
ト

（
肥

満
）

細
胞
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一 般 選 抜 
 

理理  科科  
 

 

「物理基礎，物理」 

 

 

  

物理基礎，物理 

  
問問

 55
 

文
章

中
の

空
欄

  
22
88
 

 に
当

て
は

ま
る

語
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
 

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
フ

ッ
ク

 
 

 
②

 
ウ

ー
ズ

 
 

 
③

 
オ

ペ
ロ

ン
 

 
 

④
 

ホ
イ

ッ
タ

カ
ー

 
  
問問

 66
 

文
章

中
の

空
欄

  
22
99
 

 に
当

て
は

ま
る

語
と

し
て

正
し

い
も

の
を

，
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
 

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
D

N
A 

 
 

②
 

m
RN

A 
 

③
 

rR
N

A 
 

④
 

tR
N

A 
 

 
⑤

 
ア

ミ
ノ

酸
 

 
 

 
 

 
問問

 77
 

下
線

部
に

関
す

る
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。
 

 
 

33
00
 
 

 
①

 
ク

ラ
ミ

ジ
ア

は
真

核
生

物
に

分
類

さ
れ

る
。

 
 

 
 

②
 

好
熱

菌
や

好
塩

菌
は

真
核

生
物

に
分

類
さ

れ
る

。
 

 
 

 
③

 
細

菌
と

ア
ー

キ
ア

で
は

，
細

菌
の

ほ
う

が
真

核
生

物
に

近
縁

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

 
 

 
 

④
 

原
生

生
物

は
真

核
生

物
に

分
類

さ
れ

る
。

 
 

 
 

⑤
 

乳
酸

菌
や

ア
ゾ

ト
バ

ク
タ

ー
，

シ
ア

ノ
バ

ク
テ

リ
ア

は
ア

ー
キ

ア
に

分
類

さ
れ

る
。

 
  
問問

  88
  

次
の

文
章

中
の

空
欄

 
 
ツツ

 
 
，

 
テテ

 
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

そ
れ

ぞ
れ

答
え

よ
。

 

 

ア
メ

ー
バ

や
ゾ

ウ
リ

ム
シ

の
よ

う
に

運
動

性
が

あ
り

，
無

機
物

か
ら

有
機

物
を

合
成

す
る

こ
と

が
で

き
ず

，
他

の
生

物
が

合
成

し
た

有
機

物
を

取
り

込
む

こ
と

で
生

活
し

て
い

る
生

物
は

，
 

 
ツツ

 
 
生

物
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
一

方
，

光
合

成
を

行
い

二
酸

化
炭

素
を

も
と

に
有

機
物

を
合

成
し

て
生

活
す

る
生

物
も

い
る

。
こ

の
よ

う
な

生
物

の
う

ち
単

細
胞

生
物

と
し

て
，

 
テテ

 
 
が

例
に

挙
げ

ら
れ

る
。

 
        

   
問問

  99
  

植
物

は
，
陸

上
の

環
境

に
適

応
し

た
多

細
胞

生
物

で
，
コ

ケ
植

物
，
シ

ダ
植

物
，
種

子
植

物
に

分
け

ら
れ

る
。
こ

れ
ら

に
関

す
る

記
述

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
，
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
か

ら

一
つ

選
べ

。
  

3 3
11
 

  
  

 
 

①
 

コ
ケ

植
物

は
，

根
・

茎
・

葉
の

区
別

が
な

く
，

維
管

束
が

な
い

。
 

 
 

 
②

 
イ

ワ
ヒ

バ
や

ス
ギ

ナ
，

ワ
ラ

ビ
は

コ
ケ

植
物

で
あ

る
。

 
 

 
 

③
 

シ
ダ

植
物

は
胞

子
に

よ
っ

て
繁

殖
し

，
維

管
束

は
も

た
な

い
。

 
 

 
 

④
 

す
べ

て
の

種
子

植
物

の
受

粉
は

，
水

中
で

行
わ

れ
る

。
 

 
 

⑤
 

種
子

植
物

の
う

ち
裸

子
植

物
の

胚
珠

は
，

子
房

に
包

ま
れ

て
い

る
。
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一 般 選 抜 
 

理理  科科  
 

 

「物理基礎，物理」 

 

 

  

物理基礎，物理 

  
問問

 55
 

文
章

中
の

空
欄

  
22
88
 

 に
当

て
は

ま
る

語
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
④

の
 

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
フ

ッ
ク

 
 

 
②

 
ウ

ー
ズ

 
 

 
③

 
オ

ペ
ロ

ン
 

 
 

④
 

ホ
イ

ッ
タ

カ
ー

 
  
問問

 66
 

文
章

中
の

空
欄

  
22
99
 

 に
当

て
は

ま
る

語
と

し
て

正
し

い
も

の
を

，
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
 

か
ら

一
つ

選
べ

。
 

  
 

 
①

 
D

N
A 

 
 

②
 

m
RN

A 
 

③
 

rR
N

A 
 

④
 

tR
N

A 
 

 
⑤

 
ア

ミ
ノ

酸
 

 
 

 
 

 
問問

 77
 

下
線

部
に

関
す

る
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。
 

 
 

33
00
 
 

 
①

 
ク

ラ
ミ

ジ
ア

は
真

核
生

物
に

分
類

さ
れ

る
。

 
 

 
 

②
 

好
熱

菌
や

好
塩

菌
は

真
核

生
物

に
分

類
さ

れ
る

。
 

 
 

 
③

 
細

菌
と

ア
ー

キ
ア

で
は

，
細

菌
の

ほ
う

が
真

核
生

物
に

近
縁

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

 
 

 
 

④
 

原
生

生
物

は
真

核
生

物
に

分
類

さ
れ

る
。

 
 

 
 

⑤
 

乳
酸

菌
や

ア
ゾ

ト
バ

ク
タ

ー
，

シ
ア

ノ
バ

ク
テ

リ
ア

は
ア

ー
キ

ア
に

分
類

さ
れ

る
。

 
  
問問

  88
  

次
の

文
章

中
の

空
欄

 
 
ツツ

 
 
，

 
テテ

 
 
に

当
て

は
ま

る
適

当
な

語
を

そ
れ

ぞ
れ

答
え

よ
。

 

 

ア
メ

ー
バ

や
ゾ

ウ
リ

ム
シ

の
よ

う
に

運
動

性
が

あ
り

，
無

機
物

か
ら

有
機

物
を

合
成

す
る

こ
と

が
で

き
ず

，
他

の
生

物
が

合
成

し
た

有
機

物
を

取
り

込
む

こ
と

で
生

活
し

て
い

る
生

物
は

，
 

 
ツツ

 
 
生

物
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
一

方
，

光
合

成
を

行
い

二
酸

化
炭

素
を

も
と

に
有

機
物

を
合

成
し

て
生

活
す

る
生

物
も

い
る

。
こ

の
よ

う
な

生
物

の
う

ち
単

細
胞

生
物

と
し

て
，

 
テテ

 
 
が

例
に

挙
げ

ら
れ

る
。

 
        

   
問問

  99
  

植
物

は
，
陸

上
の

環
境

に
適

応
し

た
多

細
胞

生
物

で
，
コ

ケ
植

物
，
シ

ダ
植

物
，
種

子
植

物
に

分
け

ら
れ

る
。
こ

れ
ら

に
関

す
る

記
述

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
，
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
か

ら

一
つ

選
べ

。
  

33
11
 

  
  

 
 

①
 

コ
ケ

植
物

は
，

根
・

茎
・

葉
の

区
別

が
な

く
，

維
管

束
が

な
い

。
 

 
 

 
②

 
イ

ワ
ヒ

バ
や

ス
ギ

ナ
，

ワ
ラ

ビ
は

コ
ケ

植
物

で
あ

る
。

 
 

 
 

③
 

シ
ダ

植
物

は
胞

子
に

よ
っ

て
繁

殖
し

，
維

管
束

は
も

た
な

い
。

 
 

 
 

④
 

す
べ

て
の

種
子

植
物

の
受

粉
は

，
水

中
で

行
わ

れ
る

。
 

 
 

⑤
 

種
子

植
物

の
う

ち
裸

子
植

物
の

胚
珠

は
，

子
房

に
包

ま
れ

て
い

る
。

  

      

    

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答− 60 −



 

 

物物
  
理理
  
基基
  
礎礎
  

,,  
物物
  
理理

  
（
マ
ー
ク
式
解
答
番
号

 
 
１１

 
 ～

  
11
44
 

 ）
 

（
記
述
式

 解
答
番
号

 
  
アア

 
 ～

  
ササ

 
 ）

 

  第第
１１
問問

 
次
の
問
い
（
問問

11
～～

33
）
に
答
え
よ
。
な
お
解
答
は
，
 
アア

 
 ～～

  
エエ

 
 
の

 

欄
に
，
解
答
を
導
き
出
す
過
程
を
含
め
て
答
え
よ
。

 

 

質
量

M
〔

kg
〕
の
人
工
衛
星
が
，
地
表
か
ら

h〔
km
〕
だ
け
離
れ
た
高
さ
で
，
地

球
の
周
囲
を
一
定
の
速
さ
で
円
軌
道
を
描
い
て
運
動
し
て
い
る
。
た
だ
し
，
地
球
の

半
径
を

R
〔

km
〕
，
重
力
加
速
度
の
大
き
さ
を

g〔
m

/s
2
〕
，
円
周
率
を

と
す
る
。

 

 

問問
  
11
  
こ
の
人
工
衛
星
の
加
速
度
の
大
き
さ
〔

m
/s

2
〕
と
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
〔

J〕
を

求
め
よ
。

 

加
速
度
の
大
き
さ

:
 
 
アア

  
  

運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
:
 
 
イイ

  
  

  問問
  
22
  
こ
の
人
工
衛
星
の
周
期
〔

s〕
を
求
め
よ
。

 
 
ウウ

  
 

 問問
  
33
  
こ
の
人
工
衛
星
の
軌
道
を
変
更
す
る
た
め
に
，
質
量
が

m〔
kg
〕
の
部
品
を
人

工
衛
星
か
ら
見
て
後
方
に

v〔
m

/s
〕
の
速
さ
で
投
げ
出
し
た
。
こ
の
と
き
，
人

工
衛
星
の
本
体
の
速
さ
を
求
め
よ
。

 
 
エエ

  
 

た
だ
し
，
こ
の
問問

33
に
限
定
し
，
軌
道
変
更
前
の
人
工
衛
星
の
速
さ
を

V〔
m

/s
〕

と
し
て
用
い
て
良
い
。

  

            

第第
２２
問問

次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11～～
55）
に
答
え
よ
。

あ
る
単
原
子
分
子
理
想
気
体

2.
0〔

m
ol
〕
が
，
体
積
一
定
の
断
熱
容
器
内
に

封
入
さ
れ
て
い
る
。
断
熱
容
器
は
単
原
子
分
子
理
想
気
体
を
含
む
体
積

5.
0 

〔
L
〕
の
領
域
と
体
積

10
.0
〔

L
〕
の
真
空
領
域
に
仕
切
り
を
介
し
て
分
か
れ
て

い
る
。
断
熱
容
器
全
体
の
初
期
温
度
は

30
0 
〔

K
〕
で
あ
っ
た
。
気
体
定
数

R
 

を
8.

3 
〔

J/
m

ol
·

K
〕
，
単
原
子
分
子
理
想
気
体
の
定
積
モ
ル
比
熱

C
V
を

(3
/2

)R
 
，
仕
切
り
の
体
積
は
無
視
で
き
る
と
す
る
。

問問
 
11
 
初
期
状
態
に
お
い
て
，
こ
の
気
体
の
圧
力

P
〔

P
a〕
は
い
く
ら
か
。
最
も

適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
 

11
 

×
10

6
〔

P
a〕

①
0.

8
②

1.
0

③
1.

2
④

1.
5

⑤
1.

8
⑥

2.
0

− 62 − − 63 −



 

 

問問
  
22
  
仕
切
り
を
外
し
た
と
こ
ろ
，
単
原
子
分
子
理
想
気
体
は
急
速
に
膨
張
し

 
た
。
膨
張
後
，
平
衡
に
達
し
た
時
の
こ
の
気
体
の
温
度
〔

K
〕
は
い
く
ら
か
。

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

 
  

22
  
〔

K
〕

 
 

①
 

28
0 

②
 

29
0 

③
 

30
0 

④
 

31
0 

⑤
 

32
0 

⑥
 

33
0 

  
問問

  
33
 
こ
の
膨
張
に
お
い
て
生
じ
た
内
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
化
〔

J〕
は
い
く
ら
か
。

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

33
  

 
×

10
3
〔

J〕
 

 
①

 
－

2.
0 

②
 
－

1.
0 

③
 

0.
0 

④
 

1.
0 

⑤
 

2.
0 

 
  
問問

  
44
  
膨
張
後
の
こ
の
気
体
の
圧
力
は
，
膨
張
前
の
圧
力
の
何
倍
か
。
最
も
適
当

 

な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑦
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
  

44
  

 
〔
倍
〕

 
 ①

 
0.

17
 

②
 

0.
33

 

③
 

0.
50

 
④

 
1.

0 

⑤
 

2.
0 

⑥
 

3.
0 

⑦
 

6.
0 

 

      

 

問問
  
55
 
こ
の
膨
張
過
程
は
可
逆
過
程
か
不
可
逆
過
程
か
。
ま
た
，
そ
の
理
由
は
何

か
。
最
も
適
当
な
組
み
合
わ
せ
を
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

  
55
  

 
 

①
 
可
逆

 
理
由
：
熱
力
学
の
第

1
法
則
に
よ
る
。

 
②

 
不
可
逆

 
理
由
：
断
熱
容
器
内
の
現
象
だ
か
ら
。

 
③

 
不
可
逆

 
理
由
：
生
じ
た
仕
事
の
た
め
。

 
④

 
不
可
逆

 
理
由
：
熱
力
学
の
第

2
法
則
に
よ
る
。

 
⑤

 
可
逆

 
理
由
：
生
じ
た
温
度
変
化
の
た
め
。

 
    

 

 第第
２２
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11～～
55）
に
答
え
よ
。

 

 

あ
る
単
原
子
分
子
理
想
気
体

2.
0〔

m
ol
〕
が
，
体
積
一
定
の
断
熱
容
器
内
に

封
入
さ
れ
て
い
る
。
断
熱
容
器
は
単
原
子
分
子
理
想
気
体
を
含
む
体
積

5.
0 

〔
L
〕
の
領
域
と
体
積

10
.0
〔

L
〕
の
真
空
領
域
に
仕
切
り
を
介
し
て
分
か
れ
て

い
る
。
断
熱
容
器
全
体
の
初
期
温
度
は

30
0 
〔

K
〕

 
で
あ
っ
た
。
気
体
定
数

 
R

 

を
 

8.
3 
〔

J/
m

ol
·

K
〕
，
単
原
子
分
子
理
想
気
体
の
定
積
モ
ル
比
熱

 
C

V
 
を

 

(3
/2

)R
 
，
仕
切
り
の
体
積
は
無
視
で
き
る
と
す
る
。

 
 

         
問問

  
11
  
初
期
状
態
に
お
い
て
，
こ
の
気
体
の
圧
力

P
〔

P
a〕
は
い
く
ら
か
。
最
も

適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 

 
  

11
  

 
×

10
6
〔

P
a〕

 
 

①
 

0.
8 

②
 

1.
0 

③
 

1.
2 

④
 

1.
5 

⑤
 

1.
8 

⑥
 

2.
0 
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第第
３３
問問

 
次
の
光
の
性
質
に
関
す
る
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11～～
44）
に
答
え
よ
。
 

 

問 問
  
11
  
 
白
色
光
は
プ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
，
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
光
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
を
光
の
 

 
a 

 と
い
う
。
こ
の
と
き
赤
色
，
青
色
，
緑
色
の
光
の
う
ち

  
b 

 が
一
番
大
き
く
屈
折

し
て
現
れ
る
。

a
と

b
に
該
当
す
る
語
句
の
正
し
い
組
み
合
わ
せ
は
ど
れ
か
。
①
〜
⑨
よ
り

一
つ
選
べ
。

 
6 6
 
 

 

①
 

 a
 回
折
，

b 
赤
色

 
②

 
 a

 回
折
，

b 
青
色

 
③

 
 a

 回
折
，

b 
緑
色

 

④
 

 a
 偏
光
，

b 
赤
色

 
⑤

 
 a

 偏
光
，

b 
青
色

 
⑥

 
 a

 偏
光
，

b 
緑
色

 

⑦
 

 a
 分
散
，

b 
赤
色

 
⑧

 
 a

 分
散
，

b 
青
色

 
⑨

 
 a

 分
散
，

b 
緑
色

 

  

問 問
  
22
  
波
長

6.
0×

10
-7
〔

m
〕
の
光
が
，
真
空
中
か
ら
屈
折
率

2.
4
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
中
へ
入
射

し
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
中
の
光
の
速
さ
〔

m
/s
〕
は
い
く
ら
か
。
正
し
い
も
の
を
，
①
〜
⑥
よ

り
一
つ
選
べ
。
真
空
中
の
光
の
速
さ
は

3.
0×

10
8 
〔

m
/s
〕
と
す
る
。

 
77
 

 

 

①
 

 0
.8

0×
10

7  
②

 
 0

.8
0×

10
8  

③
 

 0
.1

3×
10

7  

④
 

 0
.1

3×
10

8  
⑤

 
 1

.2
5×

10
7  

⑥
 

 1
.2

5×
10

8  

 

問 問
  
33
  
波
長

6.
0×

10
-7
〔

m
〕
の
光
が
，
真
空
中
か
ら
屈
折
率

1.
4
の
ガ
ラ
ス
の
中
へ
入
射
し
た
場

合
，
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
中
の
光
の
速
さ
よ
り
も
ガ
ラ
ス
中
の
方
が

  
a 

 な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
ガ
ラ
ス
中
の
波
長
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
中
よ
り
も

  
b 

 な
る
。

a
と

b
に
該
当
す
る
正

し
い
語
句
の
組
み
合
わ
せ
は
ど
れ
か
。
①
〜
④
よ
り
一
つ
選
べ
。

 
88
 

 

 

①
 

 a
 速
く
，

b 
大
き
く

 
②

 
 a

 速
く
，

b 
小
さ
く

 

③
 

 a
 遅
く
，

b 
大
き
く

 
④

 
 a

 遅
く
，

b 
小
さ
く

 

 
  

 

問問
  
44
  
波
長

6.
0×

10
-7 〔

m
〕
の
光
が
，
真
空
中
か
ら
屈
折
率

1.
5
の
あ
る
溶
液
中
へ
入
射
し
た
。
溶

液
中
の
光
の
振
動
数
〔

H
z〕
は
い
く
ら
か
。
最
も
近
い
値
を
，
①
〜
⑨
よ
り
一
つ
選
べ
。

 

 
9 9
 

 

 

①
 

 2
.0

×1
08

 
②

 
 4

.0
×1

08
 

③
 

 5
.0

×1
08

 

④
 

 2
.0

×1
01

2  
⑤

 
 4

.0
×1

01
2  

⑥
 

 5
.0

×1
01

2  

⑦
 

 2
.0

×1
01

4  
⑧

 
 4

.0
×1

01
4  

⑨
 

 5
.0

×1
01

4  
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第第
４４
問問

次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11～～
55）
に
答
え
よ
。

抵
抗

R 1
，

R 2
，
コ
ン
デ
ン
サ
ー

C，
内
部
抵
抗
の
無
視
で
き
る
電
池

E
お
よ
び
開
い
た
状
態
の
ス
イ

ッ
チ

S
を
下
図
の
よ
う
に
接
続
し
た
。
抵
抗
値
は

R 1
= 

5.
0 
〔

〕
，

R 2
= 

2.
0 
〔

〕
，
コ
ン
デ
ン

サ
ー
の
電
気
容
量
は

C 
= 

0.
40

 〔
F
〕
，
電
池
の
起
電
力
は

10
〔

V〕
と
す
る
。

問 問
 
11
 
ス
イ
ッ
チ

S
を
B
側
に
入
れ
た
直
後
，
抵
抗

R 1
に
流
れ
る
電
流
は
い
く
ら
か
。
最
も
適
当
な
も

の
を
，
次
の
①
～
⑧
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

1 1
00
〔

A〕

①
0

②
0.

20
③

1.
0

④
1.

5

⑤
2.

0
⑥

5.
0

⑦
7.

5
⑧

10

 

問問
  
22
 
コ
ン
デ
ン
サ
ー

C
に

1.
0〔

C
〕
の
電
荷
が
蓄
え
ら
れ
た
と
き
，
抵
抗

R 1
に
流
れ
る
電
流
は
い

く
ら
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑧
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
 

 
1 1
11
 
〔

A〕
 
 

 
 

 
①

 
 0

 
②

 
 0

.2
0 

③
 

 1
.0

 
④

 
 1

.5
 

⑤
 

 2
.0

 
⑥

 
 5

.0
 

⑦
 

 7
.5

 
⑧

 
 1

0 

  

問 問
  
33
  
  
十
分
に
時
間
が
経
過
し
た
と
き
，
抵
抗

R 1
に
流
れ
る
電
流
は
い
く
ら
か
。
最
も
適
当
な
も
の

を
，
次
の
①
～
⑧
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
1 1
22
 
〔

A〕
 

 
 

 

 
①

 
 0

 
②

 
 0

.2
0 

③
 

 1
.0

 
④

 
 1

.5
 

⑤
 

 2
.0

 
⑥

 
 5

.0
 

⑦
 

 7
.5

 
⑧

 
 1

0 

  

問 問
  
44
 
問

3
の
と
き
，
電
池

E
の
し
た
仕
事
は
い
く
ら
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑧
の
う

ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
1 1
33
 
〔

J〕
 

 
 

 

 
①

 
 1

.0
×

10
-6

 
②

 
 2

.0
×

10
-6

 
③

 
 4

.0
×

10
-6

 
④

 
 5

.0
×

10
-6

 

⑤
 

 1
.0
×

10
-5

 
⑥

 
 2

.0
×

10
-5

 
⑦

 
 4

.0
×

10
-5

 
⑧

 
 5

.0
×

10
-5

 

  

問 問
  
55
 
ス
イ
ッ
チ

S
を
A
側
に
切
り
替
え
た
直
後
，
抵
抗

R 1
に
流
れ
る
電
流
は
い
く
ら
か
。
最
も
適

当
な
も
の
を
，
次
の
①
～
⑧
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

 
 
1 1
44
 
〔

A〕
 
 

 
 

 
①

 
 0

 
②

 
 0

.7
2 

③
 

 1
.0

 
④

 
 1

.4
 

⑤
 

 2
.0

 
⑥

 
 2

.8
 

⑦
 

 5
.0

 
⑧

 
 7

.2
 

  
 

 

 

第第
３３
問問

 
次
の
光
の
性
質
に
関
す
る
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11～～
44）
に
答
え
よ
。
 

 

問問
  
11
  
 
白
色
光
は
プ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
，
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
光
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
を
光
の
 

 
a 

 と
い
う
。
こ
の
と
き
赤
色
，
青
色
，
緑
色
の
光
の
う
ち

  
b 

 が
一
番
大
き
く
屈
折

し
て
現
れ
る
。

a
と

b
に
該
当
す
る
語
句
の
正
し
い
組
み
合
わ
せ
は
ど
れ
か
。
①
〜
⑨
よ
り

一
つ
選
べ
。

 
66
 
 

 

①
 

 a
 回
折
，

b 
赤
色

 
②

 
 a

 回
折
，

b 
青
色

 
③

 
 a

 回
折
，

b 
緑
色

 

④
 

 a
 偏
光
，

b 
赤
色

 
⑤

 
 a

 偏
光
，

b 
青
色

 
⑥

 
 a

 偏
光
，

b 
緑
色

 

⑦
 

 a
 分
散
，

b 
赤
色

 
⑧

 
 a

 分
散
，

b 
青
色

 
⑨

 
 a

 分
散
，

b 
緑
色

 

  

問問
  
22
  
波
長

6.
0×

10
-7
〔

m
〕
の
光
が
，
真
空
中
か
ら
屈
折
率

2.
4
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
中
へ
入
射

し
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
中
の
光
の
速
さ
〔

m
/s
〕
は
い
く
ら
か
。
正
し
い
も
の
を
，
①
〜
⑥
よ

り
一
つ
選
べ
。
真
空
中
の
光
の
速
さ
は

3.
0×

10
8 
〔

m
/s
〕
と
す
る
。

 
77
 

 

 

①
 

 0
.8

0×
10

7  
②

 
 0

.8
0×

10
8  

③
 

 0
.1

3×
10

7  

④
 

 0
.1

3×
10

8  
⑤

 
 1

.2
5×

10
7  

⑥
 

 1
.2

5×
10

8  

 

問問
  
33
  
波
長

6.
0×

10
-7
〔

m
〕
の
光
が
，
真
空
中
か
ら
屈
折
率

1.
4
の
ガ
ラ
ス
の
中
へ
入
射
し
た
場

合
，
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
中
の
光
の
速
さ
よ
り
も
ガ
ラ
ス
中
の
方
が

  
a 

 な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
ガ
ラ
ス
中
の
波
長
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
中
よ
り
も

  
b 

 な
る
。

a
と

b
に
該
当
す
る
正

し
い
語
句
の
組
み
合
わ
せ
は
ど
れ
か
。
①
〜
④
よ
り
一
つ
選
べ
。

 
88
 

 

 

①
 

 a
 速
く
，

b 
大
き
く

 
②

 
 a

 速
く
，

b 
小
さ
く

 

③
 

 a
 遅
く
，

b 
大
き
く

 
④

 
 a

 遅
く
，

b 
小
さ
く
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一 般 選 抜 
 

思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力等等をを  

評評価価すするる記記述述式式問問題題 
 

 

「小論文」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小論文 

第第
５５
問問

次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11～～
55）
に
答
え
よ
。

図
1
の
よ
う
に
，
質
量
を
無
視
で
き
る
一
辺
の
長
さ

L，
抵
抗

rの
正
方
形
コ
イ
ル
が
，
水
平
面
と
な

す
角
度

θ
の
斜
面
台
上
に
置
か
れ
て
い
る
。
斜
面
台
は
，
位
置

x
に
よ
っ
て
磁
束
密
度
が
変
化
す
る
非
一

様
な
磁
場
中
に
あ
り
，
磁
束
密
度

B(
x)
は

B(
x)

 =
 k

x（
k
は
正
の
定
数
）
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。
コ
イ
ル

の
辺

ab
の
中
央
に
は
，
軽
く
て
伸
縮
せ
ず
，
電
流
を
通
さ
な
い
糸
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
，
こ
の
糸
は

台
の
上
部
に
設
置
さ
れ
た
滑
車
を
通
っ
て
，
質
量

m
の
お
も
り
と
つ
な
が
れ
て
い
る
。
コ
イ
ル
と
斜
面
台

の
間
に
は
摩
擦
が
な
く
，
コ
イ
ル
，
及
び
お
も
り
に
か
か
る
空
気
抵
抗
は
無
視
で
き
る
も
の
と
す
る
。
ま

た
，
重
力
加
速
度
を

g
と
す
る
。

最
初
，
コ
イ
ル
の
辺

cd
は

x 
= 

0
の
位
置
に
あ
る
。
コ
イ
ル
は
運
動
中
，
常
に
磁
場
内
に
全
体
が
収
ま

っ
て
お
り
，
斜
面
か
ら
離
れ
た
り
，
滑
車
に
接
触
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
時
刻

t=
0
で
お
も
り
を
静

か
に
は
な
し
，
落
下
運
動
中
，
地
面
に
到
達
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
す
る
。
な
お
図

2
は
同
じ
装
置
を

xz
平
面
上
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
，
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
。

図
1

図
2

問問
 
11
 
コ
イ
ル
が
台
の
斜
面
に
沿
っ
て
速
さ

v
で
運
動
す
る
と
き
，
微
小
時
間

Δt
の
間
に
コ
イ
ル
を
貫

く
磁
束
の
変
化
量

ΔΦ
を

L，
θ，

k，
v，

Δt
，

r，
m
，

g
の
う
ち
必
要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。

な
お
微
小
時
間

Δt
の
間
に
進
む
距
離
は
コ
イ
ル
の
一
辺

L
に
対
し
て
十
分
に
短
い
も
の
と
す
る
。

・・
磁
束
の
変
化
量

ΔΦ
オオ

 

問問
 
22
問
１
の
と
き
，
コ
イ
ル
に
生
じ
る
誘
導
起
電
力
の
大
き
さ

E
を

L，
θ，

k，
v，

Δt
，

r，
m
，

g
の
う
ち
必
要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。

・・
誘
導
起
電
力
の
大
き
さ

E
カカ

 

 
 

問問
 
33
問
２
の
と
き
，
コ
イ
ル
に
流
れ
る
電
流

Iの
大
き
さ
を

L，
θ，

k，
v，

Δt
，

r，
m
，

gの
う
ち
必

要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。
ま
た
電
流
の
向
き
を
答
え
よ
。
な
お
，
電
流
の
向
き
は
以
下
の
図

3
を

参
考
に
す
る
こ
と
。

 
・・
コ
イ
ル
に
流
れ
る
電
流

I
キキ

 
 

 
・・
電
流
の
向
き
（
時
計
回
り
，
反
時
計
回
り
の
い
ず
れ
か
を
記
入
）
 

クク
 

 

図
３

問 問
 
44
コ
イ
ル
が
運
動
し
て
い
る
と
き
，
コ
イ
ル
に
働
く
ロ
ー
レ
ン
ツ
力
に
つ
い
て
斜
面
方
向
の
成
分
の

大
き
さ

F L
を

L，
θ，

k，
v，

Δt
，

r，
m
，

g
の
う
ち
必
要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。
ま
た
そ
の
力

F L
は
斜
面
方
向
に
沿
っ
て
上
向
き
，
あ
る
い
は
下
向
き
の
ど
ち
ら
側
に
働
く
か
。

・・
コ
イ
ル
に
働
く
ロ
ー
レ
ン
ツ
力
の
大
き
さ

F L
ケケ

 
 

・・
ロ
ー
レ
ン
ツ
力

F L
の
働
く
方
向

ココ
 

 

問問
 
55
時
間
が
十
分
に
経
過
し
た
と
き
，
コ
イ
ル
及
び
お
も
り
は
等
速
で
運
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の

と
き
の
コ
イ
ル
の
速
さ

v
を

L，
θ，

k，
r，

m
，

g
の
う
ち
必
要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。

・・
コ
イ
ル
の
速
さ

v
ササ
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一 般 選 抜 
 

思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力等等をを  

評評価価すするる記記述述式式問問題題 
 

 

「小論文」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小論文 

 

 

第第
５５
問問

 
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問問

11～～
55）
に
答
え
よ
。

 
  
図

1
の
よ
う
に
，
質
量
を
無
視
で
き
る
一
辺
の
長
さ

L，
抵
抗

rの
正
方
形
コ
イ
ル
が
，
水
平
面
と
な

す
角
度

θ
の
斜
面
台
上
に
置
か
れ
て
い
る
。
斜
面
台
は
，
位
置

x
に
よ
っ
て
磁
束
密
度
が
変
化
す
る
非
一

様
な
磁
場
中
に
あ
り
，
磁
束
密
度

B(
x)
は

B(
x)

 =
 k

x（
k
は
正
の
定
数
）
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。
コ
イ
ル

の
辺

ab
の
中
央
に
は
，
軽
く
て
伸
縮
せ
ず
，
電
流
を
通
さ
な
い
糸
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
，
こ
の
糸
は

台
の
上
部
に
設
置
さ
れ
た
滑
車
を
通
っ
て
，
質
量

m
の
お
も
り
と
つ
な
が
れ
て
い
る
。
コ
イ
ル
と
斜
面
台

の
間
に
は
摩
擦
が
な
く
，
コ
イ
ル
，
及
び
お
も
り
に
か
か
る
空
気
抵
抗
は
無
視
で
き
る
も
の
と
す
る
。
ま

た
，
重
力
加
速
度
を

g
と
す
る
。

 
 
最
初
，
コ
イ
ル
の
辺

cd
は

x 
= 

0
の
位
置
に
あ
る
。
コ
イ
ル
は
運
動
中
，
常
に
磁
場
内
に
全
体
が
収
ま

っ
て
お
り
，
斜
面
か
ら
離
れ
た
り
，
滑
車
に
接
触
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
時
刻

t=
0
で
お
も
り
を
静

か
に
は
な
し
，
落
下
運
動
中
，
地
面
に
到
達
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
す
る
。
な
お
図

2
は
同
じ
装
置
を

xz
平
面
上
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
，
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
。

 
 

 

 

図
1 

図
2 

    
 

 問問
  
11
  
コ
イ
ル
が
台
の
斜
面
に
沿
っ
て
速
さ

v
で
運
動
す
る
と
き
，
微
小
時
間

Δt
 の
間
に
コ
イ
ル
を
貫

く
磁
束
の
変
化
量

 Δ
Φ
を

L，
θ，

k，
v，

Δt
，

r，
m
，

g
の
う
ち
必
要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。

な
お
微
小
時
間

Δt
の
間
に
進
む
距
離
は
コ
イ
ル
の
一
辺

L
に
対
し
て
十
分
に
短
い
も
の
と
す
る
。

 
・・
磁
束
の
変
化
量

ΔΦ
  
オオ

  
 

 問問
  
22
 
問
１
の
と
き
，
コ
イ
ル
に
生
じ
る
誘
導
起
電
力
の
大
き
さ

E
を

L，
θ，

k，
v，

Δt
，

r，
m
，

g
の
う
ち
必
要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。

 
 

・・
誘
導
起
電
力
の
大
き
さ

E 
 
カカ

  
 

  
  

問問
  
33
 
問
２
の
と
き
，
コ
イ
ル
に
流
れ
る
電
流

Iの
大
き
さ
を

L，
θ，

k，
v，

Δt
，

r，
m
，

gの
う
ち
必

 
要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。
ま
た

 電
流
の
向
き
を
答
え
よ
。
な
お
，
電
流
の
向
き
は
以
下
の
図

3
を

 
参
考
に
す
る
こ
と
。

 
  

・・
コ
イ
ル
に
流
れ
る
電
流

I  
 
キキ

  
  

  
・・
電
流
の
向
き
（
時
計
回
り
，
反
時
計
回
り
の
い
ず
れ
か
を
記
入
）
  

 
クク

  
  

 
図
３

 
 

問問
  
44
 
コ
イ
ル
が
運
動
し
て
い
る
と
き
，
コ
イ
ル
に
働
く
ロ
ー
レ
ン
ツ
力
に
つ
い
て
斜
面
方
向
の
成
分
の

 
大
き
さ

F L
を

L，
θ，

k，
v，

Δt
，

r，
m
，

g
の
う
ち
必
要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。
ま
た
そ
の
力

 
F L
は
斜
面
方
向
に
沿
っ
て
上
向
き
，
あ
る
い
は
下
向
き
の
ど
ち
ら
側
に
働
く
か
。

 
  

・・
コ
イ
ル
に
働
く
ロ
ー
レ
ン
ツ
力
の
大
き
さ

F L
 

 
ケケ

  
  

 
・・
ロ
ー
レ
ン
ツ
力

F L
の
働
く
方
向

 
 
ココ

  
  

 問問
  
55
 
時
間
が
十
分
に
経
過
し
た
と
き
，
コ
イ
ル
及
び
お
も
り
は
等
速
で
運
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の

 
と
き
の
コ
イ
ル
の
速
さ

v
を

L，
θ，

k，
r，

m
，

g
の
う
ち
必
要
な
も
の
を
用
い
て
表
せ
。

 
・・
コ
イ
ル
の
速
さ

v 
 
ササ

  
  

   

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答− 66 −



 

 

解解  答答  
 

 

・マーク式問題は、正解をマーク番号で表示しています。 

・記述式問題は、標準的な解答例を表示しています。 

 

解 答 

 

問問
題題

  
高
齢
者
の
健
康
と
薬
の
適
切
な
使
用
に
つ
い
て
，
次
の
文
章
を
読
ん
で
，
下
の
問
い
に
答

え
な
さ
い
。
な
お
，
解
答
は
記
述
式
解
答
用
紙
に
記
入
し
な
さ
い
。
 

  
日
本
は
世
界
有
数
の
長
寿
国
と
な
り
，
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
の
約

3
割
を
占
め
る
超
高

齢
社
会
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
多
く
は
複
数
の
病
気
を
抱
え
て
い
る
た
め
，
一
人
で
何
種
類

も
の
薬
を
服
用
す
る
こ
と
が
多
く
，
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（
多
剤
併
用
）
」
と
呼
ば
れ
る
問
題
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は
，
複
数
の
薬
を
服
用
す
る
こ
と
で
副
作
用
な
ど
の

問
題
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
薬
の
数
が
増
え
る
と
，
飲
み
忘
れ
や
飲
み
間
違
い
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
，
複
数

の
病
院
か
ら
処
方
さ
れ
た
薬
の
情
報
を
患
者
が
正
確
に
把
握
・
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。

ま
た
，
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
や
認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
，
こ
の
問
題
は
さ
ら
に
深
刻

化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
，
薬
剤
師
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
 

 
従
来
，
薬
剤
師
は
薬
の
調
剤
と
服
薬
指
導
が
主
な
業
務
で
あ
っ
た
が
，
現
在
で
は
患
者
の
服
用

薬
を
総
合
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
患
者

に
対
し
て
は
，
か
か
り
つ
け
薬
局
や
薬
剤
師
が
服
薬
情
報
を
一
元
管
理
し
，
お
薬
手
帳
の
活
用
や

在
宅
訪
問
を
通
じ
て
実
際
の
服
薬
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
，
医
師
と
の
情
報
共
有

を
行
い
，
薬
の
重
複
や
相
互
作
用
を
防
ぐ
な
ど
，
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
よ
る
問
題
の
予
防
に
努

め
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
，
薬
剤
師
は
単
な
る
薬
の
専
門
家
か
ら
，
高
齢
者
の
生
活
全
体
を
見
守
り
支
え
る

存
在
へ
と
役
割
が
拡
大
し
て
い
る
。
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
連
携
し
な
が
ら
，
思
い
や
り
の
心

を
持
ち
，
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
，
こ
れ
か
ら
の
薬
剤
師
に
は
求
め
ら
れ
て
い

る
。
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解解  答答  
 

 

・マーク式問題は、正解をマーク番号で表示しています。 

・記述式問題は、標準的な解答例を表示しています。 

 

解 答 

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
英
語
Ⅰ
・
英
語
Ⅱ

論
理
・
表
現
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
化
学
基
礎
・
化
学
生
物
基
礎
・
生
物
物
理
基
礎
・
物
理
小

論

文

解　

答− 68 −



4M a3 N

P
. 
2
【
薬
学
部
】

学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜
（
1
1
月
・
1
2
月
）
　
総
合
型
選
抜
＜
英
語
資
格
型
＞

「
数
学
Ⅰ
，
数
学
Ⅱ
，
数
学
Ａ
，
数
学
Ｂ
」

P
. 
8
【
薬
学
部
】

学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜
（
1
1
月
・
1
2
月
）
　
総
合
型
選
抜
＜
英
語
資
格
型
＞

「
化
学
基
礎
，
化
学
」

P
. 
1
6
【
薬
学
部
】

学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜
（
1
1
月
）
　
総
合
型
選
抜
＜
英
語
資
格
型
＞

「
生
物
基
礎
，
生
物
」

P
. 
2
6
【
薬
学
部
】

学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜
（
1
1
月
）
　
総
合
型
選
抜
＜
英
語
資
格
型
＞

「
物
理
基
礎
，
物
理
」

P
. 
3
2
【
全
学
部
】

一
般
選
抜

「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
，
Ⅱ
」
「
論
理
・
表
現
Ⅰ
」
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4M a3 N

P
. 
2
【
薬
学
部
】

学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜
（
1
1
月
・
1
2
月
）
　
総
合
型
選
抜
＜
英
語
資
格
型
＞

「
数
学
Ⅰ
，
数
学
Ⅱ
，
数
学
Ａ
，
数
学
Ｂ
」

P
. 
8
【
薬
学
部
】

学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜
（
1
1
月
・
1
2
月
）
　
総
合
型
選
抜
＜
英
語
資
格
型
＞

「
化
学
基
礎
，
化
学
」

P
. 
1
6
【
薬
学
部
】

学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜
（
1
1
月
）
　
総
合
型
選
抜
＜
英
語
資
格
型
＞

「
生
物
基
礎
，
生
物
」

P
. 
2
6
【
薬
学
部
】

学
校
推
薦
型
選
抜
　
特
別
選
抜
（
1
1
月
）
　
総
合
型
選
抜
＜
英
語
資
格
型
＞

「
物
理
基
礎
，
物
理
」

P
. 
3
2
【
全
学
部
】

一
般
選
抜

「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
，
Ⅱ
」
「
論
理
・
表
現
Ⅰ
」

− 70 − − 71 −



P
. 
4
4
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜
　
特
別
選
抜
（
B
日
程
）
　
総
合
型
選
抜
＜
総
合
型
＞

「
化
学
基
礎
，
化
学
」

P
. 
5
2
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜

「
生
物
基
礎
，
生
物
」

P
. 
3
8
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜
　
特
別
選
抜
（
B
日
程
）
　
総
合
型
選
抜
＜
総
合
型
＞

「
数
学
Ⅰ
，
数
学
Ⅱ
，
数
学
Ａ
，
数
学
Ｂ
」

【
出
題
意
図
と
評
価
の
観
点
】

◆
問

1

【
出
題
意
図
】

本
問
は
、
課
題
文
に
示
さ
れ
た
高
齢
者
の
多
剤
併
用
（
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
）
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み

取
り
、
そ
の
問
題
点
を
整
理
す
る
読
解
力
を
問
う
と
と
も
に
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
医
療
課
題
と
し
て
多
角
的

に
考
察
し
、
自
ら
の
考
え
を
論
理
的
に
述
べ
る
力
を
評
価
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
薬
学
を
志
す
者

と
し
て
、
薬
の
適
正
使
用
と
い
う
社
会
的
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
対
策
を
考
え
ら
れ
る
か
を
確
認

す
る
も
の
で
す
。

【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

以
下
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

1
.
課
題
文
か
ら
多
剤
併
用
の
問
題
点
（
副
作
用
の
リ
ス
ク
、
飲
み
忘
れ
・
飲
み
間
違
い
、
服
薬
管
理
の
困

難
さ
等
）
を
正
確
に
読
み
取
り
、
整
理
で
き
て
い
る
か
。

2
.
超
高
齢
社
会
の
進
展
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
、
認
知
機
能
の
低
下
と
い
っ
た
社
会
的
背
景
と
関

連
づ
け
て
、
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
理
由
を
考
察
で
き
て
い
る
か
。

3
.
今
後
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
、
課
題
文
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
分
自
身
の
考
え
を
具
体
的
に
提
示

で
き
て
い
る
か
。

4
.

4
0
0
字
以
内
で
論
旨
が
一
貫
し
て
お
り
、
文
章
構
成
が
適
切
で
あ
る
か
。

◆
問

2

【
出
題
意
図
】

本
問
は
、
薬
剤
師
の
役
割
が
調
剤
や
服
薬
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
に
お
け
る
多
職
種
連
携
や
生
活
全

体
の
支
援
へ
と
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
受
験
者
自
身
が
薬
剤
師
と
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
社

会
に
貢
献
し
た
い
か
を
問
う
も
の
で
す
。
薬
学
を
学
ぶ
動
機
や
将
来
像
、
他
者
へ
の
共
感
力
や
倫
理
観
を
含
め
た

人
間
性
を
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

以
下
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

1
.
薬
剤
師
の
役
割
を
調
剤
・
服
薬
指
導
だ
け
で
な
く
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
多
職
種
連
携
の
一
員
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
。

2
.
高
齢
者
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
課
題
文
の
内
容
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
場
面
や
取
組
を
挙

げ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。

3
.
自
分
自
身
が
大
切
に
し
た
い
価
値
観
（
例
：
思
い
や
り
、
相
手
の
立
場
に
立
つ
姿
勢
、
生
活
全
体
を
見

守
る
視
点
な
ど
）
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
薬
剤
師
と
し
て
の
将
来
像
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
。

4
.

4
0
0
字
以
内
で
論
旨
が
一
貫
し
て
お
り
、
自
分
の
言
葉
で
誠
実
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。

小
論
文
試
験
で
は
、
知
識
の
量
で
は
な
く
、
課
題
文
を
正
確
に
読
み
取
る
力
、
社
会
的
な
課
題
に
つ
い
て
多

角
的
に
考
察
す
る
力
、
自
分
の
考
え
を
論
理
的
か
つ
明
確
に
表
現
す
る
力
を
総
合
的
に
評
価
し
て
い
ま
す
。

P
. 
6
8
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜

小
論
文

P
. 
6
2
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜

「
物
理
基
礎
，
物
理
」

J
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P
. 
4
4
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜
　
特
別
選
抜
（
B
日
程
）
　
総
合
型
選
抜
＜
総
合
型
＞

「
化
学
基
礎
，
化
学
」

P
. 
5
2
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜

「
生
物
基
礎
，
生
物
」

P
. 
3
8
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜
　
特
別
選
抜
（
B
日
程
）
　
総
合
型
選
抜
＜
総
合
型
＞

「
数
学
Ⅰ
，
数
学
Ⅱ
，
数
学
Ａ
，
数
学
Ｂ
」

【
出
題
意
図
と
評
価
の
観
点
】

◆
問

1

【
出
題
意
図
】

本
問
は
、
課
題
文
に
示
さ
れ
た
高
齢
者
の
多
剤
併
用
（
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
）
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み

取
り
、
そ
の
問
題
点
を
整
理
す
る
読
解
力
を
問
う
と
と
も
に
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
医
療
課
題
と
し
て
多
角
的

に
考
察
し
、
自
ら
の
考
え
を
論
理
的
に
述
べ
る
力
を
評
価
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
薬
学
を
志
す
者

と
し
て
、
薬
の
適
正
使
用
と
い
う
社
会
的
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
対
策
を
考
え
ら
れ
る
か
を
確
認

す
る
も
の
で
す
。

【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

以
下
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

1
.
課
題
文
か
ら
多
剤
併
用
の
問
題
点
（
副
作
用
の
リ
ス
ク
、
飲
み
忘
れ
・
飲
み
間
違
い
、
服
薬
管
理
の
困

難
さ
等
）
を
正
確
に
読
み
取
り
、
整
理
で
き
て
い
る
か
。

2
.
超
高
齢
社
会
の
進
展
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
、
認
知
機
能
の
低
下
と
い
っ
た
社
会
的
背
景
と
関

連
づ
け
て
、
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
理
由
を
考
察
で
き
て
い
る
か
。

3
.
今
後
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
、
課
題
文
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
分
自
身
の
考
え
を
具
体
的
に
提
示

で
き
て
い
る
か
。

4
.

4
0
0
字
以
内
で
論
旨
が
一
貫
し
て
お
り
、
文
章
構
成
が
適
切
で
あ
る
か
。

◆
問

2

【
出
題
意
図
】

本
問
は
、
薬
剤
師
の
役
割
が
調
剤
や
服
薬
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
に
お
け
る
多
職
種
連
携
や
生
活
全

体
の
支
援
へ
と
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
受
験
者
自
身
が
薬
剤
師
と
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
社

会
に
貢
献
し
た
い
か
を
問
う
も
の
で
す
。
薬
学
を
学
ぶ
動
機
や
将
来
像
、
他
者
へ
の
共
感
力
や
倫
理
観
を
含
め
た

人
間
性
を
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

以
下
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

1
.
薬
剤
師
の
役
割
を
調
剤
・
服
薬
指
導
だ
け
で
な
く
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
多
職
種
連
携
の
一
員
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
。

2
.
高
齢
者
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
課
題
文
の
内
容
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
場
面
や
取
組
を
挙

げ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。

3
.
自
分
自
身
が
大
切
に
し
た
い
価
値
観
（
例
：
思
い
や
り
、
相
手
の
立
場
に
立
つ
姿
勢
、
生
活
全
体
を
見

守
る
視
点
な
ど
）
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
薬
剤
師
と
し
て
の
将
来
像
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
。

4
.

4
0
0
字
以
内
で
論
旨
が
一
貫
し
て
お
り
、
自
分
の
言
葉
で
誠
実
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。

小
論
文
試
験
で
は
、
知
識
の
量
で
は
な
く
、
課
題
文
を
正
確
に
読
み
取
る
力
、
社
会
的
な
課
題
に
つ
い
て
多

角
的
に
考
察
す
る
力
、
自
分
の
考
え
を
論
理
的
か
つ
明
確
に
表
現
す
る
力
を
総
合
的
に
評
価
し
て
い
ま
す
。

P
. 
6
8
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜

小
論
文

P
. 
6
2
【
薬
学
部
】

一
般
選
抜

「
物
理
基
礎
，
物
理
」
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